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プロローグ　残念な兄さんを捜す車中にて

１　ぼくの兄さんは残念な人です

２　ぼくの兄さんの彼女は残念な人です

３　ぼくの妹の残念な秘密がわかった

４　ぼくは残念なままではいけない

５　ぼくの父さんは残念な人なのか？

６　ぼくらは堕落していない

×　エピローグ　○　プロローグ



    

  
    
      


プロローグ　残念な兄さんを捜す車中にて



『本日も帝国国有鉄道にご乗車いただきありがとうございます。この電車は特急イザナミ23号、新しん宮ぐう行きです。停車駅と到着時刻は電光表示板に映るから勝手にご覧下さい。なお、あまりにも迷惑をかけるお客様は、『もはや客ではない』と判断し、走行中の車内から投げ捨てますのでご注意下さい』

　名古屋から僕は特急の指定席に乗って、新宮を目指している。

　隣にはもちろんパートナーの那智なち。

「あ、面白い看板があるよ！　天むす専用工場だって！

　天むすって、あのエビ天をおにぎりの中に入れてるやつだよね。エビ天とおにぎり、一見何の関かかわりもないものを組み合わせることによって新たな料理が生まれるんだ。可能性はいつだって、近くにあるんだよ！」

「那智、ポジティブなのはいいけど、あんまりはしゃぐと車内から捨てられるよ」

　この国有鉄道東海部門のサービスは全国一と言われている。そのモットーは「お客様は神様」だ。だから、客ではないと判断した人間にはどんな残忍なことでもする。そういう輩やからはお客様の邪魔だからだ。

「うん、静かにするよ」

　でも、今度はやたらときょろきょろ周囲をうかがう那智なち。怪しすぎる。僕らは国からのお尋ね者なのに。

「今度は何？」

「立っててしんどそうな人に席を譲ろうと思ってるんだけど、いないな～」

「これ、指定席だから」

　相変わらず、那智は怖いぐらいの善人ぶりを発揮している。

　そして善人すぎて窓から文化祭のプレートを取りつける仕事を買って出て転落した。そのせいで足が一生全快しないことになって、法的に処分対象になってしまった。今だってどう考えてもケガしてますという格好をしている。

　この世界では人間は生物の中で唯一、不老不死。

　そのため、放ほうっておけば人口は一方的に増え続ける。

　だから、国は六十歳になった人間を「処理」する。これを定てい年ねん退たい拭しよく制という。

　その六十年を超えて生きられるのは功績をあげて国から生きる権利を認められた者――『永えい生せい権けん』取得者と、その『永生権』取得者が法的に一人だけ年齢などの要件を無視して生かすことができる者――『保護権』取得者しかいない。

　つまり、『永生権』が手に入るほど能力のある者を除けば、『保護権』を『永生権』のある人間からもらう以外に那智の生き延びる手段は法的にない。なお、高校を卒業していて十八歳以上でなければ『永生権』はもらえないから、僕が立派な人間になるという方法は使えない。

　だから、僕は妹の涙珠るいしゆの協力のもと、『保護権』を持っている姉さんと兄さんのもとを目指していて、今はその途中。姉さんのほうは本人が国に反乱を起こそうとしていてそれどころじゃなくなったので、兄さんのところを目指している。

　正直なところ、状況は決していいものじゃない。これで兄さんが見つからなかったり、『保護権』が使用中だったりすると、話は完全にふりだしに戻る。もちろん、その間、追手から逃げ続けないといけないし。

　ただし、追われている本人である那智は終始マイペースなんだけど。

「日記でも書こうかな。車内だと執筆に集中できるんだよ」

　那智は、日記帳を取り出して、さらさらさらとペンを走らせる。



　今日のよかった探し

　一つ目

　・『珠たまの花はな』の教えに触れられた。

　二つ目

　・犬をたくさんなでられた。

　三つ目

　・車掌さんのあいさつが元気があってよかった。

　四つ目

　・電車のシートがふかふかでゆっくりできそう。



『珠たまの花はな』関連は全然よかったことじゃないと思うけど。教祖の姉さんにはスパイ容疑をかけられて殺されかけるし……。まあ、過ぎたことはいいや。僕も少し疲れたので眠りたいし。

　特急の料金ははっきり言って安くない。二人分ともなれば、切り詰めれば二人が一か月生きていけるほどの額だ。でも、ケチっている場合じゃなかった。新しん宮ぐうに兄さんがいるのはほぼ間違いない。そこで保護権が得られれば、この命懸けの旅も終わりだ。

　だから、僕は絶対に引きずりだす。

　こもり続ける神倉かみくら玉風たまかぜを。

　もしかすると一族で一番人間として残念な人だったのに、一部で名声を得てしまった人間、それが玉風兄さんだ。

　兄さんは幼い頃ころから引きこもりだった。とにかく外に出るのを嫌がった。幼稚園の遠足すら頑強に拒否した。母さんが、「おやつを特別に３００円から５００円にしてあげるから行きなさい！」と最大限の譲歩をしても首を縦に振らなかった。

「だって、外に出たら殺されるだろっ！」

　これが兄さんの引きこもりの理由。外には危険が潜ひそんでいる。自分の家から、自分の部屋から、一歩でも出ればそんな危険と向き合わないといけない。兄さんは極度にそれを恐れた。

　もっとも、理由はある。

　兄さんは遠足とか社会見学とか花見とか初詣はつもうでとか、とにかく外出するたびに死にかけたのだ。

　遠足では急流に落ちて溺でき死ししかけた。

　社会見学ではパンを作る機械にはさまれて圧死しかけた。

　動物園では兄さんの目の前でライオンの檻おりが壊れた。

　花見では酔っ払いにからまれて、ビール瓶で撲殺されかけた。

　初詣の時は確か除夜の鐘が兄さんの目の前で落下した。

　そんなことを繰り返したせいで、兄さんは外出恐怖症になった。中学も高校も一日も行かず、通信制の教育だけで単位を集めて、大学に進学した。

　しかし、大学では出席が義務づけられている科目も多いし、さすがに外に出るしかないだろう。そう、家族は思っていた。

　そしたら、ある日、こんな書き置きがしてあった。



　出家します　捜さないで下さい



　家出じゃない。出家だ。出家。お坊さんになること。

　最初は家出と書こうとして逆になったのだと誰だれもが思った。

　兄さんはついに耐えかねて家出してしまったのだと。

　だが、母さんはもちろん血ち眼まなこあげて捜し回ったが、なかなか情報は出てこなかった。少なくとも近所に隠れているレベルではないようだった。懸賞金百万円がかけられて、来栖山くるすやま市内のほぼすべての小中学生が捜索に参加したからな。雑木林から古井戸の底まで捜索されない場所なんてなかった。でも、兄さんは見つからなかった。

　母さんも諦あきらめかけた。ついつい、「玉風たまかぜは犠牲になったのよ」なんて言って、「好き嫌いしないと誓う　ブロッコリー食べたらあなた生き返るかしら」なんてネガティブな短歌を読み出した頃ころ、こういう噂うわさが聞こえてきた。



『とある山中で、凄すご腕うでの山岳修行者が現れた。あの山ごもり修行はヤバい。式しき神がみを召喚しまくって、もうヤバいことになってる、マジでヤバいって（山やま伏ぶしＡさん　36歳談）』



　噂は山伏とか修しゆ験げん者じやとか、山で修行する人のなかで出てきたものだった。普通はそんなマイナーな世界の噂なんて耳にするわけもないのだが、偶然芸能人がド田舎いなかに行って、村人に会うとかいう番組で、その噂が全国放送されたのだ。

　番組の取材班は山中に修行者を捜しに入ったが、見つからず断念した。中途半端な人間が会いに行こうとして会えるお方ではないんだぜヤバい人なんだぜと山伏Ａさんが諭さとして締めた。番組の内容はどうでもいいが、それで僕ら家族にとっては兄さんが山にこもっているのを知るのには十分だった。

　それは思い出すと悲しい気分になるので、置いておく。

　とにかく、兄さんは引きこもりのスペシャリストから、山ごもりのスペシャリストになったのだ。人に会いたくない兄さんは山で修行をすれば人に会わなくてすむと考えたわけだ。

　まあ、そんなことも会ってみればすべてわかることだ。

　問題は兄さんが会ってくれるかってことなんだけどな。

　とりあえず、今は寝よう、疲れた。

　隣では那智なちのよかった探しが百二十六項目に達していた。

　まあ、二十五個目がいい内容だし、いっか。



　二十五つ目

　・今もそばにミタマ君がいてくれる。



　うん、ちゃんと僕は那智なちのそばにいる。いつまでも、いつまでも。

　ところで、百個とか超えていったいどんなよかったことを書いているんだろう。



　百二十五つ目

　・足は順調に回復してる。

　百二十六つ目

　・今回も前回同様進んでる。今のところ異常なし。



　え？　足が回復？　そんなバカな。どう見ても那智の足は動いてないし、そもそも回復するようなケガじゃないし、あと、今回とか前回って何だ？　何か聞いたらまずいことなのかな？

「ん？　どうかした、ミタマ君？」

　くりくりした目で尋ねられて、僕は言葉に詰まった。

　この純真な顔にはどこにも企たくらみなんてない。

「いや、なんでもないんだ……」

「ふうん。ねえ、ミタマ君ってお父さんに似てるとか言われたことない？」

　僕は首を横に振る。父さん、嫌な響きだ。僕らを捜そうとしているだろう張本人、神倉かみくら玉将たままさ。

「そんなのわからないよ。あ、でも母さんに似てるって言われたことはあるかも。なにせ、父さんの顔を知ってるのは家族で母さんだけだから」

「そっか。早く家族仲むつまじく生活できたらいいね！」

　そんな罪のない那智の笑顔が心に刺さった。

　きっと僕ら家族は一生元通りにならない。

　たとえ、涙珠るいしゆがどんなに家族の再生を願っていたとしても。



    

  
    
      


１　ぼくの兄さんは残念な人です



　新しん宮ぐう駅は、まあまあのサイズの地方都市だった。

　少なくとも来栖山くるすやまよりは都会だ。来栖山にデパートはない。ショッピングモールもなくて、地元限定のスーパーしかない。

　涙珠るいしゆのくれた地図を取り出す。当たり前だが、山のほうへの道が書かれてあった。この国は国土の半分以上が山林なので、たいてい近くに山がある。ここもまた然しかり。

「見つかってくれよ、兄さん」

　駅から二十分も歩くと山に入った。歩くといっても、那智なちはギブスにステッキだ。一歩一歩をかみ締めるようにして歩く。と、山中の岩肌に場違いな大きな看板が。



　陽勝ようしよう仙人の修行霊場　この先20分



　なんだ、隠されも何もしてないじゃないか。これで保護権さえもらえれば、那智は助かる。足が悪いだけで殺されたりしなくなる。

　けど、僕は浮かれたあまり、見たくない情報を無意識のうちに捨てていた。

「ねえ、これってどういう意味かな？」

　那智が松まつ葉ば杖づえで指した看板の隅には、こうあった。



　た　だ　し　霊　場　は　男　子　禁　制



「……。ひとまず先に行こう。那智だけでも兄さんに会えれば問題ないから。那智なら普通に会って話すことだってできる。兄さんは女性にはやさしいからね」

　僕は疲れた顔を那智に見せないように言った。

「兄さんと何かあったの、ミタマ君？」

「兄さんは極度の男性恐怖症なんだ」

　諸事情で兄さんは男に会うことができない。

　もう、これは僕が小学生にあがった頃ころからそうだった。なので、兄さんとの会話は最低でも五メートルは離れないとダメだった。それ以上近づくと兄さんが体調を壊すのだ。

「やめろ、ミタマ！　四メートルゾーンになってる！　それ以上接近されると明日下げ痢りになるっ！　マジ離れろ！」なんてことを無邪気な小学一年生の僕は言われ続けたのだ。僕は僕でよく人間不信にならなかったものだと思う。

　ちなみに三年生のあたりから、会話自体を拒否されるようになったので、兄さんとほぼコミュニケーションはとっていない。

　なので兄さんが出家したことも僕にとってはあまり衝撃はなかった。もともといないような人だった。山ごもりしているという話を聞いた時はなるほどと感心したけど。無論、母さんがへこんだとか、家族単位での影響は別だけど。

　山は人がいない。したがって男もいない。

　もう、縦横無尽に引きこもりライフを満喫してくれよ。

　そんな兄さんだけど、修行の成果か、伝説の修しゆ験げん者じやとして保護権を与えられているのも事実だ。この国は性格に難があろうと、一流と認めた人間には必ず永えい生せい権けんを付与する。それに付随している保護権だけもらえればそれでいい。

　そして、山林を歩きだして三十分（那智なちのペースにあわせているので）、僕らは霊場入り口と書かれた鳥居をくぐった。

　ふっと電車でトンネルに入った時のような気圧の変化を感じた。

　この場所を境さかいにして空間が変わっている。

　次の瞬間、目の前十五センチのところに熊くまのキグルミが立っていた。

「「わっ！」」

　僕らは同時に声をあげて跳びのいた。そんな至近距離に何か出てきたら誰だれだってびびる。むしろ、その瞬時に熊のキグルミだと判断できただけでもすごい。

「ああ、びっくりした……なんだ、ミタマか。あと、はじめまして、隣の女の子」

「ねえ、このかぶりものの人、誰？」

「間違いなく兄さんだ」

　というか、そんなキグルミの知り合いがたくさんいたら嫌だ。

「あれ、僕とこんな至近距離で大丈夫？　男の気配だけで体調悪くなるんじゃ……」

「これは映像だ。今はやりの３Ｄ。あんなに男に近づいたら、本物の俺おれはとっくに意識不明の重体だよ。これが一番無難だからな」

　なるほど、確かに兄さんにとっては合理的な方法かもしれない。異常な方法だけど、見た目がキグルミの時点で異常だから、ちょうどあってるともいえる。

　兄さんのキグルミは体がすっぽり入るもので、顔の部分だけかすかに熊の口から見えている。容姿は悪くないはずなのに、もったいない気もするが、変人扱いされて避けられるほうが本人も助かるのである意味、理にかなっている。

「はじめまして、贄川にえかわ那智です。えと、ミタマ君の……か、彼女です。きゃっ」

　正直、こうやって那智に彼女ですと自己紹介されるのは、恥ずかしいようなうれしいような、なかなかグッとくる気分だ。そんな場合じゃないんだけど。

「ほうほう。それはよかった。俺の名は玉風たまかぜ。今は陽勝ようしようと名乗っている」

「へえ、ところでどうして熊のかぶりものをしているんですか？」

「これが俺おれの正装だ」

　また補足するしかないな。面倒だけど。

「あれはパジャマなんだ。兄さんはずっと家に引きこもっていたんで、中学生くらいからキグルミのパジャマしか着てないんだ。やたらと分厚くて暑そうだけど、冬場にほかの服を重ね着するのが面倒だからいいらしい」

　説明すればするほど、こんなのが高名な修行者なのかと思うが、そういうことになっているので仕方ない。永えい生せい権けんが兄さんから取り上げられても困る。

「ところで、どうしてこんなところまで来た？　俺は弟といえども会うわけにはいかない体だぞ？　男に会うと穢けがれるからな」

　やっと本題に入れるな。

「兄さんの保護権を下さい。那智なちを助けるためにはそれしかないんです！」

　事情をかいつまんで説明。今の法律では、那智が足を悪くしたというだけの理由で殺されてしまうこと。それを阻止するには、保護権をもらって生きる権利を手に入れるしかないこと。そして、そのために、まず姉さんのところに行ったが、教義の関係などで断られ、兄さんを紹介されたこと。

　涙珠るいしゆのことはひとまず避けた。あいつは兄さんのことを「堕落しています。この人の未来はお先真っ黒です。黒くろ飴あめでも舐なめてなさい」といって、激烈に非難していたからな。兄さんも涙珠のことを怖がっていた節があるし。

　那智も「お願いします」と頭を下げた。

　これで、兄さんが「うん」と言ってくれれば、話は終わりだ。

　けど、そんな簡単にいくわけがないよな……。

「うん、いいよ」

「そうだよね、いいわけな……………………マジでっっっっ!?」

　まさかの返答に僕は無駄に驚いた。

「いいよ。どうせ、余ってるし。誰だれか来たらあげるつもりだった」

「ありがとうございます！」

　僕はぺこりと頭を下げた。それに那智も続く。いろいろあった旅もこれで終了。

「じゃあ、せいぜい早く来いよ。今から来ても途中で夜になるし、式しき神がみが運営してる宿坊で一泊したほうがいいけど」

「来いって、兄さんはどこにいるのさ？」

「その場所からだと、はるか彼方かなたの山の奥だ。ちなみに途中、侵入者撃退用の試練があって、計四つの修行場に分かれている。各修行場は山あり谷あり池あり洞どう窟くつありのハードな仕様だ。各面の最後には、俺の四人の式神がボスとして配置されている。ちなみに、まだ３面をクリアした女性はいないな」

「どうして、そんなイヤガラセみたいなことをするんだよ！」

　僕はぶち切れた。

「命懸けでここまで来たっていうのに、なんでそんなミニゲームを要求するんだよ！　引きこもりのお遊ゆう戯ぎに付き合ってる余裕はないんだよ！」

「引きこもりじゃねーよ。山ごもりだ。あと、ルールちゃんと読めよ」

　僕はそばの木にかかっている看板に目をやった。

　

　霊場をクリアして不老不死になろう！

　最初に陽勝ようしようのところにたどりついた女性に保護権を差し上げます！

　詳しくはお近くの式しき神がみにお尋ね下さい。

　入山料は１０００タマカネです。

　

　つまり、兄さんにとって、これはゲームの一環というわけか。

　少しはゲーム以外でコミュニケーションとれよ。

「勘違いするなよ。俺おれだってその子には助かってほしいと思ってる。でも、こういうゲームを主催してる俺が、弟の彼女ですか、はい保護権ですって渡したら、身内びいきかよ死ねよって話になるだろ。あー、そういうしょうもない問題だけの話じゃなくてさー、あれなんだよね、修験道って自力救済の世界なんだよね。生きるか死ぬかってことをやって、やっとどうにか救われるのが基本なのよ。途中で死んじゃった修行者だって過去にごまんといるわけ。だから、はい保護権あげますよーってわけにはいかんの」

「そんなの、どうしたって那智なちと僕には無理じゃないか！　足の悪い那智を連れてたどりつけるわけがない！」

「ん？　お前、変なこと言わなかったか？　よく、ルールを読めって言ってるだろ」

　たどりついた女性に保護権を差し上げます！

「ここから先は男子禁制だ。男のお前はアウト。参加資格は横の那智ちゃんだけだ」

「そんなの保護権あげませんって言ってるのと同じだ……。どんなに努力したって、ハンデのない人間で生きるか死ぬかの場所を足の悪い那智がクリアできるわけがない」

「じゃあ、お前、命も懸けずに不老不死になりたいって思ってるの？」

　兄さんの語気が強くなる。キグルミなのであまり威圧感はないが。

「悪いけど、そんなんじゃダメだよ、全然ダメ。俺は、現在最高の行者と呼ばれるようになるまでに少なくとも百六十七回死にかけてんだよ。六十七回じゃないぞ。百六十七回だ。意識不明になっただけでも二十回ある」

　まずい、地雷を踏んだと思ったが、もう遅い。何もかも遅い。

「俺が何回オヤジに殺されかけたか知ってるか？　百六十六回だ。残り一回が山で悟りのきっかけになったやつな。まさか、遠足や社会見学に行くたびに死にかける人間がいるとでも思ってたか？　あれは全部人為的なものなんだよ！」

　兄さんの目は完全に血走っている。憤ふん怒ぬの目、憎悪の目。

　それにあわせて、キグルミの熊くまの目も尖とがりだす。

「どうして、琵び琶わ湖こで遊んでて遭難して、太平洋沖の孤島で発見されるんだ？　どうして、大阪おおさか府の箕面みのお山にハイキングに行って、富士樹海で発見されるんだ？　なんで学校の俺おれの椅い子すの上に地雷が置いてあるんだ？　なんで俺の予防接種の注射だけ中身が青酸カリなんだ？　黒幕がいるに決まってんだろ！　間違っちゃったってレベルじゃねえぞ！　幸い証拠が残らないように地味な作戦ばかりたてられたせいで、かろうじて延命してるけどな！」

　那智なちも放心した顔で聞いている。信じられないだろう。

　少し前の僕でも信じていなかったと思う。

　でも、今だと、その陰謀論はあまりにもリアルすぎる。

　兄さんはある男から命を狙ねらわれている。

　おそらく、それは父さん――神倉かみくら玉将たままさ――だ。

「俺にとって男っていう生き物はあの人殺しのオヤジのイメージとイコールなんだよ！　親父のせいで俺は男性恐怖症になった。男に触れられるのも嫌だし、同じ空気を吸うのも嫌だ。だから、こうやって山にこもって接触を断たってるんだよ！　だから、お前は絶対に入ってくるなよ！　あー…………ちょっと言いすぎた、悪い悪い」

　ぽりぽりと兄さんは頭をかく。熊の目も反省しているようなのに変わる。この人とコミュニケーションをとるのははっきり言って難しい。

「意地悪するつもりはない。ここまで来てもらえれば、ちゃんと保護権は渡す。それに本人にしか保護権をあげないとは書いてないしな」

「え、どういうこと？」

「あげるのは保護『権』だ。その権利を誰だれに行使しようと勝手だ。もし、腕に自信のある女性が知り合いにいれば来てもらえ。俺の元まで来れたら、権利をやる。でも、お前は絶対に来んな。こっち見んな。俺の名前を呼ぶな。脳内で俺のことを思い描くな。勝手に脳内で俺を殺すな！」

　そんなことしてないよ！　被害妄想強すぎる！

　そして、最後に兄さんはこう付け加えた。

「俺の名前は陽勝ようしようだ。神倉玉風たまかぜじゃない。だから、お前の兄さんでもない。俺は神倉家の人間じゃないんだ。権力でもなんでも手に入れて幸せになれよ。俺は嫌だ。親父みたいに、権力のために自分の子供を殺そうとするような、子供に顔も見せないような人間になりたくない」

　兄さんは父さんが犯人だとかたくなに決めつけていた。実際、そのとおりなのかもしれない。でも、絶対にそうだと言い切れるだろうか？　それに――

「僕は、僕らはそんな父さんとは違う」

　キグルミの手が僕を指した。



「お前は、神倉かみくら家の次期当主だ」



「そ、それがどうしたんだよ？」

「偶然、お前の時に血塗られた歴史が終わるわけがない。輪りん廻ね転てん生しょう、俺おれたちはいつまで経たってもぐるぐるぐるぐる繰り返すんだ。断言してやる、お前は父親と同じような人間になる。絶対にな」

　呪のろいをかけるように兄さんは言った。

「じゃあ、これで」

　兄さんの映像がだんだんと後退して、後ろの景色が映る。そうか、これって映像だったんだな、あまりにもリアルすぎて忘れていた。兄さんの背後は思いっきり崖がけだ。ここに実在しているわけがない。

　映像は引き気味になって、兄さんのバックも見えるようになる。大きな滝が一つ。

「あそこで日課の滝たき行ぎょうをするから。ちなみにリアルタイム通信のできる映像はここだけだ。かなり体力使うからな。次にお前と会話ができるのは、お前と直接会えた時だろうな。まあ、ここから先は男子禁制だけど。

　……もしかしたら、二度と会えないかもな。じゃあな」

　兄さんは疲れたため息を吐きながら手を振って、そして消えた。目の前の崖には、「この下、４面への近道」と汚い字で落書きされた『落下注意』の看板だけしか残っていない。心無い登山客のイタズラが心をえぐった。

「ごめん、那智なち」

　何もできることがなくて、僕は頭を下げた。ここまで来て、空振りだなんて。

　そんなうつむく僕の頭を那智は撫なでる。

「謝られても何も解決しないよ。ミタマ君はその時その時のベストを尽くしたじゃない。それだけでもわたしはうれしいよ！」

「だけど、せっかくのチャンスが……」

「何も終わってないよ」

　那智の言うとおりだ。何も終わってなんていない。可能性はいくらでもある。たとえば、誰だれかが霊場をクリアして兄さんのところまでたどりつけば、保護権は手に入る。

　いっそ、涙珠るいしゆを呼ぼうか？　「堕落した考えです」と一いつ蹴しゆうされるだろうか？　いや、でも、非常事態だし……。ダメ元で携帯電話に連絡を……。

『ただいま、電波のつながらないところに……』というメッセージで電話を切った。そんなに上う手まく事は運ばない。

　少なくとも、姉さんか兄さんの保護権をもらうことを前提に書かれた涙珠るいしゆのマニュアルが使えなくなった。山に分け入った時に、食べられる木の実やキノコを見分ける方法まで勉強したのに。

　こんな時、僕は本当に頼りにならない。学習したことから少しでもはずれると、あっという間に僕は無力になる。

「ほら、とりあえず、旅館もあるみたいだし、今日は泊まろうよ」

「那智なち、こんな山の中に旅館なんて――」

　那智が指差した先には、山中とは思えない立派な和風旅館があった。

『宿坊　玉風たまかぜ』という立派な楷かい書しよの額がかかっている。兄さんが宿坊と言っていたのは、これか。

　市街地に戻ったら夜になるだろうし、街をうろつかないほうが安全でもある。

「よし、ここに泊ま――」

　一泊　１０００タマカネ

　という料金表が見えて、言葉が途切れた。

　横には日本円との両替機まで置いてある。

「タマカネってどこの通貨？」

「兄さん専用の通貨だね。ここは兄さんの敷地だから問題はないんだろうけど……」

　通貨レートが両替機に書いてある。

　１０円＝１タマカネ

「じゃあ、１０００タマカネって一万円かよ！　高っ！」

　しかし、ここで宿泊したほうが安全なのは間違いない。五十鈴いすずさんからもらったお小遣いをためらいなく消費。三万円が瞬またたく間に１０００タマカネ三枚になった。ちなみに紙幣には兄さんの顔が描いてある。引きこもりのくせに自己顕示欲強すぎるだろ。

　宿に入ると、和服姿の少女三人が「「「ようこそ、玉風へ！」」」と声を合わせて、頭を下げる。なんとも教育が行き届いてるなと思ったら、全員同じ顔で頭に角が生えている。

　そのなかで一人だけ角の本数が二本の少女が代表するように前に出た。

「贄川にえかわ那智様、ようこそお越し下さいました。ワタシたちは陽勝ようしようの下級式しき神がみで、この宿坊で働いております。総勢十五名のスタッフがお客様の快適なひとときをお約束いたします。ワタシはこの旅館のチーフでございます」

　式神ってことは、これ、兄さんが修行の成果で生み出したのか。なるほど、これはすごい。世の中の何の役にも立ってないが、確かにすごい。

「ちなみに我々の容姿は八、九歳に見えますが接客能力は十分成人並みですのでご安心を。容姿は玉風たまかぜの趣味です」

　兄さん、引きこもりでロリコンかよ。

「ですが、性癖とは関係ありません。仙人は女性としか接することができませんし、同じ女性でも幼い子供のほうが自分をいじめる危険が少ないですから。だから、こうなるのは自然な結果です。ロリコンとは関係ありません」

　だからって別に誉ほめられたもんじゃないぞ。

「夜は海の幸、山の幸をふんだんに使った全十八品のフルコースをご用意しております。お風ふ呂ろは心までリラックスできる源泉かけ流しの露天風呂となっております。どうか、日々の疲れを当館でお癒いやし下さい（にっこり）」

　完かん璧ぺきな営業スマイルで応対。それもいかにも接客マニュアルがありますよという応対ではなく、あくまで長年の積み重ねから自然とにじみでてきたような応対なのだ。この宿に泊まるためだけにここに来ようかと思ってしまうほど。

「じゃあ、早速案内してくれ。かなりくたくただからさ」

　僕は軽くそう言った。油断していたのだ。ここが兄さんの敷地内だということを忘れていた。

「はぁ？　お前、誰だれに口きいてんだよ」

　式しき神がみのチーフの顔が凶悪なものに変わる。明らかに人を何人か殺してるような顔に。

「え、誰って……式神だろ……？」

「違うだろーがよ、男が女のアタシにタメで話すなってんだよ。お前は犬小屋にでも入って寝てりゃいいんだ！」

　いきなり正せい拳けん突きがおなかに入った！

「ぐふっ、な、なんなんだよ……」

　キャラのサイズが幼女じゃなかったら、気絶しかねないところだった。

　そうか、ここは兄さんが作った女性用の霊場の宿坊なのだ。男が泊まることが想定されてない。まさか、叩たたき出されるなんてことはない……よな？

「チーフ、崖がけからお帰り願うというのはどうでしょうか？　お客様は神様です。女の子は神様です。一方、男は狼おおかみです。猟銃で撃ち殺す程度のことはして当然のはず」

「この旅館は男子禁制ですよ、チーフ」

「とりあえず、男が入ってきて穢けがれたので、清めの儀式が必要です、チーフ。塩をまきましょう。あと、雄おすは殺すべきです」

「外国の処刑方法には両手両足を切断したうえで酒さか樽だるにつけてアルコール中毒にして殺した例があるそうです、チーフ」

「体の表面積の半分も火傷やけどすれば内臓が損傷して死に至るようです、チーフ」

　まずい、叩き出されるどころか、殺害方法の検討に入っている……。

「ミタマ君をいじめないで。差別はよくないよ」

　もし、そうやって珍しく那智なちが怒った顔で抗議してくれなかったら多分まずいことになっていただろう。

「……と、お客さんがおっしゃっていますが、チーフ、どうします？」

「……お客様のペットと考えれば、性別に関かかわりなく丁重に扱うしかないのでは？」

　従業員がためらっている、なんとかそのまま押し切ってくれ。

「ちっ」と露骨にチーフの式しき神がみは舌打ちした後、

「しゃあねえな、特別に泊めてやる、ありがたく思えよ」

　なんとか許可が出た。

　でも、一万円も払って、どうしてこんなこと言われないとダメなんだ……。



　その後も僕は徹底的に差別された。

　那智の料理のほうは山海の珍味を贅ぜい沢たくに使ったフルコースなのに対して僕のほうはカップラーメン一個。コックらしき式神が僕の前でやかんからお湯を注そそいだ。

「料理長が腕によりをかけてお湯を入れたんだから、せいぜい感謝して食えよ」

　チーフがまたつっかかってくる。

「くそっ、どう見ても僕より年下のくせに偉そうに……。しかも、これ賞味期限が先月になってるぞ！　期限切れのもの出すなよ！」

「ふん、一か月ぐらい遅れたって死にはしねえよ。修しゆ験げん者じやは数日断食することだって珍しくないんだ。肉類を徹底して絶つヤツもいる。それを思えば干し肉が入ってるだけありがたく思え。陽勝ようしよう仙人は一週間水しか飲まなかったこともある」

「そこで兄さんを出すなよ」

　兄さんは本当に何の支度もせずに山ごもりを始めたらしい。ずっと引きこもっていたんだから、友達だっていない。おかげで兄さんは飢えて死にかけた。しかも、適当に湧わき水を飲んで雑菌にやられて、高熱まで出た。生死の境さかいをさまよい続けた。それが記念すべき百六十七回目の生死の境目だ。

　その生死の狭はざ間まで、兄さんは悟りを開いた。

　兄さんは生まれて初めて式神を召喚することに成功し、その式神にジュースとジャムパンを買ってこさせた。それで生き延びることができた。

　あとは精力的に式神を召喚して、自堕落に暮らして今に至る。

　そういうことが『月刊山と神』という修験雑誌に書いてあったのを読んだことがある。ちなみにその時のインタビュアーは女性だ。でないと兄さんはインタビューを受けない。

　以下、簡単にインタビューの内容を抜粋する。



――修験道ランキング一位おめでとうございます。

陽勝ようしよう　ありがとうございます。でも、あまり一位という感慨はないですね。こういうのは誰だれかと競きそうものではなくて、自分自身と戦うものですから。というか、山中に競う相手とかいなかった。マジで一人だった。

――そのようですね。ずっと孤独な日々を送っておられたのですか？

陽勝　いえ、よくしゃべりましたよ。式しき神がみだけはたくさん召喚しましたから。自分の周囲のみでも数十人は常にいましたね。だから、いっつもサークルの部室にいるような感じでした。中学以来学校に行ったことがないのでサークル経験ないですけど。

――今後の展望は？

陽勝　そうですね。ずっと引きこもり続けたいですね。永久に男に会わずに生きたい。



　兄さんが負け犬で逃げ続けた弱虫だったのは間違いない。でも、それを極めたがゆえに悟りの境地に入ったのが兄さんなのだ。

　仕方なく僕はカップラーメンをすすった。こんな山の中にコンビニがあるわけがないし、料理屋だってない。我慢するしかない。

　当然ながら、那智なちよりはるかに早く食べ終わってしまった。チーフに声をかける。

「もう先に風ふ呂ろに入る。露天風呂に案内してくれ」

「ああ、こっちだ、こっち」

『大浴場』と書かれた先には、見事な岩で囲まれた露天風呂がある。

「ほんと、女性客から見れば文句のつけようのない旅館だな」

「おい、止まるな。そこは女性様の使われる場所だ。もっと先だ、先」

　しかし、チーフの式神はそこを通過していく。また嫌な予感が……。

「男を浴槽に入れるわけにはいかねえからな。あと、絶対に絶対に女性様風呂をのぞくなよ。ほかのお客様もいらっしゃるからな。発覚次第発砲する」

　そこは「発砲」じゃなくて「通報」じゃないのかと思ったがおそらく銃殺する気なのだろう。前方には大きなドラム缶が一個置いてあった。五右衛門ごえもん風呂かよ、お約束すぎるだろと思ったが、そのドラム缶も通過。

　その先には立派な石組みの露天風呂があった。

「ここに入れ。髪を洗うのはいいが、シャンプー・石せつ鹸けんのたぐいはぜってー使うなよ」

「なんで？」

「化学洗剤の影響で罪のない生き物たちが死ぬだろっ！　考えろ、ボケ！」

　なるほど……。こんなところに排水設備あるかも微妙だしな……。最悪垂れ流しなのだろうか。ちなみに女子トイレは水洗式・ウォシュレット付きらしいが、男子トイレは存在しないので地面に穴掘ってそこでするしかない。

「じゃ、せいぜいゆっくり入れ。そして死ね！」

　呪のろいの言葉を吐いて、チーフは消えていった。しかし、見た目幼女なのにチーフと呼ぶのも不自然だよな。

　ま、露天風ふ呂ろに入れるならそれでいいや。ばしゃ、と風呂に飛び込む――――――――つめたっ！

「うわ、これ水じゃないか！　あいつ、騙だましたな！　うわ、よく見たら鯉こいまでいる！」

　これは池だ！　風呂じゃない！　しかも鯉がやたらと体に触れてきて気持ち悪い！

「もう嫌だっ！　涙珠るいしゆ助けてくれっ！」

　その声は静まり返っている庭に反響していく。そして、言うまでもなく涙珠が助けに来るわけもない。恥ずかしさだけが体に染み入ってくる。

「何、恥ずかしいこと言ってるんだ……」

　自己嫌悪に苛さいなまれながら、僕は池から出た。全裸で庭にいるとか最低すぎる。



　結局、風邪をひきかけて池から飛び出てきた。十一月に水は無理だ。

　部屋に戻ると、フルコースでおなかいっぱいになっていた那智なちが、「風呂に入ったら百数えるまで出るな～♪」と文科省認定のお風呂の歌を口ずさみながら出ていった。那智はよく歌を歌いながら何かすることが多い。歴史研究書によると、過去には民衆は歌いながら物の運搬などの仕事をやっていたらしく、その名な残ごりが今の「いっせーの」などの掛け声だというが、それと関かかわりがあるのだろうか。

　仕方ない、テレビでも見るか。ここは那智の部屋でもあるから、設備が壊れているということはないはずだ。

　確か、今日は巨神きよじん対汎神はんしんの伝統の一戦が行われているはずだ。巨神も汎神もどちらも天地開かい闢びやく以来の伝統があると主張している野球チームで、創設は神話の時代にまでさかのぼる。歴史上確認できる範囲でも二千五百年前から戦っており、両者の開幕戦の勝ち負けで農作物の取れ高を占うこともある。巨神が勝つと豊作で、汎神が勝つと大漁になるらしい。いや、そんな説明なんてどうでもいいな。テレビ、テレビ。

　だが、つけたテレビはモザイクで隠れまくっていた。

　なんだ、これ。闇やみの業者にリポーターが潜入するとかそういうタイプの番組か？　いや、ランナーが二塁にいてどうのこうの言ってるから間違いなく野球中継のはずなんだけど。カメラが切り替わって、応援席が映る。女性客は普通に映っている。でも男性客のほうはモザイク処理がされていた。

　あ、テレビの横に注意書きらしきものがある。嫌な予感しかしないが読んでみる。



テレビを視聴されるお客様へ

当館では男の映像はすべてモザイク処理を行っておりますのでご了承下さい。古代の神話には、男の神の赤い弓矢を拾っただけで女性が妊娠したとか、そういう恐ろしい伝説もございます。それをふまえますと、男を見ただけで妊娠してしまうなどという事態もなくはありません。万が一の場合に備え、男は映らないようにいたしております。なお、フロントでテレビカードをご購入いただきますと、女性のみが出演する女性専用チャンネル『百ゆ合りシーズ』をご覧いただけます。（カード一枚１００タマカネ）



　カード買おうかな。

　でも、エッチな内容だと気まずすぎる。ここは自重だ。

　そんなよくわからない葛かつ藤とうをしているうちに、式しき神がみたちが入ってきて布団メイキングをして帰っていった。ちなみに、もちろん布団は那智なちの分しかない。

　僕のところには、中世ヨーロッパの伝説の処刑具『鉄の処女』が置かれてある。

　確か、処刑者を中に入れてふたをすると、金属の串くしが一斉に中の人間に刺さるんだったか。実際に使われたものは血が凝ぎよう固こするせいですぐに動きが悪くなって使われなくなったそうだが。いや、問題はそういうことじゃなくて、なんでこんなものまで旅館にあるんだ？

　おそらく那智が戻ってきたら、「布団がないなら、こっちに来なよ～」とか言って、自分の枕まくらの横をぽんぽん叩たたくだろう。けど、そこで布団に入った途端、「女性を辱はずかしめた！」とか言って式神が飛んでくるに違いない。……座布団を並べて寝るか。

　野球も見れないので、僕は薄型ノートパソコンを取り出して、暇つぶしに母さんのサイトなどを見る。『墓はか無ないラボ』、科学者であり歌人でもある母さんのサイトだ。



川の字を作る野望もあったけど三つも欠ければかなわないわね



魂が写真に盗まれているせいでこの世の誰だれにも魂がない



殺すわよと子に言うたびに人生の三年縮むとも知らずに



　ああ、これはよくない傾向だ。母さんの作品に僕が出ていった影響がどことなく表れている。これ、二つ目の歌も関係ないようで、家族が記念写真を撮ったりしてることが前提になってるよな……。

　次いで涙珠るいしゆのサイト、『シロノトリガー』を見る。ハンドルネームは白夜びやくや世せ界かいさんだ。



毎週恒例、白夜世界の質問コーナー

◇中学二年生の女子です。昼休みに戻ったら、アルトリコーダーがなくなっていました。その一週間前には体操服もなくなっていました。白夜びやくや世せ界かいさん、どうしたらいいでしょう……？



◇回答

それはきっと、アルトリコーダーが白色のタイプのものだったからでしょう。あれをクリーム色と呼ぶ人もいますが、私は白色だと思います。純白という世界で最も高貴な色にくわえ、あのなめらかフォルムがあれば、それをほしいと思い、盗んでしまう人がいたとしても不思議ではないでしょう。体操着もきっと白色だから盗まれたのでしょうね。白と違う色のものを身につけるという苦肉の策ではありますが、紺色のジャージで過ごせば大丈夫ですよ。



　使えない相談だな……。まあ、目的は秘密ページのほうだ。『三日で完全美白！』のページから中に入っていくが、こっちは何も更新されていなかった。兄さんに関する追加情報もない。仕方ないか、ついさっきまで一緒にいたんだしな。

　しかし、サイトを見終わったら、やることがなくなった。しかも、一組しかない布団の横で那智なちを待つのは落ち着かない。……場所を変えよう。フロントには霊場関係のパンフレットも置いてあったはずだし。少しは情報を増やせるだろう。

　だいたい、保護権確保の方法も暗あん礁しように乗り上げているのに、じっとしててどうする。

　あと、外に出てトイレに行かないとまずい……。この旅館には男子トイレがない……。



霊場修行体験

所要時間約一日（ただし、迷わなかった場合に限る）

この修行体験には厳しい山ごもりにより悟りを開いた行者陽勝ようしようによる、悟りのためのエッセンスが凝縮されています。この厳しい修行を乗り越えれば、必ずや人として成長し、新たなる生の意味を見みい出だすことができるでしょう。

最初にたどりついた女性には保護権も提供いたします。

※　修行はガチです。「友達が勝手に応募しちゃったんですー」みたいな生半可な気持ちで参加されますと、大おお怪け我がをされる危険もあります。スタッフの式しき神がみともども、大きな災害のないように注意はしていますが、体調不良でのご参加はお控え下さい。腕っ節もそれなりにいります。

※　なお、もし男が侵入していることが発覚次第、全力で殺やる。命の保障はしない。だって、男だもの。



　パンフレットを歩きながら読む。概要はこんなところか。僕が女なら迷わず参加するんだけど。でも、腕力も必要らしい。学んだことを99％実践できる能力しかない僕には無理だ。一度ケンカで勝った相手になら、よほど相手が強くなってないかぎり、負けないだろうけど、そもそもケンカをした覚えがない。

　とにかく、涙珠るいしゆと今後の方針を考えるしかないな。そんなことを思いながら、畳敷きの談話室に向かう。フロント前だと、式しき神がみの目が怖い。

　そして、談話室に入るなり、僕は息を呑のんだ。

　そこに先客の女の人が座っていた。そういえば、式神もほかにも泊まっている人がいると言っていたな。でも、僕が驚いたのは先客がいたからとかそんなレベルの話ではない。その女性の格好がかなり異様だったのだ。

　喪服のような漆しつ黒こくの生地に鮮やかな鱗うろこのヘビが一匹デザインされた着物。それで両肩は見てるほうが恥ずかしくなるほどあらわになっていて、鎖骨まで見えている。

　そして、そして、何より目を引くのがその肩と首に大きなヘビが巻きついていること。

　しっぽの部分は着物の胸元に入っているので全長は不明だが、相当な長さとでかさ。そのヘビと着物に負けず劣らずのカラスの濡ぬれ羽ば色いろの黒髪が絡まって、やたらと艶なまめかしい。あと、ヘビが入っているせいで、胸が見えそうで危うい。目のやり場に困る。

「あら、ほかにもお客さんがいらっしゃったのですね。はじめまし――」

「すいません、お邪魔しちゃって――」



    

  
    
      



    

  
    
      

　目が合った僕らは互いに言葉を失った。

　この人、そういえばどこかで見覚えがある。というか、こんな格好の人、そうはいないだろ。ええと、ええと、確か…………。

「あなた、玉風たまかぜ様の弟のミタマさん？」

　それで思い出した。あの兄さんを様付けする人なんてそういない。

「あ、兄さんの許婚いいなずけの立山たてやま丹生にうさん！」

　立山さんは父さんが勝手に決めた兄さんの許婚だ。そりゃ、部屋にずっとこもっていた兄さんに出会いがあるとすれば、そんな方法しかない。ギャルゲーだって主人公がずっと部屋に閉じこもっていたら、バッドエンドだろう。

　ただ、兄さんも女性と会うこと自体はやぶさかではなかったので、数か月に一回は会っていたと思う。というか、立山さんが来栖山くるすやまのうちにまで会いに来た。



　　　☆



　立山さんとの最初の出会いは僕にとっても強烈だった。

　あれは兄さんが中学三年生の時だから、四つ違いの立山さんはまだ小五だった。しかし、中学に一度も行ったことない人を中学三年生と呼ぶのはおかしくないか？　単に「十五歳の時」と表現するか。いや、細かいことは置いておこう。誰だれも得しない。

　許婚が決まって二か月後、立山さんはわざわざ北陸から来栖山まで国営鉄道の特急『サンダーバード』に乗って来てくれた。あの時の立山さんはヘビを首に巻きつけたりもしてなかった。ちゃんと手に持っていた。着物ももっとちゃんと着ていた。エロくはなかった。いや、小五で露出がどうとかまずいだろ、倫理的に。

「はじめまして、わたくし、立山丹生と申します。不束者ふつつかものですが、どうかなにとぞ、よろしくお願いいたします」

　小学生とは思えない完かん璧ぺきなあいさつを立山さんは僕らにした。僕は母さんと替わってくれないかなとけっこうマジで思った。

　しかし、あの時の立山さんの心中は察するにあまりある。小五で結婚相手が決まったから中三の男（しかも、引きこもり）のところに会いに行けとか現実苛か酷こくすぎるだろ。

　僕も一歳上の彼女といろいろ話をした。同性にやたらと厳しい母さんのトゲから守るために、僕が彼女の盾になってやらないといけなかった。

　五十鈴いすずさんがいればよかったのだが、厨ちゆう房ぼうでもてなしの料理を作っていたので不在。

　涙珠るいしゆは小二のくせに超然とした態度で遠くから眺めているだけなので役に立たなかった。あと、「なんですか、あの喪服のような黒い着物は」と着物の色にイラついていた。いや、お前はお前で白すぎて死に装しよう束ぞくみたいだぞ。

　姉さんは「【ブラック・スノウ】、風が吹きはじめたら出かけようか、そう運命のあの場所へ」とか、当時中学一年生にもかかわらず、中二病全開発言を繰り返していた。ちなみに【ブラック・スノウ】とは立山たてやまさんのことだ。雪国から来た黒服の少女だったからだろう。

「じゃあ、気をつけてね。大丈夫だとは思うけど、変なことされそうになったら声をあげてくれ。兄さんは引きこもっているせいで体力ないから大丈夫だと思うけど」

「では、いってまいります」

　そして、兄さんの部屋に入っていった立山さんは、十分後無事に戻ってきた。よく考えたら兄さんと十分も話を続けるなんてかなりの上級者テクニックだ。

　姉さんの場合でも二分。まあ、「天使と悪魔がキスをしたその隙すきに一緒に空を見にいこうか」とか言われても返答できないかもしれないけど。涙珠るいしゆの場合で十五秒。これは「兄さんは堕落しています！」と指摘して終わりなだけで、そもそもコミュニケーションではない。

　母さんは兄さんが「出ていってくれ」と言っても「親に命令するな！」と居座るので、十五分。ちなみに僕の場合は男なので面会謝絶で〇秒。

　閑話休題。で、戻ってきた立山さんはこう言った。

「わたくし、あの方と生涯を共にする覚悟ができましたわ」

　強い目で。でも、顔にはたおやかな笑みを浮かべて。

「あの方は何度も死を前にしてきました。そういう方でなければわたくしの相手はつとまらないでしょうし、わたくしも玉風たまかぜ様の痛みが少しだけわかります」

　その言葉の意味はよくわからないまま、会食の時間になった。五十鈴いすずさんの作ってくれた懐石料理。会食中も、会話に参加するのはもっぱら僕だった。五十鈴さんの一文節縛りがなければ助け舟を出してもらえるんだけど。

　彼女から口を開くと「解げ毒どくにはハブソウやオオバコがいいですわ。とくにこのオオバコ亜種は我が家でもいざという時の毒消しに使っております。ほら、この葉っぱが少しギザギザしているでしょう」などと毒関係のことばかり口にするので、こっちから話を世間話に誘導することになった。

「じゃあ、こっちまで『サンダーバード』で三時間以上もかかったんだ？」

「はい。サンダーバードという横文字はあまり好ましくありませんので、立山家のほうから日本語に変更するよう国有鉄道に命令するつもりですが。わたくしの提案では新しい愛称は『薬売り』です」

　すごく遅そう。

「あと、わたくしの一族の系列会社のほうで、飲むと頭が冴さえて二十四時間ハイになって動き回れる新薬を開発しましたので、是ぜ非ひとも全国流通に乗せたいところですね。二人に一人くらい、ハイにならずにひたすら鬱うつ々うつとしてしまう副作用が出るのが問題なのですが」

「そんなの、全国流通に乗せないで下さい」

　立山たてやま家は名門の軍事貴族だが親しん戚せきは製薬会社も営いとなんでいるのだ。言うまでもなく、兄さんと立山さんが結婚する羽目になったのも、軍事貴族同士の政略結婚だ。

　基本的にこの国で権力を握るのは皇帝を保護し、皇帝に直接会う権利が唯一ある【将軍】だ。その将軍になった家柄は神倉かみくら家を含めても七家しかない。その七家に立山家も入っている。

　ちなみにこの数代は将軍は神倉家がつとめている。といっても不老不死なので世襲ではなく、なんらかのクーデターが起こることになるが。父さんも将軍をやっていた親戚を滅ぼして将軍になったはずだ。まあ、ここでは関係ないので置いておく。

　というわけで、立山さんもすごい名門の家なのだけど、マナーしか頭にないようなタイプの人でもないらしい。

「なんだ、立山さんってもっと堅苦しい人かと思ったけど、そこそこにエキセントリックな人なんだね。僕も兄弟姉妹が変なのばっかりで慣れてるから、これくらいのほうがいいよ」

　手を口にあてて、立山さんはくすくすと笑う。さすがお嬢様だ。

「そうですわね。ご兄弟がたくさんいらっしゃって、皆さんはお幸せですわ」

「あれ、立山さんは兄弟姉妹はいないの？」

　それは史上最悪の失言だった。

　あまりにも会食が平和だったので、僕はぽろりとそんなことを聞いてしまったのだ。

「はい、自分を入れて総勢十五名になりますわね」

「なんだ、にぎやかでいいじゃないで――」



「去年全員を滅ぼしましたが」



「え……？」

「誠に申し上げにくいのですが……立山家は跡継ぎを兄弟姉妹の殺し合いによって決めるのです。英語ではバトルロワイヤルと言いますね」

　立山さんは腕の中のヘビの頭をやさしく撫なでた。

「わたくしはこのヘビ、『阿弥蛇丸あみだまる』を使ってなんとか生き残りました。

　開始直後、わたくしは十五歳の兄である御嶽みたけと共同戦線を張りました。その作戦は功を奏し、すぐに難敵である妹の真白ましろを含む三人を葬ほうむることができました。わたくしたちはお互いの考えていることがよくわかりました。気持ち悪いと思われるかもしれませんが、わたくしは腹違いの兄である御嶽と愛し合っていたのでしょう。ですから、お互いこう望んでいたのです。

　――できれば、途中で死んでくれないかと」

　僕は胡ご麻ま豆どう腐ふを箸はしで持ったまま、硬直していた。姉さんも五十鈴いすずさんもそうだった。涙珠るいしゆも無表情だけど、手は止めていた。母さんだけが平気で茗みよう荷がをしゃぶっていた。もう、その場は立山たてやま丹生にうの独演会と化していた。

「でも、残念ながら、わたくしたちの二人は最後まで生き残りました。そうなれば、二人で殺し合うほかありません。一族を継げるのは一人と決まっておりますから。毒を飲んでくれないか、と御嶽みたけは言いました。自分の使うヘビである『宇賀之使うがのつかい』は死ぬ直前まで激痛を味わわせることになる。一族が緊急解げ毒どく用に使っているオオバコ亜種もここには生えていない。だから、毒を飲め。毒を飲んでもらえれば、苦しまずに死んでもらえると。

　わたくしはお受けできないと答えるしかありませんでした。十歳のわたくしは死を覚悟するには幼すぎたからです。

　そして、ずっと同じ方向を向いていたわたくしたちは、初めてお互いのヘビを手にし、対たい峙じいたしました。毒を操る立山家の信条は速攻でございます。先に噛かみつかせたほうが勝者になるのです。

　勝負は一瞬でした。ほぼ同時に、わたくしたちはヘビを敵のノド元にけしかけました。ですが、わずかに御嶽のほうが速かった。これで自分は死ぬのだと思いました。それはとても不快な現象ですが、わたくしにはそれを止める術すべはありませんでした。

　でも、そこで御嶽は一瞬だけわたくしを殺すのをためらいました。ヘビの尻尾しつぽを引き戻そうとわずかに力をかけてしまったのです。そのせいで差が逆転しました。『阿弥蛇丸あみだまる』は御嶽の首に定石どおりに噛みつき、勝負は決したのでございます。

　――昔話はこれで終わりです。わたくしは正式に立山家の跡継ぎとされ、その縁で玉風たまかぜ様と婚約することになったのです」

　申し訳ないように、立山さんは頭を下げた。

「ですから、わたくしには父親に殺されるのではと怯おびえている玉風様のお気持ちが少しはくみとれるのです。わたくしも、死の近くにいたことがありますから」

　その後は食事もさほど進まず、半分くらい残してしまった。母さんだけが僕の食べなかったおやつのプリンまで食べやがった。そして、立山さんは丁寧に辞去の挨あい拶さつをして帰っていった。北陸は遠いのだ。

　その後も、母さんはポテトチップスを開けてばりぼりやっている。

「母さん、少しは空気を読みなよ」

「なみほ、あんたにょほうこそ、しょっふ……」

「返答は口の中をきれいにしてからでいいから」

　母さんがしゃべれる状態になるまで五秒ほどかかった。焦って、「口にポテトチップスの破片が刺さった！」とか余計なことまで言っていた。

「ショックなんて受けないわよ。あの話くらい知ってたわよ。よくあることよ」

　あっさりと母さんは真顔で言った。

「ミタマ、あんまり影響受けちゃダメよ。軍人の家は多かれ少なかれ異常なの。もっと後味の悪い話だってたくさん聞いてきたわ。まだぬるいほう。しかもあの女、ことさら被害甚じん大だいってふうに話してたしね。大半の子供は生き残ったわよ」

「え、無事だったの!?」

　それなら、話の内容が変わってくるぞ。てっきり彼女だけ生き残ったと思っていた。

「立山は毒使いの一族だから殺すのも得意だけど、治すのも得意。まして、身内の戦いなら使われる毒もだいたいわかるからね」

「なんだ、それならよかっ――」

「だから、御嶽みたけって子以外助かったそうよ」

　つまり、立山さんは最愛の兄を殺す結果になったわけだ。

　まあ、人生ってそんなもんよ、と母さんはポテトチップスの残りを口に流し込んだ。

　それでも、兄さんに対する祝福の意識はあったのか、こんな歌をぱっと即興で詠よんだ。



「恋人が決まった日には少しだけ氷の温度が高い気がした」



　でも、立山さんは暗い表情など見せずに、兄さんを訪ねに来てくれた。兄さんも立山さんと共感する部分があったのか、二人の仲は悪くないように見えた。むしろ、立山さんの親愛の情は兄さんに会うたびに高まっているように見えた。

　なのに。

　兄さんは『出家します』の置手紙だけ残して失しつ踪そうしてしまった。

　最後に立山さんと会ったのは、失踪直後に彼女がマンションを訪れた時だったはずだ。

「必ず、玉風たまかぜ様を見つけ出しますから問題ありませんわ」

　そう、毅き然ぜんとした表情で彼女は涙も見せずに答えたのだった。



　　　☆



「もう、三年振りですわね。お互い、成長して、最初は誰だれかと思ってしまいましたわ」

　確かに三年振りの立山さんはいよいよ美しさに磨きがかかっていた。ただし、その物腰のやわらかさは変わってない。とりあえずよかった。

「人間、二十歳はたち頃ごろまでは成長するからね。ところで、泊まっているってことは――」

「はい、明日こそ霊場を越えて神聖皇帝のもとへたどりつきたいものです」

「あ、やっぱり霊場に挑戦するんだ。ところで、神聖皇帝って何？」

「もちろん玉風たまかぜ様のことですが。玉風様は生き神でいらっしゃるので、このような表現となります。むしろ、玉風様の御名前を呼ぶことすら憚はばかられるやもしれません。この腐りきった世の中の最後の希望、それが神聖なる皇帝玉風様なのです」

　ああ、そうだった、すっかり忘れていた。

　立山たてやまさんは兄さんのことを敬愛している。それは素晴らしいことだ。たとえ、愛する対象が引きこもりで人格的にも難のある人間だったとしても、むしろそんな人間でも愛せるのはすごいと思う。

　でも、立山さんの場合、その愛がガチで信仰のレベルに達しているのだ。兄さんと会う末期には「直接お会いするのは不敬になりますから、御み簾す越ごしでけっこうです」とか「頭ずが高いので、土下座しておきます」とか口走っていた。

　あのあたりから、ちょっとまずかったが、兄さんと会わない数年のうちにさらに磨きがかかったらしい。あの頃ころは少なくとも兄さんのことは名前で呼んでいた。

　たとえば冬に来た時は毎回手縫いのマフラーやセーターを持ってきた。それだけなら、古風な純情少女ってことになるだろうけど、「このうち、一部には体毛が混じっています」発言にはさすがの姉さんさえ引いていた。

　兄さん失しつ踪そうのちょっと前には、自分と兄さんがいちゃいちゃしているだけの小説を原稿用紙五千枚にわたって書き続け、出版社に片っ端から送りつけた。いまだに業界では『愛のテロ』と呼ばれているらしい。本当にいちゃついているだけで、山場もオチもどんでん返しもストーリーもなくて、あと改行も句読点もなかったそうだ。ちなみに現在、全八巻で発売中。世界三大奇書の一つにノミネートされている。全巻読むと腹からヘビが飛び出てきて絶命するという都市伝説がある。

「今回はぬいぐるみはないんですね」

「かさばるので部屋に置いてきましたわ。十五個しか持ってこれなかったのが残念です」

　これが犬や猫のぬいぐるみならかわいいところあるなあで済まされるのだけど、全部兄さんのぬいぐるみだ。那智なちが僕のぬいぐるみを一ダース作ってきたら別れることを真剣に考えると思う。それ、なんかの供養かよ。

「なお、新しん宮ぐうまでは執事に車を運転させて参りました。玉風様のラッピングカーですわ」

「痛いた車しゃかよっ！」

「あと、わたくしの県を玉風県に改正するためにただ今県会議員と協議中ですわ」

「やめてくれ！　まだ県名をひらがなにするほうがマシだ！　あと、それは改正じゃなくて改称だ！　言葉が違う！」

「むぅ。誰だれもわたくしの気持ちを理解してはくれないのですね」

　立山さんがちょっとすねた顔をする。だめだ、超かわいい。これで残念な人でなければ僕も兄さんに本気で嫉しつ妬としていたと思う。

「まあ、そんなことは今はどうでもいいですわね。まずは至上神聖大皇帝玉風たまかぜ様のもとにたどりつくのが先ですわ」

『至上』と『大』が追加された。さらにランクアップしたらしい。出世魚か。

「今度こそ全面クリアしてみせますわ」

「え、今度ってことは何度か挑戦したことあるの？」

「はい。過去に三回ほど。最高到達地点は３面の途中ですが。どうしても、迷路に迷ってしまって……。なんでも、法術で無限ループがかけてあるとかで、正しい順序どおりに進まないと先に行けないのです」

　じゃあ、これまでのレコードを持っているのは立山たてやまさんだったのか！

　けど、冷静に考えればそうだよな。軍事貴族の跡継ぎクラスなら、それくらいできてもおかしくない。

　というか、立山さんでもクリアできないものを戦いの素人しろうとの僕らがどうにかできるわけがない。まさに蟷とう螂ろうの斧おの。車のタイヤの前で威い嚇かくしているカマキリ状態。

「むしろ、ミタマさんこそどうしてここに？　たとえ家族でも玉風様はお会いにならないと思いますが……」

　あ、そっか。立山さんは何も知らないんだ。

　僕は那智なちを連れての逃避行の顛てん末まつを語った。

「なるほど。だから、保護権を手に入れるためにここまでやってきたというわけですね」

「うん。でも、まさか、こんな霊場が用意されているなんて……しかも男子禁制」

「そうですか。ちなみにまさかとは思いますが、その贄川にえかわという方が神たまかぜさまのことを好きだなんてことはありませんよね？」

　少しだけ、立山さんの顔が厳しくなる。待って、待って。それはあらぬ疑いだ。

「ありえないですよ。那智は兄さんの顔も知らないんですから。というか、僕と付き合ってるんですから！」

「そうですか、ならいいんですが、もしもということがありますからね。なにせ大始祖玉風様は宇宙で一番素晴らしい殿方ですから。その余徳を浴びて会ったこともないのに惚ほれてしまうということもないとは限りませんからね。嗚あ呼あ、偉大なる玉風様、玉風様、玉風様が人に触れると病気が治る、玉風様が息を吹きかけるとしおれていた花が蘇よみがえる」

　あ、また始まったぞ。一回始まると一分くらいは止まらないから待つか。

　立山さんは胸元に手を入れて、さっと兄さんの顔のアップの写真を取り出した。そんなもの、いつのまに撮ったんだ。だって、明らかに風ふ呂ろでシャワー浴びてる写真だぞ。

　そして、写真をぎゅっと抱きしめる立山さん。

「ああ、わたくしの将来の夫は山におこもりになってから、ますます精せい悍かんになっておられることでしょう！　待っていて下さいね、その分厚い胸板ときぐるみのふわふわ感の絶妙のハーモニーの中に飛び込みますから。宇宙で最初にたどりつくのはわたくしですから！　そして、誓いのベーゼをそこで交わすのです。わたくしたちのくちびるがつながった時、宇宙は新たに動き出すのです！　エル・オー・ヴイ・イー、たまかぜっ！」

　ヘビのほうまで、お前いいかげんにしろよオーラを放っている。このまま行くと、そのうち噛かまれるぞ。血清くらい絶対持ってるだろうけど。

「ま、とにかくわたくしは明日、山入りいたしますから」

「はい、頑張って下さい」

「で、ミタマさんはどうなさるのです？」

　急に立山たてやまさんの目が真剣になった。いや、立山さん自身はずっと真剣なんだろうけど。

「え……？」

「わたくしについてくるのなら最低でも３面の途中までは来れるようなものなのですよ。それを手をこまねいて見ているなんて。本当に愛する人を救いたいと考えているのかすら怪しいものですわ」

　確かに、立山さんと一緒に行けるならこれほど頼りになる助すけっ人とはない。渡りに船。

「でも、那智なちは足が悪いし、僕は男だし……」

「保護権ならわたくしが差し上げてもよろしいですわよ。どうせ、わたくしは永えい生せい権けんくらい自力で手に入れられますから。わたくしにとって大切なのは大地の神に一番乗りするということですからね」

「ほ、ほんとですか！」

　これは渡りに船なんてものじゃないぞ。渡りにどこでもドアってレベルだ！

　僕は思わず、立山さんに近づいた。握手くらいさせてもらいたい。

「お待ち下さい」

　ヘビがさっと僕の前に躍り出る。これ以上、近づいたら噛むぞ、という威い嚇かく。

「ただし、条件があります」

　舌を出して、自分の人差し指をぺろりと舐なめる立山さん。

「じょうけん？」

「ミタマさんの愛がわたくしの玉風たまかぜ様への愛に匹敵するくらいのものだということを示していただかなければお譲りすることはできませんわ」

　ヘビを撫なでながら立山さんは妖よう艶えんに笑う。

「愛を示す……」

「そうですわ。方法はいくらでもあると思いますわ。贄川にえかわさんのことが好きなら、『ＮＡＣＨＩ　ＬＯＶＥ』となるように海に赤潮を発生させるとか、贄川那智という名前を百万回書写して、百万の仏塔に納おさめるとか、彼女の入った後の風ふ呂ろの残り湯を飲み干すとか、箸はし墓はか古墳よりも巨大な前方後円墳を造営するとか」

　どれもかなり難しい。というか、愛を示すことと自虐はまた別だと思う……。

「もちろん、答えはミタマさん自身が決めればいいのですがね……ふわ～あ」

　立山たてやまさんは唐突に大きなあくびをした。

「あ、そろそろ九時ですわね」

　談話室の時計を見ると、確かに八時五十七分。

「では、そろそろ眠いので部屋に戻りますわ。覚悟があるなら、明日十時わたくしの部屋をノックして下さいま…………ＺＺＺＺＺＺ」

　と言いながら、立山さんは寝てしまった。実は「覚悟があるなら」あたりから寝言になっていた。

　おいおいおい、部屋まで連れていくべきかな……？　いや、「部屋に連れ込んでる！」などと言われて従業員に殺される。絶対あいつら誤解する。展開が読める。それで那智なちまで「うわあ、据すえ膳ぜん食わぬは男の恥ってこういうこと言うんだね。男の甲か斐い性しようだね」とかなぜか好意的に解釈して、挙あげ句くなぜか涙珠るいしゆからも「あらためて見み損そこないました」なんてメールが来る。漫画とか読んでるからだいたいわかる。

　まあ、そのうち式しき神がみが見回りに来るだろう。単身、部屋に戻ることにした。

　愛を示す。愛を示すか。

　どんな方法なら、立山さんの心を動かすことができるだろう。

　この場合、最低でも命を懸ける必要はある。でも保護権をくれなかったらナイフを胸に突き立てて自殺する！　と言っても多分「じゃあ、自殺して下さい」と言われる。それは結局のところ、保護権分けて下さいという他力本願でしかないからだ。

　今の僕にできる愛の示し方――――それは自分の力で保護権を手に入れること。

　そのために必要な方法といったら……何だろう。

　正面切って、男子禁制の霊場に突っ込んで兄さんのところに行くことはできる。でも、それで兄さんが僕の誠意を認めて保護権をくれるなんてことは想像できない。こんな時、できれば涙珠に頼りたいんだけど――――

　携帯電話がかかってきた。涙珠から。

　なんていうか、よくできた妹だ。逆に、もし涙珠がいなかったら今いま頃ごろどうなっていたかと思うと、ぞっとする。きっと、素晴らしいアイデアを用意してるはず！　僕はすぐに電話をとった。

「もしもし、涙珠、どうした？」

『あ、に、兄さんですか……』

　なぜかその声は震えていた。

「あ、そうだけど、あのちょっと聞きたいことが――」

『こわい』

　それは涙珠るいしゆの言葉にしてはあまりにも後ろ向きで絶望的すぎた。

『こわいです、こわいです、なんとか入り口は見つけたんですが、暗くて暗くて……帰りたいです、来栖山くるすやまに帰りたいです！』

「おい、涙珠、どうなってるんだ！　どこにいるんだ！」

　まったく状況がわからないが、涙珠が窮地に立っていることぐらいはわかる。でも、これじゃ涙珠が苦しんでいること以外何もわからなくてどうしようもない！

『でも……………………兄さんの声が聞けて少し安心しました。ありがとうございました、また少し頑張れそうです』

　そして、電話は切れた。

　ほんと、あまりにも涙珠らしくない電話だった。いつもの涙珠なら人の声を聞いて安心するために電話をかけるなんて、「自分が弱いせいです。堕落です」と言うだろう。相当ピンチらしい。一応、電話では頑張ると言っていたけど。

　確認のため、かけなおしてみたが、電源を切られているのかかからない。そういえば、あいつ、電話かけられることを嫌がってしょっちゅうＯＦＦにしてたよな。

　で、僕のほうの答えは見つからないままだ。

　そのまま部屋についてしまった。那智なちもお風ふ呂ろあがりらしく、部屋にいた。

「あ、ミタマ君、いいお風呂だったよ～」

　那智は部屋の洗面スペースで風呂あがりの髪をドライヤーで乾かしていた。洗面所の鏡の前には、式しき神がみが用意しているのか、化粧品類がびっしり並んでいる。達筆な字で、『おしゃれ泥棒コーナー』の文字。さすが、実質女性限定の宿だ。

「すごい数の化粧品だね……。店かよってレベルだ……」

「うん、聞いたこともない香水もたくさんあるしね。そういえば、この旅館、テレビでとりあげられてたことあるよ。知る人ぞ知る女性向け名物旅館だって。交通が不便だからなかなか来られないらしいけどね」

　旅館が山の中にあって助かった。しかし、香水のにおいきついな。好奇心旺おう盛せいな那智が開けまくっているせいだ。マジで香水のにおいしかしない。

　待てよ。

　これって使えるんじゃないか？

　明日までにもう少し材料を調達することができれば……。いや、迷っている時間はない。まだ九時過ぎだ。店は閉まっていても、店の人間は起きているはずだ。

「那智、少し手伝ってほしいことがあるんだ」

「なに、なに？　わたしにできることならなんだってするよー」



　夜中、僕はすぐに夜道を市街地のほうへ戻った。朝イチで戻っても間に合わないからだ。使えそうな場所に片っ端から電話をかけ、なんとか材料を入手。

　予定通りの時刻になんとか宿坊に戻ると、那智なちが裏口の鍵かぎをあけて待ってくれていた。ありがとう、那智の協力がなければ、そんなに上う手まく事は運ばない。

　まったく寝ないままだと体調に響くので七時半までは寝ることに。その後、朝食を三十分で食べても二時間はある。問題ない。

　そして、朝十時。僕が立山たてやまさんの部屋に行かないといけない時間。

　僕はゆっくりとその部屋の戸をノックした。

「おはようございます。どういう結論がつ――――まあ」

　立山さんは口を押さえて、呆ぼう然ぜんとしていた。

　そりゃ、そうだろう。目の前の僕がこれだけ変わっていたら。

「え、あ…………もしかして、ミタマさんのお友達かしら？」

「いいえ。私です。神倉かみくらミタマです」

　よし、二時間でやれるだけやったが、立山さんがすぐに見抜けないレベルなら十分だろう。

　髪の毛は肩にまでかかっているが、これはウイッグ。売ってそうな店に無理矢理電話をかけて、買いにいった。服はもろもろ那智から借りた。さすがに下着はまずいのでコンビニで買った。那智の私服はあまり体のラインを強調しないので、着込んでしまえば違和感はない。それに僕はひ弱ななで肩だし。うちの一族は軍人なのに、マッチョなのはいない。兄さんもただでさえ引きこもっていたから、体格はかなり貧相だ。

　化粧はこの宿坊の備品のクオリティならなんとかなった。那智が手伝ってくれたし。コンビニでファッション誌も買ってきたしね。コンビニ万ばん歳ざい。

　それに、こんな自画自賛は自己嫌悪に直結してるから嫌なのだけど、僕はあのモデルだった珠花しゆか姉さんや学校で美少女と言われている涙珠るいしゆと血がつながっているのだ。しかるべき仮装や化粧をすれば性別を誤ご魔ま化かすくらいはできる。というか、できないと困る。

「これが、『私』なりの愛の示し方です、立山さん」

　保護権を手に入れるために僕は霊場修行に参加しないといけない。

　男子禁制なら、女として参加すればいい。

　一応、一人称も「私」にしておく。僕ぼくっ娘こは現実的じゃないし、現実にいたとしても目立つ。

　恥ずかしい。でも恥ずかしいだけだ。殺されるわけじゃない。

　一時の恥を恐れて、チャンスをふいにできるか？　まして涙珠がいないから何もわかりませんなんて言ってたまるか。それじゃ、惨みじめすぎるし、涙珠にとっても失礼すぎる。涙珠は「こわい」と声を震わせていた。何があったか知らないが、来栖山くるすやまでの生活とは関係ない事態のせいだろう。つまり僕のせいだ。そのけじめぐらいはつけないと。

　だから、僕は今、スカートをはいてここに立っている。認めてもらえなくてもいい。その時は、僕一人で霊場に入っていくだけのことだ。一回でクリアできないなら、もう一度挑戦する。二度目でダメなら三度目。回数に上限があるなんてどこにも書いてない。手に入るまでやればいい。立山たてやまさんだって、そうやっているじゃないか。

　さあ、立山さんの審判はいかに？

　でも、立山さんは予想外すぎたのか、しばらくぽけえっとしている。速さが命の蛇使いがこんなにぼうっとしているのは奇跡的なことかもしれない。

「あ、あの、どうなんでしょうか……？」

　黙って突っ立ったままなので、落ち着かなくなってきた。何でもいいから口を開いてくれ。こういうの、一番困る。

「あの……？」

「かわいい」

「は？」

「ちょっと来て下さい！、誠に申し訳ありませんがっ！」

　目にも留まらぬ速度で立山さんの手が伸びてきて、僕は部屋に引きずり込まれて、いきなりデジカメでかしゃかしゃ撮影された。長い一文だが、それくらい一息で立山さんが行動したので仕方ない。

「はい、目の前でＶサイン！　はい！　いいですね、もっと笑って下さい！　そうそう！　じゃあ、少しだけ大胆になってみましょうか。ちょっとだらしなく座ってみて下さい。はい、もう少しスカートを広げて。うん、そうそう、いいですね～。じゃあ、次は少し胸元を広げて――」

「ちょっと！　何してるんですかっ、立山さん！」

　こっちもすっかり乗せられてかなり撮影されてしまっていた。

「ふう、これだけ撮っておけば大丈夫ですね。協力していただいたお礼にわたくしのデータを特別にご覧に入れましょう」

　と言うと、デジカメのカードを抜いてテーブルのノーパソに差し込む立山さん。さっきの僕のデータが『神様寵ちよう愛あい対策』という胡う散さん臭くさすぎるファイルに上書きされる。

　その中にはたくさんの女性の写真が入っていた。カメラ目線で手を振っているものもあれば、隠し撮りらしいものもある。

「なんですか、これ……？」

「万物の支配者であらせられる玉風たまかぜ様好みの女になるように、レベルの高い女性のデータを収集しているのです。玉風様といえば英雄です。『英雄色を好む』という言葉もあるように、英雄は女に目がないものです。いろんなタイプの女についつい惹ひかれてゆきます。その対抗策として、自分にない魅力をすぐに引き出せるようデータベースを作っているのです。もっとも、玉風たまかぜ様と釣り合う女など恐れながら、広い世界を探しても許婚いいなずけのわたくししかいませんが」

　この愛と業ごうの深さにはびびる。

「ちなみに、ミタマさんは『かわいい系』に分類されます」

「か、かわいい系……？」

「そうです。気取ってなくて、いつもそばにいるようで、でもかけがえのない女の子、いわば駐車場の隅で咲いている一輪のたんぽぽの可か憐れんさを体現しているとでも言いましょうか、そういう美しさをミタマさんは持っているのです。これはわたくしにはない資質なのでうらやましいですわ。むしろ、末恐ろしいですわ、こんな自分と違う魅力を持った女性に告白されたら玉風様の心も揺らいでしまうかもしれませんから！　まさかこんな近くにライバルがいたなんて！　ミタマ、ほんとに恐ろしい子！」

「あれ、途中から話がおかしくなってますよ!?　別に僕は兄さんを誘惑するために女装しているんでもなんでもないですからね!?　言うまでもなく男子禁制の霊場修行に潜り込むためですよ!?　ねえ、聞いてますか!?」

　立山たてやまさんが朝から妙なテンションで壊れかけていたので必死に説得した。その甲か斐いあってか五分後に立山さんは落ち着いた。つまり、五分はこんなノリだったのだ。混乱して途中から自分のヘビを固結びにしかけたのでなんとか止めた。動物虐待だ。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ふう……では、まいりましょうか、ミタマさん。あなたの愛、確かに受け止めました。一緒に霊場を血に染めてあげましょう」

　なんか物騒なことを言っているが、同行の許可も得たわけだし、一歩前進だ。

「ところで、最後にもう一度確認したいのですが」

　部屋を出る直前に立山たてやまさんが振り返る。

「はい、なんでしょう？」

「失礼を承知であえてうかがいますが、玉風たまかぜ様に、お兄様に禁断の恋愛感情を抱いているとか、そんなことはありませんわよね？　実は自分のことを女だと思っていて、それでしかも兄に恋をしてしまっているなんて、そんな何重にも屈折した気持ちを隠しているなんてことはありませんよね？」

「八百万やおよろずの神に誓ってありません」

　本当に失礼だった。あんな引きこもり、好きになれるか。イジメられている時に助けに来てくれたとかそういう兄らしいエピソードも皆かい無むだ。

「そうですか、なら、いいのですが……。あまりにも女装が上う手ますぎるもので……。ま、ありえないですよね……」

　なんか疑われてるようで嫌だが、とにかく僕らは霊場に赴おもむくことになった。

　でも、その前に部屋に散らかった兄さんの写真を片付けないとな。立山さんが暴れた時に胸から飛び出たのだ。あんなところになんでも収納するなよ。

　写真には様々な兄さんの姿がピックアップされていて、意外な一面も映っている。部屋でゲームをしている兄さん、部屋でプリンを食べている兄さん、部屋で漫画を読んでいる兄さん。部屋で昼寝している兄さん。

　意外な一面なんてなかった。やっぱり引きこもりは人生の墓場だな。

　でも、そのたくさんの写真の中で僕はふっと違和感を覚えた。

　これ、何かがずれている……。

　いや、全部兄さんの写真のはずなんだけど……少し違うような……？

　何が言いたいかというと、兄さんが兄さんが着ないような服を着ているのだ。

　だって、兄さんはずっとキグルミパジャマだったから。

「さあ、参りますわよ。もう今日は十一時間しかないのですから」

　でも、僕の違和感が解消される前に事は動き出してしまった。

「なんで、二十一時に一日が終わるんですか？」

「だって、よい子は寝る時間ですから」

　僕の質問はあっさり立山さんに受け流された。

　とにかく、僕は一歩だけ近づいたのだ。

　これでゴールまで行けば、僕は保護権を那智なちにあげることができる。

　それで僕らの旅も終わりだ。

　――――かつ、父さんの――将軍の邪魔がないというかぎりにおいて。



    

  
    
      


２　ぼくの兄さんの彼女は残念な人です



「では、女性二名様、入山料として２０００タマカネ、確かにいただきました」

　旅館の近くの小さな鳥居の前で式しき神がみに兄さんの顔が描かれている紙幣を二枚渡す。これで参加権は得た。式神も僕が男だとは気づいてないらしい。

「いってらっしゃ～い！　頑張ってね、タマちゃん！」

　那智も見送りに来てくれている。２０００タマカネ渡してあるので、あと二泊は宿坊で泊まって待機できる計算だ。おいおい、タマちゃんはまずいよ、直球すぎる、ばれる。

「あれ、そういえばあのオスはどこに消えたんですか？」とチーフが聞く。

「ここに来る途中で、泣きながら逃げていく人に出会いましたが」

　適当にごまかす僕。僕は入れ替わりにやってきた那智の友達の少女という設定。

「キャハハ！　ざまあないわ！　男が聖域に入ってくるんじゃないっての！」

　ストレスがたまるが、ここで怒るとばれるので怒れない。くそっ、ここでは男に人権はないのか！　ないよな、絶対に。兄さんに化学の才能がなくてよかった。男子皆殺しガスとか実際に作りかねない。

「じゃあ、なっちゃん、行ってくるよ」

　那智なちって呼び方だとボロが出そうなので、今だけ二人称は「なっちゃん」。

「うん、無事にゴールできることをお祈りしてるね！　あれ、そっちから行くの？」

　出発の鳥居をくぐろうとする僕たちを那智が引き止める。

「だって、こっちが明らかに入り口だろ……じゃないの？」

「ほら、ここ、ここ！」と那智が指したのは崖がけの注意書きの横に落書きされた『４面への近道』の文字。フォントも暴走族の書いたスプレー書きっぽい。那智、それは天国への近道だ。

「失礼を承知で申しあげますが、贄川にえかわさんって、ちょっとバカな子なのでしょうか？」

　また立山たてやまさんが本当に失礼なことを言う。基本的に立山さんが丁寧なのは言葉遣いだけで、内容はむしろ無礼。

「那智は人を疑わない子なんだ。純真なの。あらゆるものをいいようにとらえるだけ」

「でも、人を疑わない性格のせいで足が悪くなって殺されそうになってるのでしょう？　やはり、バカなんじゃないでしょうか、申し上げにくいですが……」

　全部申してるだろ。でも、だいたい合っている。那智が人を疑うことを覚えていたら、歩けなくなるなんてこともなかったかもしれない。

　だけど、そんな那智を僕はきっと好きにならなかっただろう。

「さて、このへんでお出いでになられますよ。びっくりしないで下さいね」

　と、すこし歩いたところで立山さんが言うので、何かと思ったら――

『やあ、どもども、陽勝ようしようです』

　目の前に突然兄さんの姿がっ！　目の前も目の前、むしろくちびるが触れたんじゃないか!?　本能的な恐怖を感じて僕はそのままひっくり返った。スカートがのぞいたかもしれないが、どうせ立山さんだけだから、まあ、いいだろ……。

「む。今、映像の玉風たまかぜ様とキスされませんでしたか？」

　立山さんが眉まゆをひそめている。

「え、え、映像？」

　確かにこんなところに兄さんがいるのは変だ。１面の始まる前から出てきてどうする。

　よく見ると、兄さんの体は透けている。つまり、最初に山で話した時と同じ立体映像だ。

『霊場修行に参加して下さってありがとうございます。あなたがたの払ってくれる入山料で俺おれは生活できてます。ただし、修行には手を抜かないからね。これから、四つのステージに挑戦してもらう。その中には山岳修行のノウハウがぎっしり詰まってるので、これをすべて終えれば、とりあえず悟ったといっていい。内容はハードだけどね。

　では、こんな概要くらいは知ってるだろうし、本題に。１面の説明。

　１面は３０００秒のうちに四キロの山中を駆け抜けてもらう。すぐれた山やま伏ぶしには山をまさに走るくらいの脚力がいるからね』

　すると、視界の右上に突然「３０００」という数字が！　なんだ、これ！

「落ち着いて下さい。ここは偉大なる玉風たまかぜ様のテリトリーの内。これくらいのことは日常茶飯事です」

　さすがに回数を重ねて慣れているのか、立山たてやまさんは淡々としている。

『ただし、走り抜ければいいってだけのもんじゃないよ。ラストにはボスの式しき神がみ、白虎びやつこがいる。白虎は女子ボクシングミニマム級世界ランキング十位程度の猫パンチを繰り出すからね。なめてかかるとノックアウトだよ』

　微妙な強さだな……。どれくらい強いのか実感がわかない。

『それでは、健闘を祈る。あと、一応付け加えておくけど、もし、タヂカラが侵入した場合は僕の考えた百八の責め苦を負わせて追い出すので覚悟しておくように』

「タヂカラって何だ？」

「男のことですわ。男という字は『田』と『力』の合体ですからね。霊場の中では男という言葉自体が忌み言葉として使うことが避けられていますわ。ミタマさんもお気をつけ下さい。ＯＴＯＫＯという文字列をあまり発声するとここでは不吉なことが起こります」

　どれだけ男嫌いなんだよ。ついに言葉まで禁止かよ。

　そこで、映像は消えた。

「では、まいりますよ。このステージの攻略法はとにかく先手必勝ですから」

　言うが早いか、立山さんはすごい速度で歩いていく。決して走っているのではない。常にどちらかの足は地面についている。なのに、走っているように体は前に進んでいる。

「わ、わ、待って下さい！」

　僕もあわてて走り出すが、スカートがひらひらしてかなり鬱うつ陶とうしい。このスカート、襞ひだが多くてその上、ふわふわの傘を三段に重ねたような形状をしているのでむちゃくちゃ走りにくいのだ。

　三分も走ると、息があがってきた。

　なにせ、山の中でアップダウンも激しいのに、立山さんは平地をゆくがごとく進むのだ。軍事貴族をなめていた。見た目がおしとやかだろうと、体力は僕らの比じゃない。

　でも、この速度ならきつかろうとゴールまでは間に合うはず、と思ったところに目の前に何か大きなものが見えた。

　それは栗くりとしか言いようのないものだった。

　問題はその栗が高さ三メートルくらいはあって、細い道をふさいでいることだ。すぐ横は崖がけとまでは言わないが急な斜面になっている。

　立山さんは速度を落とすことなく、斜面に踏み込むと、そのまま栗のいないところでまた道に戻った。つまり、崖に一度落ちそうになりながら元の道に復帰しているのだ。

「そんな無む茶ちやな！」

　斜面に突っ込む勇気のない僕はゆっくりと栗くりのそばをくぐった。面倒だがこうするしかない。まずいな、立山たてやまさんと距離を離される一方だ。

　しかも目の前には次の栗がひかえてた。明らかに兄さんの手によるものだ。山道を速く進めばクリアできるなんて楽なことはさせてくれないらしい。今度の栗は少しずつこっちに前進してくる。ずももももも、と夢に出てきそうな怪奇な音とともに動く栗。僕は体を曲げてなんとかやりすごした。

　で、その先に見えているのはまたも栗……。

　その次には巨大な亀かめの甲羅らしきものが控えている。

　そこで僕は思い当たった。

　これ、兄さんが幼少時にやっていたゲームの影響だ。

　兄さんは廃人寸前のかなりのゲーマー……いや、中学校も高校も一度も行ってない時点で廃人か。部屋にずっといるから、暇つぶしにやってたゲームの数は半端じゃない。

　それでもまだオンラインＲＰＧでもやれば外とつながることもできるだろうに、兄さんは「このリナって名前の女戦士を操作しているのは男かもしれない。一緒に狩りをする仲間が実は男かもしれない。そう考えると怖くてゲームをやる気が起きない」という理由でやらなかった。

　そのせいでレトロなゲームをひたすらやり続けた。玉風たまかぜというとゲーム早解きでかなりの有名人だったはずだ。「玉風名人」で検索すると、ゲーム攻略ページがいろいろとヒットするはずだ。

　その影響がこの面にも出ている。絶対スーマリの影響だ。ただし、主人公がヒゲのオッサンなので、ゲームを改造してグラフィックを女の子にしていたはずだけど。兄さんは格ゲーのキャラも全部グラフィックをいじって女にしてから遊んでいた。

　元ネタはいいとして、これはいきなりまずいことになった。視界の左上を見ると、残りタイムは１５００秒を切っている。半分もない。進んだ道のりは四分の一にも達してないだろう。これじゃあ、いきなり失格だ。立山さんもはるか彼方かなただろうし……。

　亀の甲羅の隙すき間まを抜けると、立山さんが岩に腰をかけて熱いお茶を飲んでいた。

「ふう、山中でゆっくりとドクダミ茶をいただくというのはよいものですわね」

「そんなものどこで調達したんですか？」

「あそこです」

　指差された先は、内部が空洞になっているくさい大木だった。そこに「自動販売機１２０タマカネ」の文字が刻まれている。

　ただの木だろと思って、財布から１２０タマカネを空洞に投入すると、浮き上がった根っこのあたりにお茶の入った湯のみが出てきた。

「大自然の化身である玉風様は、自然を自在に操ることができるのです。修しゆ験げん者じやの修行とはそもそも大自然と一体化すること、世俗の塵ちりを投げ捨てることです。それを見事に達成なさっておられるのです」

　いや、自動販売機を大自然に持ち込むとか、世俗も世俗だろうという気がするのだけど。自動販売機なんてどこの国にもあるものじゃないぞ。

「すいません……。僕が遅れたせいで時間が半分を切ってしまって……」

　その割には立山たてやまさんは余裕だ。ヘビがスネイクダンスを踊っている程度に余裕だ。

「あ、１面は楽勝ですから、気にしなくてもいいですわ。こんなの目をつぶってもクリアできますから。実はここに隠しアイテムがありますの」

　立山さんは道から脇わきにそれたところに入っていく。ついていくと、そこに小さなお堂が鎮座していた。そのお堂には☆マークがついている。

「そうか、このお堂の中に何かアイテムがあるんですね」

「いえ、何もありません。ここで、三十秒ほど真剣に祈ります」

　手を合わせて目を閉じ、お堂を拝みだす立山さん。

「え、そんな困った時の神頼みをやってる場合じゃ……」

「いいから、ミタマさんも祈って下さい！　真剣に！　玉風たまかぜ様と結ばれる自分を想像して下さい！　今だけはその想像も許可します！」

　そんな気持ち悪い図、想像できるか。スタンダードだけど、那智なちと幸せに買い物でもできる日々を思い描く。那智と幸せに暮らせますように、暮らせますように……。

　そして、三十秒ほど目を閉じていた後、

「出ました」

　という立山さんの声で僕は目を開けた。

　そこには星が浮かんでいた。

　まさに☆の形をしている。なんだ、これ？

「よし、星が出ました。これで無敵になれます」と言うが早いか、立山さんは星をつかむと余った手で僕の手をとる。その途端、頭に変な効果音が流れ出す。なんだ、これ！

「メロディが頭に流れている間は無敵です。行きますよ、百メートル七秒のペースで走ります！」

　立山さんは爆走を開始する。しかし、すぐに目の前に例の栗くりが……。

「わわわわっ！　ぶつかります！」

　明らかに正面衝突だ。死ぬっ！　と思ったが、次の瞬間には僕は栗を貫通して飛び出ていた。栗をすり抜けたらしい。

「無敵ですから一切問題ありません。そもそも修験道には星辰せいしん信仰もミックスされています。星に祈りを捧ささげることで力を授さずかることができるのです。さすがスーパースター玉風様、修行者には簡単にクリアできる仕掛けが用意されているのですわ」

　いや、これ、多分元ネタはゲームだと……。まあいい。クリアできればそれでいい。

　そこから先はすぐだった。気づけば、その先に猫耳と虎とら柄がらの服を着た女の子が。「あれが白虎びやつこです」と立山たてやまさんが口にした時には、もう白虎は立山さんにぶつかって吹き飛ばされていた。戦闘時間、たぶん一秒。

　というわけで１面クリア。ボスは一段落でクリア。

「では、２面に参りましょう。２面はもっと簡単なのですが」

　少し進むと急に視界が開けて大きな池が現れた。なかなか、幻想的な風景――

『ようこそ、２面へ』

　と、また顔の真ん前に兄さんが現れた！　頼むから心臓に悪い出現はやめてくれ！

「ミタマさん、また立体映像の玉風たまかぜ様とくちびるの距離がゼロになりましたわね……。実体でない玉風様とキス、これが本当の間接キスでしょうか……。まったく。お言葉ではありますが、許婚いいなずけの前でやりたい放題ではないのでしょうか、ぷんすかぷん」

　なんか、精神的苦痛を味わった挙あげ句く、嫉しつ妬ともされるという最低なことになっている。

「確かに、玉風様の人間的魅力に昔からお触れになっているミタマさんが玉風様になびかないわけはないでしょうけれど、物には限度というものがありますわ、ぷんぷん」

「あの、繰り返しますが、僕は兄さんに何の感情も抱いてないですからね……？」

　そんな不名誉な誤解は絶対嫌だ。

『さて、２面はこの池を渡ってもらう。ただし、もちろんただの池じゃない。この池の中には青龍せいりゆうが住んでいる。足をとられて溺おぼれないように注意してくれ。ちなみにもしタヂカラが入ってきたら溺でき死しさせるつもりなので覚悟してくれ。供養は絶対しない。

　なお、水着と防水性の荷物袋は池の横の小屋に置いてあるから使ってね。水着はレンタル一着１００タマカネ』

　げ……水着になったら男ってことがボスの青龍にばれるんじゃ……。

　かといって、服を着て入ったら溺れるだろうし……。

　だけど、立山さんはむしろ、にやっと舌なめずりをしている。その舌もヘビのようだ。ヘビもにやっとした顔をしている。

「やっと、わたくしの本領が発揮できる場所にやってまいりましたわ。うふふふふふ、病毒、煙毒、鉱毒、鉛毒～♪」

　立山さんは胸にまた手を入れる。そこから出てきたのは、ドクロマークのついた瓶、怪しさ満点の粉薬、謎なぞの注射器などなど。

「これで三人分、こっちで七人分、あわせて十人分～♪　この瓶一つで六十人分～♪　（サビ）ああ、いとしのあの人に致死量のアンモニアを吸引させて、多た幸こう感かんを覚えさせたままそっと眠らせたい～♪」

　なんか怖い歌を歌いながら、その薬品を池に加えていく。

「あの、その歌、なんなんですか？」

「毒そんぐです」

　そのまんまだな。

　と、しばらくすると、水中から乙おと姫ひめみたいな格好の人が飛び出してきた。あれが青龍せいりゆうか。

「もう！　あんた、また来たの!?　あと水質汚お濁だく禁止！　そんなの卑ひ怯きようよ！」

「Ｓ級聖者たまかぜさまとの間に立つ者は親であろうと許しはしません。早く冥めい土どに旅立ちなさってはいかがです？」

　毒薬はその後も順調に投入されていく。というか、どれだけ胸の中にしまってあるんだ？　四次元ポケットか。

　やがて、池の魚が毒にやられて浮かび上がってきた。この人が全面クリアしても絶対に悟りとか得られないと思う。破壊的に破戒しすぎ。

「もう、我慢ならんっ！　叩たたっ斬きる！　覚悟しろ！」

　ついに青龍が切れた！　池から出してきたのは少し反そりのある薙なぎ刀なたのような刀。もしや、青龍刀？

　青龍は水上を走ってこちらに迫ってくる。まずい、刀にかなうものなんてこっちにはない。殺される……。だが、

「餌えさが来ましたわ」

　そんなもの、最初から立山たてやまさんの敵じゃなかったのだ。

　刀の間合いに入る直前、立山さんの首の『阿弥蛇丸あみだまる』が跳ねるように動く。

「『阿弥蛇丸』、いただきなさい」

　ヘビは容赦なく青龍のノドに喰くらいつく。

「あれ…………」

　あまりの早はや業わざで気づいた時には青龍はがぶりと首をやられていた。

「あなたはもう死んでいます」

　青龍はそのまま水辺でうめきながら倒れた。これ、大丈夫なのかな……？

「ふん、ヘビの前にミミズがやってくれば餌になって当然ですわ。あ、ご心配なく。式しき神がみは厳密には生物ではないので毒でも絶命することはございません。さて、行きましょうか」

「行きましょうと言っても、毒が入ったから渡れないですよ……」

　立山さんなら大丈夫でも、僕が入ったら即死コースだろう。

「大丈夫ですわ。ここにも裏技がありますの」

　立山さんは今度は小屋の後ろから、ボートを一台引っ張り出してきた。

「前回、毒のせいで池を渡れず途方に暮れて付近を探索したところ、発見いたしました。努力が報むくわれるしかけがちゃんとあるのです。そこが清廉行者たまかぜさまの素晴らしいところですわ」

　いや、まさか運営側も毒を入れられることは想定してなかっただろうけど。

「ボートから転落しないで下さいね。この水質だと、少しでも水を飲むと終わりです」

　幸い、邪魔する敵もすべて毒でやられたのか、無事に向こう岸に渡れた。

　２面クリア。

　なんだか、本当にどうにかなってしまいそうだ。



　半分までクリアできたので池のほとりで休憩。

　天気はいいし、ピクニックみたいだ。もっとも、池は動物も住めない死臭漂ただようものになっているが。

　立山たてやまさんはやたらと草を摘んだりしている。けっこう乙女らしいところもあるんだな。

「これは食べられる野草です。てんぷらにするとおいしいですよ。これは」

　意外と立山さんって家庭的なんだな。これなら兄さんが結婚した時も――

「あ、ちなみにこの濃い緑色のは毒です。食べてしばらく経たつとくちびるが痙けい攣れんしてうまくしゃべれなくなります。よだれが自力で止まらなくなってきたら、もうおしまいです」

「――と、言いながら採集するのやめて下さいよ。何の用途に使うんですか……」

「こっちは花粉がなかなか有毒です。鼻から大量に吸引すると意識混こん濁だく状態に陥ります。その間に刺すなり埋めるなり思いのままなのです。汎はん用よう性せいが高いですね」

「そんなの汎用性とは言いません」

　まあ、こうやってバカ話ができるうちはまだ僕らも余裕があるということだ。

　一応、後から「これとこれ、あと、これは毒消しですよ」と薬になるものも教えてもらったので摘んでおく。ちなみに半分以上知っていた。草の系統は幼い頃ころに植物図鑑で押さえているからな。入れ物は常備薬用の瓶があったので、錠剤を抜いて代わりに入れた。

　母さんに植物はかなり教え込まれた。ああ見えて母さんは植物には詳しい。歌に季節感を出すためには、いろいろと植物を入れないといけないからだ。

「というわけで、２面までは楽勝なのですわ。おそらく次の迷路さえ攻略することができれば問題ありませんでしょう。そうすれば、わたくしは至高なる天上皇帝であらせられる玉風たまかぜ様のノド元まで迫ることが叶かなうのです。玉風様の法名は陽勝ようしよう、まさしく太陽神の生まれ変わりにふさわしいお名前ではありませんか」

　何度聞いてもこの賞賛の嵐あらしは落ち着かないな。聞いてるうちに、本当に兄さんを太陽神だと思いそうで怖い。

「いったい、あのダメ人間のどこにそんな惚ほれる要素があるんですか？」

　ちょうどいい機会だし、聞いておこう。だって冷静に考えるとありえないからな。

「こういう言い方は失礼かもしれないですけど、立山さんは兄さんと好きで付き合ったわけでもないでしょう？　許婚いいなずけだから会っただけで」

　許婚だから。二人は無理矢理出会うことになった。気持ちなんて一切関係なく。

　もっとも、立山たてやまさんが拒否したところで、それが受け入れられるほど大人たちはやさしくなかっただろう。将軍である父さんの意向に逆らうのは立山家だって嫌だったろう。

　泣いて拒んだところで、立山丹生にうは神倉かみくら丹生になって兄さんの妻になるしかない。

　もちろん、兄さんだって立山さんの夫になるしかない。

　拒否権はない。父さんの命令ということで決まった。理不尽だが、兄さんは自分を殺そうとしているらしい父さんの一存で結婚相手を決められた。

　あれ、でも殺すつもりの人間にそんなことして何のメリットがある？

　たとえば、妻なら夫に簡単に近づける。夫を殺せる。

　やめよう。父さんが兄さんを殺そうとしたという根拠も厳密にはない。

　涙珠るいしゆはやたらと父さんを警戒しているらしいけど、その根拠も曖あい昧まいだ。ひとまず、立山さんに意識を戻す。

「では、逆にお聞きしますが、ミタマさんは玉風たまかぜ様のどこがそんなにお嫌いなのですか？」

　優雅に自分のヘビと戯たわむれながら、立山さんは尋ねてくる。

　いささかも動じることなく。

「どこが？　数え切れないくらいありますよ。だって、兄さんは、僕……私を弟として扱わなかったんですから」

　あらためて語ると恨みつらみが噴出してきた。危うく、一人称を僕に戻しかけるところだった。女装している間、話す時は「私」で通す。

「お、弟として扱わなかった……ですって？　くくくくわしく、聞かせて下さいっ！」

　その場の温度が下がったと感じられるほど、立山さんの目が厳しくなった。

　あれ？　ちょっとだけシリアスだった空気が壊れかけているぞ？

　まあ、いい。せっかくだし、あの男の問題点を列挙してやる。

「はい。兄さんが極度の男嫌いなのは知っていますよね。あの家で一緒に住んでいる男は私だけでしたから。あの人からすれば悪魔が一緒に住んでいるようなものです。兄さんのいない間に部屋に入って勝手に漫画でも読もうものなら激怒するし……いや、激怒なんかせずにひたすらおびえてましたね。私の視線にさらされるのすら恐れていました。

　たとえば私が小一の時に、『お兄ちゃん、一緒にお風ふ呂ろ入ろっ！』って兄さんの入浴中に入ったケースなんて、身の毛もよだつって感じでしたよ。『何が目的だ？　金ならやる、金ならやるから命だけは！』って騒いで風呂から出ていきました。その時、兄さんは十二歳ですよ。ありえないでしょ」

「い、いっしょにおふろには、は、ははいったのですか？」

　なんか、立山さんがわなわなふるえているがどうしたのだろう。兄さんの悪口程度で激怒するキャラではなかったはずだから、ムカついているのではないと思うけど。

「はい。うちってマンションのくせにお風呂はやたらと広いんで。銭湯くらいの広さはありますよ。母さんの趣味で、ライオンの口からお湯が出るようになってるし。だから、順番待つのも面倒だし、誰だれが入ってるとか関係なしにみんな入ってましたよ。僕も小二までは姉さんや母さんが入ってても、平気で入ってたし。さすがにその頃ころになって恥ずかしくなってきて、こっちから入るのはやめましたけど。でも涙珠るいしゆは僕が小四の頃まで入ってきたし、母さんも平気で入ってきましたね」

　というか、母さんは今でも平気で入ってきて、「ミタマ、儒教的精神に乗っ取って親である私の背中を洗いなさい！　あと頭も！　おにゅーのシャンプーハット買ったのよ！　かわいいでしょ！」とかほざいてるけど。いいかげん、シャンプーハットなしで頭洗えるようになれよ。あと、アヒルを浴槽に浮かべすぎて邪魔なんだよ。二十も並べるからアヒルだらけで落ち着かないし。前に一度五十鈴いすずさんが何体か捨てて、とてつもなく切れたことがあるの手が出せない。もっとも、姉さんがいた頃はやたらと薔ば薇らの花びらが浮いていたし、風ふ呂ろにワイン入れたりするし、どっちがいいかというとかなり難しいところだ。姉さんが神倉かみくらに戻ってきたから、またしばらく薔薇風呂になるのかな。

　おっと、母さんへの苦情に話が移っていた。話を兄さんに戻す。

「それで、兄さんは男だから私は気兼ねせず入ってたわけです。そのたびに逃げ出されるのでストレスたまりましたけど、一人でのんびり入れるからそれはそれでいいかなあと」

「ふうむ……つまりずっと一緒にお風呂に入ろうとしていたわけですわね……」

「ほかにもいろいろありますよ。小学生時代、いきなり女子トイレってあだ名をつけられて、からかわれたんです。で、あとで確認してみたら兄さんが常に学校の女子トイレで用をすませていたのが発覚したんです。男子トイレは怖すぎて使えないそうです。

　かといって女子トイレに入られるのも問題だし、なにより私がからかわれるのが最悪なんで、対応策を考えました。そこで『女子トイレには花子さんが出る。一人で個室に入っていると、花子さんがやってきて殺される』と噂うわさを流しました。

　死ぬのを極度にびびってる兄さんなら殺されるって噂は効き目があると思ったんです。でも、兄さんは女子トイレを使い続けました。花子さんが怖くないのかと私が聞いたところ、返ってきた答えは『女子トイレに出没するなら女子の幽霊のはずだ。女子なら怖くない。話せばわかってくれる！』とのことでした」

　あほらしくなったので、僕も諦あきらめた。ちょうどその頃、母さんの力で僕をからかってた生徒の家族が転校させられたし。転校先の学校の住所が明らかに無人島だったんだけど、多分大丈夫だろう。無人島で十年生き延びたなんて記録もいくつかあるし。

「というわけで兄さんのことは好きになれません」

　これはＩＦの世界の話だけど、兄さんが家を出ていかなかったら、姉さんも『珠たまの花はな』なんて宗教のために家を出なかった気がする。

　そしたら、母さんだって少しはまともなままでいられたかもしれない。

　そしたら、那智なちを助けることにだって手を貸してくれたかもしれない。

　そしたら、僕らの苦難も少しだけ、変わったかもしれない。

　言うまでもなく、ＩＦの世界の話だけど、すべては兄さんが極度の男性恐怖症だったことから始まる――――かもしれない。

「やっぱりうらやましいですわ」

　立山たてやまさんのその声は少しくぐもっていた。

「悪口を言えるくらい、ご兄弟の距離が近くて」

　また、失言をしてしまった、と僕は思った。

「わたくしは嫌いだなんて言う資格がありません。謝りとおすしかないのです」

　御嶽みたけというお兄さんを彼女は手にかけてしまった。

　だけど、それを責めるのは酷ひどすぎる。これは過失ですらない。立山さんの言葉が真実だとすれば、御嶽は妹のために自分が死ぬ道を選んだわけだ。それに自分が殺されるかもしれない極限状態のなかで生き残るために人を殺すことを僕は悪だなんて言えない。

　でも、それが立山さんが罪の意識を感じないでいいことにもならない。

「こんなことを言っても無意味なのはわかっていますが、きっとお兄さんも恨んでなんかいないはずですよ」

「でしょうね。でも、生き残った者は悼いたむしかないのですよ」

　寝息のようなか細いため息をついて、立山さんは笑う。

「死んでしまえば人は神様になります。神様に文句を言っても太刀打ちできませんから」

　人が死ぬということを僕はなんとなく実感した。

　人生というゲームから排除された人間に僕らは手を下せない。

　せいぜい弔とむらうくらいしかできない。

　もしも、那智が死んでしまったら僕は似たような心境になるのだろう。

「すみません」

「ミタマさんに罪はありませんわ。あ、そろそろ時間ですわね」

「時間？　――――わっ！」

　三たび、目の前に兄さんが現れた！

『ふああ、よく寝た。そろそろここまで誰だれか――うわっ！』

　兄さんまでびっくりしている。ということは、これはライブ中継なのか。兄さんのリアルタイムの出現を立山さんは知っていて、ここで休憩していたんだろう。

『最近出だしからびっくりするな……わっ！　丹生にう、また来たのか！』

　もう一度兄さんが驚いた。許婚いいなずけに対してはあんまりな反応かもしれないが、苦情を言ってばれても困るので黙っていよう。

「はい、早く全面クリアして玉風たまかぜ様のもとに行かなければなりませんからね。愛のためならどんな試練だって乗り越えてみせますわ。そして、この腕とヘビで思いっきり抱きしめますから！　わたくしのコブラツイストを味わって下さいませ！」

　それは愛ゆえの暴力じゃなくて純粋に暴力。

『ふん、来れるものなら来てみろ。お前も知ってるとおり、３面の洞どう窟くつは入るたびに構造が変わる『不思議なダンジョン』システムを採用している。しかも、ループ方式も採用しているから、特定のルートを通らないとまた同じところに戻るようにもなっている。たとえ丹生にうでもここまでは来れないはずだ。というか、来るな。来ないで下さい帰って下さい本当に願いします』

　兄さんはかなり許婚いいなずけを邪険に扱っている。おいおい、立山たてやまさんとはそれなりに仲がよかったはずだろ？　しかも兄さんみたいな非社会的存在が美少女に愛されてるんだから、ありがたく受け入れろよ。

「ど、どうして……わたくしのことを受け入れてくれないのですか…………。一億年と二千年前から愛し合ってその後転生を続けてやっと再びめぐり合うことができましたのに。どうして、どうして……」

　兄さんの態度に立山さんも泣き出しそうだ。転生がどうとかはよくわからないけど。

「知っていらっしゃいますか？　私の前世は琵び琶わ湖こを泳ぐ鯉こいでございました。それを前世では猟師をしていた玉風たまかぜ大明神に釣り上げられ、食べられることになったのです。あの時、あなたはおいしい、おいしいと言って食べてくれたではありませんか！　このたびの浮世でも同じようにわたくしを食べて下さいませ！」

『そんな話、完膚なきまでに初耳だぞ!?　あと、丹生、お前、まだ避けられてる理由わかってないのか？　冷静に考えろ、すぐにわかる！』

「わたくしはいつだって冷静ですわ。今回も神の素晴らしさを世界に布教するため、ここに来るまでに通りがかったコンビニの壁に『超皇帝玉風参上！　あふれ出る原始の力』とスプレーで書いてきましたくらいですのに」

『今すぐにやめてくれ！』

　……確かにこの愛を受け止めるのは割と疲れるかもな。

　だけど、それでも立山さんから逃げ続けて正しいわけがない。

『とにかく帰れよ！　ゴーバックホーム！　俺おれのこと崇あがめて尊敬してるなら俺の言うこと聞けよ！　俺の半径一キロ以内に立ち入ろうとするな！』

　ああ、黙っているつもりだったけど、これは限界だな。

　お前、何様のつもりだよ。

「いくらなんでも言いすぎなんじゃないですかっ！」

　僕は兄さんにキレる。当然、兄さんの知らない少女としての立場からだけど。

　兄さんの顔がこっちに向く。これで無視するようなヤツならもう人格は矯きよう正せい不可能だ。もう、二十歳はたち過ぎてるしな。その年でクズなら多分何十歳になってもクズのままだ！

　ばれたらアウト。それでも弟として言ってやらないといけない。

「立山たてやまさんはアレな言動もあるかもしれませんが、あなたのことを想おもい続けて必死なんですよ！　会おうともしないってどういうことですか!?　あなたは何も悟ってなんかいない！　あなたは仙人失格です！」

　呆ぼう然ぜんとしている兄さん。少しはこたえてくれ。で、意識改革してくれ。

　兄さんは返す言葉が思いつかないのか、じいっと僕のほうを見ている。まさか、気づかれたか？　いや、これは単に事実を指摘されて言い返せないだけだ。

　それでも、黙って見つめられると緊張する。

「な、なんですか……？　早く何か言いなさいよ！」

　視線に耐えられなくなって言葉を漏らす僕。

『か…………か……………………かわいい』

「え？」

『かわいいよ！　マジでかわいい！　なんていうのかな、素朴なやさしさが全身から放たれているんだ。どこか目立つところがあるわけじゃない、でもいつの間にか惹ひかれていってしまう、そんな子なんだ！』

　え、え、え……何言ってるの、この人？　これは間違いなく兄さんの本心だ。兄さんはコミュニケーションが苦手なので、本音と建前を分ける能力がない。兄さんがかわいいと言ったからには本当にそう思っているのだ。

　さすがに立山さんがいらついたのか、兄さんを睨にらみつけた。首のヘビまで「しゃ～！」と睨んでいる。

「ふざけないで下さいっ！　かわいいとかかわいくないとかそんな話はしていません！　ちゃんと立山さんのために誠意のある態度を見せて下さいっ！　だから……だから……そんなにじっと見つめないで下さいよ……」

　兄さんはマジでガン見してくる。こいつ、おかしいよ……。怒ってるんだぞ、こっちは……。それに対してかわいいとか、心どうなってるんだ。非常識というか、もはや非情。

『あ、ごめん、丹生にうに来るなっていうのは別に丹生のことが嫌いだとかそういう理由じゃないんだ。そう聞こえたのなら謝る。でも、ほんとに丹生に来てもらうと困る』

　兄さんはキグルミの分厚い手をぶんぶん振って否定する。どうやら真の人間のクズではなかったようだ。

「異性がいると修行の邪魔とか、そういうのですか？」

『いや、そんなことないんだけど。むしろ同性がいると泣く』

　じゃあ、なんなんだよ。

『おっと、そろそろ二度寝の時間だ！　じゃあ、さよなら！　今度メアド教えて！　また会おう！　どうせ３面はクリアできないと思うけど！』

　そして、映像は消えた。

　いまいち釈然としないな。でも、そんなことより立山たてやまさんが気分を害してないかが気になる。今も、ちょっとぴりぴりしている。ヘビも心なしかびびってるからマジだ。

「わたくしは腹を立ててなどいませんよ？」

「……まだ、何も言ってませんよ」

　立山さんは足元の野草を引っつかんでばりぼり喰くらいだした。

「はははは、わたくしは怒ってなんていませんよ？　やけ食いなんてしていませんよ？　ははっははははは！　あははは野草の味は神、マジで神！」

　こわ……。この人が怒るとこんな反応示すのか。そりゃ、ムカつくのもわかるけどね。許婚いいなずけが自分のそばにいた女装してる男にかわいいだなんて言った日にはいらだちだってするだろう。僕が立山さんの立場ならぶん殴ってやりたいかも。ぶっ殺してやりたいかも。

　え……おいおい、もし僕が立山さんに恨まれたりしたら……。

　たとえば、ここで置いてけぼりをくらっただけで、僕は生存の危機に陥りかねない。

「大丈夫ですわ。わたくしは恨んでなどいませんから」

　はんなりと立山さんは微笑ほほえんでいる。この笑顔を信じたい。信じるしかない。

　さて、休憩は終わった。僕らは再び歩き出す。



　少し行くと洞どう窟くつの入り口があった。上に『３』と看板が書いてあるからこれだろう。

　洞窟内部は天井も高く、かがんだり、のぼったりという運動はしなくてすみそうだったが、その代わりとにかく複雑だった。少し歩くたびにすぐにＹ字やＴ字、あるいは十字路に出くわす。これが地上なら木の上にでも上って見下ろすこともできるのだけど、洞窟の中ではどうしようもない。

　ちなみに洞窟といっても、ライトが大量にあるので薄暗い程度ですむ。これで真まっ暗くら闇やみだったら攻略不可能だ。

「やはり、無限ループは厄介ですわね」

　洞窟に入って三十分ほど経たって、立山さんが口をひらいた。逆に言うと、この間ずっと立山さんは黙っていた。ちょっと怖かった。

　僕はというと、立山さんについていくしかない。こんな得え体たいの知れないところで孤立したらやっていけない。

　自分でもどうにかしたいと考えてるが、僕は未経験のことに対する適応力が著いちじるしく低い。こんな洞窟、無論入ったことなんてないし、どうしていいかわからない。

「どうやら、今回は順調のようですわ」

　不安でいっぱいの僕にありがたい情報が来る。

「これならそうですわね、あと二時間もあればなんとかなりますわ」

「二時間ですか、けっこう長いですね……」

　こんなところに何時間もいたら心が病みそうだ。

　――――八時間後。

　僕らは洞どう窟くつの中を徘はい徊かいしていた。

「あの……まだですかね？」

　ついに僕が声をかける。時間としてはもうとっくに夜のはずだ。引き返すことも考慮したい時間だけど、帰る道だってわからない。

「うまくいきませんわね……。そういえば、前回も派手に迷って食糧が尽きたのですわ……。なのに、ギブアップして戻ろうとすると、不思議とすぐに出られたのですわ」

「なるほど……エスケープはできるのか。で、何か攻略の対策とかはあるんですか？」

「愛を示す」

「は……？」

「今まではきっと地上最初のミュータントたまかぜさまへの愛が足りなかったのですわ。そのせいで迷宮にはまりこんでしまったのです。ですから、今度は今まで以上に愛を強化してここに参ったのです。とにかく純粋至高存在たまかぜさまは神だということだけを考えてここに来ました。たとえば、わたくしの住む県の歴史教科書の記述をこの世は遥かなる異界からの使者たまかぜさまが地球を創生して人類をつくったことに書き換えました。反対する歴史学者・科学者・宗教家は島流しにいたしました。全てを内包する者たまかぜさまを神と認めない者には住民票も発行せず、病院での治療も行わないことになっております。これもすべて愛愛愛のためなのです。積めるだけの愛を詰めこめるだけの愛をわたくしは用意してきたつもりですわ！　でも、でも、でも、まだこのステージの迷宮――――つまりわたくしの心の闇やみの象徴を脱出することはできないのですわね！　ああ、もっと愛をもっともっと愛を！　愛があればラスボスもぶっ殺せる！　愛があればこの世から戦争もなくなる！　愛があれば環境問題もオールクリアー！　愛があればすべて解決！」

　えええ…………この人、ダンジョンの何の対策もせずに愛でどうにかなると考えてたのか？　そんな無む茶ちや苦く茶ちやな……。愛で何もかも解決したら警察いらないよ。

　そういえば、ここに来るまでの分岐も「これは右、これは左、あ、やっぱり右」とかその都度全部直感でマッピングすら一切してなかった。そりゃ、たどりつけないよ……。

「わたくしたちの旅はまだ始まったばかりですわ。明日にはなんとかなります」

「え、明日？」

「だって、ほら、時計を見て下さいな。もう夜八時をとっくに過ぎておりますわ」

「それはそうですけど、もう少し進まないと……」

　いくら夜になってるといっても、手がかりすらないのにじっとしているわけにもいかない。あんまりゆっくりしていると那智なちの宿代もなくなってしまう。

　そういえば那智は今いま頃ごろ何をしてるんだろう？　携帯は洞どう窟くつの中だから余裕の圏外。むしろ、ステージの中は完全に圏外にされている。外の世界とつながるのは禁止なのだろう。

「とにかく、まだ行きましょう。せめてあと二時間は」

　すると途端に立山たてやまさんの顔が不安に押しつぶされそうなものになる。

「そんなに疲れているんですか……？」

　一応、数時間おきに小休止はとっている。いくらなんでも八時間歩き通しってことはないし、僕なんかよりはるかに立山さんのほうが体力もあるはずなんだが。

「あの、ミタマさん……」

「はい、なんですか？」

「わたくしが途中で倒れても置いていかないで下さいね……。誠に申し上げにくいのですが、わたくしは夜が苦手なのです……ふわああ……」

　はしたないと注意されそうなほど大きなあくびを立山さんはした。

「置いていくなんてありえないにもほどがあります。こんなところで孤立したら本格的にぼ……私は終わりです」

　２面のボスの青龍せいりゆうだって武器を持ってかかってきた。ここは愛だけで勝ち進めるほどやさしい世界じゃない。知力・体力・行動力、あらゆるものが試されている。

　たとえば、１面は持久力を試す場だ。何キロもの距離を走りぬいた挙あげ句く、ボスと戦うとなると体力を出しきるだけではなく温存する能力も必要になる。まあ、星をとるという裏技があったけど、あれは多分知力でカバーできるというからくりだろう。

　２面は目の前の池をどうやって越すかという智ち恵えが問われていたんだろう。立山さんはボートを見つけてきたと言っていたが、つまり兄さんが用意していたアイテムなわけだ。馬ば鹿か正直に池を泳いで渡る以外の方法も用意されていたということ。

　では、３面――――おそらく想像力。闇やみ雲くもに進むのではなくて、頭にマップを描きながら、一方でゲームを攻略する感覚でアイテムがないか、隠し通路がないかあらゆることを考える必要がある。

　まあ、闇雲に進んでるだけなんだけどね……。

　けれど、虚こ仮けの一念というか下へ手たな鉄砲数撃てば当たるというか、なんとかなってしまったらしい。道の雰ふん囲い気きが急に変わった。

　地面が急に舗装路になったとかそういうレベルじゃない。道の脇わきに蝋ろう人にん形ぎようが並んでいる。

　ちなみに内容は、男が醜みにくく争っている図など、男の負の部分を描いたものばかりだ。洞窟内なので基本的に暗い（照明は一応ある）ので、かなり不気味だ。

「洞窟の構造が変化しているということは、ループは抜けたということですわ。あとはここさえ抜ければ先に行けます……」

　立山たてやまさんもうれしそうだが、どこかテンションが低い。夜に弱いというのは本当なのか。

「置いていかないで下さいね、本当に置いていかないで下さいね……？」

「くどいですよ。私はそこまでひとでなしじゃありません。兄さんに会うためには立山さんの力が必要なんですから」

「新神たまかぜさまに会いたい？」

　立山さんの声が怪け訝げんなものになる。まただ、いったいどこに食いつくポイントあるんだよ。もしかして、立山さんの住んでる地方ではすごくヤバい意味の言葉をしゃべったりしているんだろうか。

「はい、会いたいですよ」

　そうすれば、保護権を手にすることができる。那智なちを救える。

「そんなに会いたいんですか？　天上大帝たまかぜさまと？」

「会いたいですよ、会いたいに決まってます」

　はあ、と立山さんは諦あきらめたようにため息をついた。

「やはり、始原超越大皇たまかぜさまの徳性は森しん羅ら万ばん象しように偏在しているのですわね」

　だんだんと語ご彙いが特殊になって姉さんに似てきたな――わっ！

　その時、頭上からシャワーのようなものが降り注そそいだ。

「わっ！　つめたっ！　何なんだよ！」

　思わず見上げる。「シャワーのようなもの」ではなくてまさにシャワーだ。スプリンクラーらしき穴から水が噴き出ている。どうして洞どう窟くつにそんなものまであるんだよというツッコミを入れるどころじゃなかった。すぐにこんなアナウンスが始まったからだ。

『緊急警報、緊急警報、タヂカラのにおいを感知。消毒消毒。至急圧縮処分を行う』

「さすがですね、我がいとしの正統至純大神たまかぜさま。女装している人間が入ってきても、狭い洞窟の中でにおいを感知することでそれをあぶりだそうとは。太陽神であるとともに智ち恵えの神でもいらっしゃったのですか」

「誉ほめてる場合じゃないです！　もしかして私が男だってばれた……？」

「いえ、誰だれが男かの特定はできないシステムなのでしょう。それなら会話の内容でとっくにばれているはずですわ」

　じゃあ、逃げ切れればなんとかなるか――――ん？　背後から何かうろんな音がする。

　いや、音よりも先に視覚がそれをとらえた。

　人間の情報量で一番多いのは視覚らしいから、当然か。

　ちなみに何だったかというと、大きな岩だ。

「この時間にトラップですか……仕方ない、逃げましょう」

　やたらと冷静な立山さんとともに僕はひたすら前に走る。気を抜いたら本当に殺される。これは対男用トラップだからだ。兄さんは男には容赦しない。

「はあ、はあ……」

　まずい。また息があがってきたらしい。でも、立山たてやまさんにとってみればこれくらいのトラップは――――あれ。

　立山さんのペースが遅い。僕の少し前をなんとか走ってる状態だ。

　むしろ、このまま倒れてしまいそうな雰ふん囲い気きじゃないか。

「はあはあ、まずいですわ……誠に申し訳ないのですが、あと数分で逃げ切らなければわたくしは終わりです……」

　いやいやいや！　なんでこんなにばててるんだ！　この人、そこまで朝型だったっけ？　とにかく逃げないと！

　突然天井が高くなった。上が吹き抜けになっている。でも、そんなこと気にしている場合じゃない。空を飛べるわけでもないし、止まっていれば岩の下敷きになる！

　でも、立山さんは足を止めた。その視線の先には岩の中に埋め込まれた自動券売機のようなものがあった。

　ショートカットコース　５０００タマカネ

「これですわっ！」

　立山さんはすぐさま胸に手を突っこむと、１０００タマカネ紙幣を五枚投入した。

　はるかかなたの天井から縄なわ梯ばし子ごが降りてくる。

「これで洞どう窟くつをクリアできます。また一歩、玉風たまかぜ様に近づけます！」

　立山さんが歓喜する。僕だってうれしい。やっとこの辛しん気き臭くさい洞窟から抜けられる。

　でも、そのはしごには隅にこう注意書きがあった。



使用上の注意

本品は女性一人用（最大重量４７）です。男性の重量だとちぎれるのでご注意下さい。



　その途端、僕は立山さんの殺気を感じた。

「この梯はし子ごはわたくしのものです。わたくしの５０００タマカネで買ったものですわ」

　岩はだんだんと近づいてくる。

　どうせ、言い争いをしている暇はない。

　立山さんが必死なのは仕方ない。生きるか死ぬか、兄さんにたどりつけるかどうかの瀬戸際なのだ。昨日や今日成立したばかりの僕との共闘関係にさほどの意味はない。

　僕だって逆の立場なら同じことをするだろう。それで那智なちが救えるのなら。

　でも、これは二者択一のゼロサムゲームじゃない。

「じゃあ、２０００タマカネ貸してください！　それでもう一つ梯子を買えます！」

　僕も３０００タマカネならある。自分用の梯子を購入すればそれでいい。

「ですが、誠に申し上げにくいのですが、殿方の体重では切れてしまうのでは？」

「私の体重は四十七キロなんです！　ぎりぎりなんとかなります！」

「……ひどくお軽いのですわね」

「だからお金を貸して下さい！　お金が足りないんです！　確か立山たてやまさんは２００００タマカネは財布に入れてましたよね!?」

　まだまだ立山さんはお金を持っている。梯はし子ごを分け合わなくたって、二人が生き残る方法はちゃんとある。

　だから、これで二人とも助かるんだ。



「誠に申し上げにくいのですが、お断りします」



　ぴしゃりと跳ね除のけるように立山さんは言った。

　何を言われたのか意味がわからなかった。

　だって、この場で断られるということは、つまり……。

「岩が近づいてます！　間に合わなくなります！　死んじゃいます！」

「はい、はっきりと申し上げますが、このまま死んで下さいませ。ミタマさん、あなたはわたくしにとって史上最強天地開かい闢びやく以来の邪魔者ですわ。そして、ここで死んでいただけるとしたらまさしく天の与えたもうた配はい剤ざいではないでしょうか」

　舌を少しだけ出して、悪意に満ちた笑み。

　僕は初めて立山丹生にうの本性を見た気がした。待てよ、単に純真なだけの少女が兄弟姉妹の殺し合いなんてできるか？　あるいは仮に純真なだけだったとして兄弟姉妹の殺し合いに参加してまともなままでいられるか？

　それでも解げせないことがある。

「ど、どうして僕が立山さんの邪魔者なんですかっ？」

「だって…………だって、ミタマさんはわたくしのライバルですから」

　一瞬、何を言っているのかわからなかった。いや、二瞬しても三瞬しても同じだ。ライバルって立山さんは保護権いらないはずだし…………。

「意中の人のために保護権がいるだなんて言葉に危うく騙だまされるところでしたわ。ミタマさんも玉風たまかぜ様に恋心を抱いておったのですね。しかも、女として兄のことを見ていたっ！」

　えええっ、何言ってるんだ、この人!?

「証拠はあります。まず、女装が異様に似合っていたこと。ここまでのミタマさんの挙きよ措そはあまりにも自然すぎました。その二、ミタマさんは玉風様と一緒にお風ふ呂ろに入ろうとしましたわね。これは積極的に玉風様を求めておられたがゆえにほかなりません！」

「ありえない、ありえない！　風呂入ったって小学生ですよ!?　そんなわけない！」

「そして、なによりも先ほどの玉風たまかぜ様のあのただならぬご様子。完全にあなたを女として見ている目でした。認めたくないことですが、あんな顔をわたくしは一度もされたことなどありません！　しかも今さっきも兄に逢あいたい逢いたいとしきりに訴えられておりましたわ。『逢う』という言葉に性的な意味があるのはあなたもご存じのはず。つまり心だけでなく体も求めているということになるのですわ！」

　そんな無む茶ちや苦く茶ちやな！　兄さんのところにたどりつけば那智なちのための保護権が手に入るんだから会いたいに決まってる。なのにこの人はマジで僕ら兄弟に恋愛感情があると思ってる。くそっ、どう説明すればいいんだ？

「私には彼女もいますっ！　兄さんに興味なんてありません！」

「そんなこと何の信用にもなりませんわ。玉帝風神たまかぜさまは神にも等しいお方なのです。男だって女だって神は愛するではありませんか。ですから男のあなたが玉風様を好きになることだって十二分にありうるのですわ。

　なので、あなたとはここでお別れです。誠に申し訳ないのですが、あなたは岩の下敷きになって下さい。わたくしもこの梯はし子ごがなければおそらくアウトでしたでしょう……ごきげんよう。ミタマさんのことは神の妻となったわたくしの最大のライバルとして神話のなかで未来永えい劫ごう語られ続けることでしょう！」

　立山たてやまさんは手を振って、梯子をあがっていく。

　いっそ、あの梯子を引っ張って落としてやろうかと思ったが、そんなことをすれば、逃げ遅れるだけだ。怒りで生存の可能性をゼロにしてはダメだ。僕の目的は那智を助けることなんだから。もう、岩が迫ってきた。動くしかない！

「くそっ！　那智、待っててくれ！　絶対にゴールまでたどりつくから！」

　道はひたすら分岐もない一方通行。最初から侵入者を轢ひき殺すための設備なのか？　知るか、そんなことを吟味する暇なんてないんだ！

　空を飛びそうな勢いで走り抜ける。

　と、くぼみに足をとられた。

　あ、これはこける。時間がスローモーションになる。終わった。こけたところに岩が通り抜ける。無気力になったまま、地面に叩たたきつけられる。

　ああ、終わった。

　……………………あれ、終わりが来ない。

　振り返ると、手前の狭くなった道で岩が止まっていた。

　助かった。ただ、岩で道がふさがれたので引き返せない。

　とにかく行くしかないか。

　そして、そのまま一本道をしばらく行き、僕はコートに出た。

　コート、としか言いようがない。洞どう窟くつの中にしては不自然な人工芝が敷き詰められ、その上に白線が引いてあって大きな長方形が大きく二つに分けられている。

　どうやら３面のボスとの対戦が前提らしい。

「あ、もしかして修行者の人？　マジ、マジ？」

　コートの横のプレハブの控え室のようなところから、女性が一人出てきた。体操服姿で、髪の毛は広がらないようにくくっている。いかにも運動得意ですってオーラが出ている。

　僕は内心ほくそ笑んだ。

　これがボスなら勝てる。

　僕はルールを知っているスポーツなら、かなり活躍できる。もちろん身体能力が加味されるプロのレベルで戦うことはできないが、「体格の割にはやるな」と小学校から一貫して言われている。一度学んだことを99％実践できる能力は勉強だけじゃない。スポーツでもルールを知っているものならそれなりのポテンシャルを発揮できる。

　少なくとも単なる殴り合いなんかよりはるかに有利に戦える。

「アタシはこの３面のボスの玄武げんぶだよ。ここでは球技で勝負をしてもらうよ」

　よし、バスケ、バレー、テニス、ハンドボール、ポートボール、ゲートボール、ハーリング、卓球、水球、セパタクロー、球技のルールはマイナーなものまでかなり覚えている。

「ちなみに、このボールを使いまーす」

　玄武がプレハブの隅に転がっていたボール？　をかかげる。

　何だろう、ラグビーボールみたいなのにたくさんトゲがついている。ウニ？　あんなボールを使う球技聞いたことないぞ……。

「ここではアタシとンフラルディカボールで勝負をしてもらうよ」

「なんだ、そのゲーム！　聞いたことないぞ！」

「失礼な。ンフラルディカボールはレアニ共和国の首都ンフラルディルではじまった立派な球技。トゲつきのボールを敵に投げつけたりして、５アリクレーラ先取したものの勝ち。エルテーニ制を導入してるローカルルールも多いけど、今日は共和国公式ルールのほうでいく」

　何なんだ？　固有名詞がことごとく初見だぞ？　というか、そんな国あるのか？

「じゃあ、行くよ。君、身長は何センチ？」

「百五十六」

　かなり僕の背は低い。ほうっておいてくれ。

「じゃあ、アタシは百六十二だから先攻」

「背が高いほうが先攻なの？　子供、圧倒的に不利じゃないのか？　先攻が有利なルールか知らないけど……」

「では、いきマース！」

　と、いきなり豪速球が飛んできた！

「な、なんとか取れ――ぶっ！」

　回転したトゲを止めることなんてできない。しかも、このボール、やたらと重いぞ。僕はそのまま吹き飛ばされる。

　くそ、そっちがその気なら、僕も本気で行くぞ。これでも男なんだ。女子に負けてたまるか。ぶつけ返してや――

『ぴーっっっ』と玄武げんぶが笛を鳴らした。

「ンガリョーシ、ンガリョーシ！　はい、ファールしたからボールを早く渡して！」

　な、なんかルールに抵触したらしい……。仕方なくボールを向こうに転がす。その直後、またトゲ付きボールをぶつけられて吹っ飛ぶ。くそ、次はファールをとられる前にボールを投げ――立ち上がろうとしたところをいきなり足払いされた。

「よしっ、ここはフミフミチャンス！」

　名前のとおり、玄武の靴で足を踏みつけられる。踏むのがアリな球技なんてあるか！

　…………。

　……………………。

　その後も謎なぞの反則をとられたり、いきなり鈍器で殴られたり、やってられない。

「そもそも、そっちは何アリクレーラ得点しているんだ？」

「54アリクレーラ」

「すでに僕、負けてるじゃないか！」

「いいや、１００アリクレーラ取るまでは四捨五入で０点とするよ」

「あ、なるほど……いや、それだったら５点先取っておかしくない？　ああ！　もう訳わからない！」

　まずい、この勝負、圧倒的に僕に不利だ。

　僕は未知のものに対する免疫力・対応力が著いちじるしく低い。

　聞いたこともないゲームでルールもわからないまま勝つことは不可能に近い。

　五分後には、僕は疲弊して芝生に倒れこんでいた。

　なんてことだ、立山たてやまさんと別れた途端、先に進めなくなるだなんて格好悪すぎる……。

「あら、これじゃ、フィンテルタイムに入る前に勝負アリかな？　でも、勝負を投げちゃいけない。スペイン代表のベッセネ・アフラズディーノも言ってるだろ。『奇跡は起こすんじゃない、起きるんだ』って」

　その格言、格好悪いだろ。

　まずい、このままじゃ殺されてしまう……。でも、僕の特性じゃどうしようもない……。

　過去にも幾度もピンチはあったけど、こんなしょうもない割に辛つらいピンチは初めてかもしれない。

　と、地面にくっつきそうになっている耳に足音が響くのがわかった。まさか、玄武が足踏みし始めるわけもないだろうから、第三者が来たらしい。

　立山たてやまさん？　まさか、彼女が助けに来るわけがない。それにこのマイペースな少しおっとりした足音は聞き覚えがあるのだ。少なくとも、立山さんとは違う。

　僕はなんとか視線を上に向け――――そして目が合った。

　涙珠るいしゆと。

　誰だれが間違うものか。この洞どう窟くつにあんな真っ白なワンピースでやってくる人間がほかにいるとは思えない。まして、指に糸をやたらと巻きつけている人間がこの世に何人もいるわけない。遠出なのかリュックサックも背負っているが、そちらも白。

　思わず、「る、るいしゅ？」と叫びかけたが、その失態は先に涙珠の言葉がかき消してくれた。

「あなた、誰ですか？」

　そういえば僕は女装中だったのだ。

　そして、涙珠はそのことに気づいていないようだ。

　確かに洞窟内は全体的に薄暗いし、僕が女装しているなんて前提でスカートの人間に接しはしないだろう。

　でも、そもそも涙珠はどうしてこんなところにいるんだ？

　とにかくチャンスだ。ここは涙珠に助けを求めて形勢逆転を――

「あれ、まさか、兄さん？　いや、そんなわけないですね、すみません。私の兄さんが恋人の命を助けようとしている時に女装趣味に走るわけがないですよね。こんな状況でそんな享きよう楽らくに身を落としているのがわかれば、即座に一族の恥としてこの糸で絞め殺すところです。お母様や姉さんが許しても私が許しません」

　とても言い出せなくなった。

「おっと、君も新たなる挑戦者か。ンフラルディカボールで勝負してもらうよ」

　まずい。いくら涙珠でもあんな奇怪なゲームで戦えるとは思えない。お世辞にも涙珠は運動が得意に見えるタイプではないし。



「嫌です」



　きっぱりと涙珠が言った。

「嫌と言われても、そんな……」

　この反応には玄武げんぶもとまどっているようだ。全面拒否だからな……。

「なら、そのゲームのルールを詳細に説明しなさい。その義務があなたにはあります。そもそもルールをお互いに知らないゲームなどありえないではないですか。まずは、この白線にいかような意味があるかから順序よく初心者にもわかりやすく説明しなさい」

　言われてみればそのとおりだ。ルールを知らない人間に勝ち目などあるわけがない。

　てきめんに沈黙する玄武げんぶ。このスポーツ、やはりインチキだったのだ。

「化けの皮がはがれました。では、こっちからゲームを提案させていただきましょう」

　涙珠るいしゆはポケットから糸の束を玄武に投げ渡した。

「『いとえじき』というゲームをしましょう。ルールは簡単、この糸で敵を三十秒縛り上げれば勝ちです。わかりやすいでしょう？」

　玄武の顔がにやける。それなら力業で自分が勝てると思ったのだろう。しかも、涙珠のほうには指に細い糸を結びつけているだけだ。「ああ、いいよ」とあっさり承諾した。

「では時間無制限で今からはじめさせていただきます」

　すぐに涙珠の手の中の糸が一斉に伸びた。見慣れた光景だ。涙珠の糸は自在に伸縮するようになっている。

　異変に気づいた時には玄武は何重にも縛られていた。

「うっ……くっ……くっ？」

「では、三十秒はからせていただきましょう」

　と言って今度はストップウォッチを取り出す涙珠。

「ぎ、ぎ、ぎぶ……ギブです！」

　すぐに苦しくなって玄武は降参する。糸で涙珠に勝てるヤツなんていない。

　あの糸は【信義の糸】という。糸を切れるのは信念を持ったものだけだ。

　で、こんなウソだらけのゲームを持ち出すヤツに信念なんてない。

「降参を認めるというルールはありません。時間まで耐えて下さい」

「う……く……あっ……ひ……で……………ぶ…………ぎ………………………………じゅ、三十秒経たったっ！　助けて！」

　いきなり玄武が叫び出した。頭の中で必死に数えていたんだろう。途中から顔が青くなったり赤くなったりしていて、体が異常事態なのを示していた。でも、涙珠は、

「いいえ、まだです。ああ、ちなみに、もしかして、『一分』の六十分の一を『１秒』とする『秒』のことと思ってらしたんですか？　私の言っていたのは『ビョー』という別の単位です」

　ものすごい屁へ理り屈くつが飛び出した。

「そんな卑ひ怯きよう…………ち、ちなみに三十ビョーってどれぐら……」

「約五か月です」

　それを聞いて、玄武は失神した。

　この勝負、涙珠の圧勝。やっと涙珠は糸を緩める。ホームグラウンドのコートで玄武はつぶれたカエルみたいにべたんとのびていた。

「これで私の勝ちですね」

「た、助かりました、ありがとう……」

　とりあえず口調くらいは僕のものと変えておかないとばれる。

「礼ならいりません。私の道の邪魔となるから敵を除いただけです。けれど、そんなていたらくでは長生きできませんよ。言われたルールに従うだけなら、どんな愚者でもできます。そんな堕落した生き方をして恥ずかしくないのですか？」

　あ、なんか安心した。いつもの涙珠るいしゆだ。堕落というキーワードが出た。

「何をにやついているのですか。というか、ここはどこなんですか」

　まさか、何も知らないで洞どう窟くつの中まで来たっていうのか？

「じっとしているなら置いていきますよ。ここに兄さんがいるはずなんです」

　涙珠は照れたように顔を背そむけて歩き出した。

「ミタマ兄さんと玉風たまかぜ兄さんが」



    

  
    
      


３　ぼくの妹の残念な秘密がわかった



「玉風兄さんが洞窟の先にいることは知っていました。けれど、すっかり迷ってしまいました。そして、洞窟の中を逍しよう遥ようと彷徨さまよっていたら、身勝手なルールを押し付ける愚者を見たので、糾ただしたまでのことです」

　涙珠は参加費など払わず、洞窟に横道から入ったらしい。山の周囲を鉄条網で覆おおうことなんてできないだろうし、迷い込む人間もいるだろう。そういえば、電話がかかってきた時も涙珠は暗いところにいると言っていた。この洞窟の中ならぴったり符合する。

「さて、こんなところで立ち話もなんですし、移動しましょうか」

　確かにひっくり返ってる玄武げんぶの横で語らう気にもなれないし。

　ちなみに、玄武にボコボコにされたと思ったが、痕あとや痣あざになるケガはまったくない。服も人工芝のせいか汚れてない。女性にはなんだかんだでやさしい設計だ。

「ところであなたはどうしてこんなところをうろついているのですか。もしや巨大なお化け屋敷だとか？　ですが、さっきの女は体操服を着ていましたね。上はせっかく白が基調の服なのに、ズボンは紺色だったのが残念です。ああ、白は本当にいい色ですねえ」

　途中から白についてのことに話題がシフトしかけていたが、最初の質問に答える。

「ここは陽勝ようしよう仙人の霊場なんです。修行場が全部で四つのステージになってて、すべてクリアすると保護権がもらえるって」

「つまり、不老不死を求めて？」

　涙珠るいしゆの目がきつくなる。なんとか生き延びようという発想があさましく見えたのだろう。でも、僕はそこまで腐っていない。

「私はいいんです。でも、友達がつまらない理由で殺されてしまうんです。でも、今の法律ではどうしようもなくて。だから、保護権をその子のために使おうと思ったんです」

「いい心がけです」

　涙珠の目が少しゆるんだ。涙珠は真面目まじめでひたむきな人間にはやさしい。

「それで３面の洞どう窟くつにまでは来たんですけど、さっきのボスの子にひどい目にあって、そこを神倉かみくらさんに助けられたというわけです」

　神倉さんと呼ぶのは変だけど、涙珠と呼ぶわけにもいかないし、仕方ない。

「ほう。しかし、あなたの様子ではとても１面や２面を越せたとも思えないのですがね。それとも頭を使えばどうとでもなるような問題だったのでしょうか」

　会話の最中も涙珠は休むことなく歩き続ける。一度目的を決めたら涙珠は止まらない。

もっとも、まだボスのところから三分くらいだけど。

「途中まで立山たてやま丹生にうという人とご一緒してたんですが、はぐれたというか置いてけぼりをくらってしまって……」

　涙珠の足がぴたりと止まった。

「あの人が来ていますか。まずいですね、急がないと手遅れになります」

「手遅れって……？」

「玉風たまかぜ兄さんが殺されます」

　今度は僕の足が止まる番だった。

「立山さんは玉風さんのことを深く愛していると言っていました。まさか！」

「ええ、彼女は本気ですし一いち途ずです。ですが――――」

　涙珠は自分の指の糸を前に一本伸ばした。

「その初手がずれていれば、引かれた直線はどこまでもずれていきます。彼女なりの愛の実現のために玉風兄さんは殺されるでしょう。急がないと」

　まずいことになった。

　兄さんが死んだら保護権もパアだ――――じゃなくて実の兄が死ぬのはあまり楽しいことじゃない。自分で手にかけた立山さんほどじゃなくても心に重く横たわるだろう。

　そういえば、僕は親しい人の死にまだ遭ったことがない。

「あ、でも……まずいかも……」

「何がまずいのですか？」

「立山たてやまさんはショートカットの梯はし子ごを少し前に見つけているんです。３面のボスがいたってことは、きっと３面のボスも通過したところまで抜けてしまったんじゃ……」

　涙珠るいしゆは突然その場に正座する。

　な、なんだ？　何が起こるんだ？　そして、ゆっくりと手を合わせて合掌。確かにうちは神主の一族だけど、そんな教義あったか？

「何やっているんですか？」と一応尋ねる。

「兄さんのご冥めい福ふくを祈っています。立派な英霊になって下さい。死後はこもらずに四十九日経たったら成仏して下さい。天国はイメージ的に白っぽいですし、よいところですよ」

「そんな！　諦あきらめるの早すぎる！」

　とは言ってみたものの、確かに絶望的な気もする。４面の内容が何かは誰だれも到達してないから知る由よしもないが、あの立山丹生にうが手こずる内容が想像できない。迷路のように時間のかかるものでなければ、もう兄さんの元にたどりついていてもおかしくない。

「もう、十時をすぎていますし、今日は寝ましょう。きっと、兄さんが夢ゆめ枕まくらに現れるでしょう。最後まで引きこもり続けた男嫌いの兄さん」

「でも、立山さんと別れてからまだ一時間ちょっとです！　間に合うかも！」

　涙珠はすっくと立ち上がると、僕のほうにくるりと振り向く。

　なんか行儀作法の練習をしているようだ。

「あの、何時に立山さんと別れましたか？　できるだけ具体的に。言いなさい」

「え、え、え……確か八時四十五分くらいだと思いますけど……」

　岩から助かった後で見た時に五十分くらいだった覚えがあるからそんなものだろう。そのあと、小一時間さまよって玄武げんぶのところにたどりついた。

「あ、じゃあ、ひとまず大丈夫です」

　あっさりと涙珠が言った。

「今の時間はあの人は寝ています。あの人は九時には必ず寝ます」

「子供かよ！」

　思わず、素で突っこんでしまった。何時に眠ってもいいけど、今日それは不適切だろ。愛する玉風たまかぜ様の前だぞ。好き好き大好きな許婚いいなずけの近くまで来てるんだぞ。

「いいえ、寝ます。あの一族は午後九時には寝て、翌日午前九時まで十二時間寝るんです。そういうライフスタイルなのです。ショートカットをした直後に眠ったはずです」

　そういえば。

　昨日も立山さんはスイッチ切れたようにばたんと眠ったよな。あれがまさに九時前だった。今日もやたらと眠そうで、置いていかないでくれと弱気なことも言っていた。

「あの家は、地じ獄ごく谷だにという年中硫黄が出ているところに住んでいるから、変な習慣がいろいろとあるんです。ちなみに立山さんの好物はカエルです。鶏肉のような味で美味だそうです。白いカエルなら食べてもいいですが、白いカエルは瑞ずい兆ちようのしるしなんですよね」

　とにかく時間的猶予があるならそれでいい。寝るまでの数分の間に兄さんのところまで行ってしまうとまずいが、会った直後に殺すなんてことはしないだろう。というか、兄さんが殺されるということがいまいち信じられない。

「さて、ひとまず時間が生まれたことですし、しばらく休みましょうか。私も二十四時間以上洞どう窟くつ内をさまよって疲れているんです」



　というわけで、僕らは数時間仮眠をとることにした。

　確かにこれですぐに洞窟を抜けられればいいが、徹夜明けのまま先に進んでなんとかなるほど生なま易やさしいものじゃないだろう。残るは順序からいって朱雀すざくって名前のヤツだろうけど、あの玄武げんぶの容赦のなさからして、ろくなのが来るとは思えない。

　ちなみに地べたで寝る必要はなかった。玄武が出てきたプレハブ小屋にベッドがあったのだ。どうも参加者が来た時だけ、ここで宿直業務をしているらしい。

「狭いですが、かりそめの宿には十分でしょう」

　涙珠るいしゆの言葉のとおり、狭いホテルという感じのテレビと冷蔵庫と机くらいしかない部屋。扉の裏側に「退出時は必ず電気をチェック！」と張り紙してるし。式しき神がみって自由に出し入れできないのかな……。

「五時間ほど寝ましょう。ボスを倒したのなら、ここから先は楽でしょうけど、兄さんは性格が悪いのでわざわざ難易度を上げている可能性もあります」

　そう言うと、さっさと涙珠はベッドに入っていった。

　当然ベッドは一つだけ。

　つまり、涙珠と同じベッドで眠ることになる。

　それはいろいろとまずいだろ。なんというか倫理的にアウトっぽい。「男女七歳にして席を同じくせず」という言葉が儒教にあったはずだが、まったく守っていない。しかも片方が女装しているとかアブノーマルすぎる。

「何を硬直しているのですか。もしや、立ったまま眠る習慣でも？　うちのメイドの五十鈴いすずさんもそのような特技をお持ちでしたが」

「さすが軍隊あがりですね」

「あれ、なんで五十鈴さんがあの千せん狗く隊たいの賢島かしこじま五十鈴だと？」

　あ、やべ。

「あ、そうだったんですか……いやあ、五十鈴っていうとあの五十鈴さんかなあと……」

「では、寝ましょう。それなりの睡眠時間をとらないと頭が冴さえませんからね」

「いや、それがまだ眠くないかなあって……」

「そんなことではいけません」

　糸が伸びてきて、僕の腕を引っ張る。こんな使い方もあるのか。

「あなたもご友人を救いたいのでしょう？　ならばしっかりと休養をとるべきです」

　もちろん、そうなんだけどさ。あまり強硬に反対しても怪しまれるし、寝るか。横で眠るくらいで何かが起こるわけじゃない。

　平常心を意識しながら涙珠るいしゆとは逆側の通路のほうに顔を向ける。

「ところで、あなたは、どこから来られたのですか？」

「し、静岡しずおかから……」

　言ってからしまったと気づいた、それじゃ姉さんのところから来たとばれるだろ！

「そうですか。私は大阪おおさかの来栖山くるすやまという田舎いなか町から来ました」

　よかった。出身地と解釈されたらしい。

「遠方のあなたにも友達を救えるという夢や希望を与えられたとしたら、少しはあの堕落しきった兄さんにも価値があるということなんでしょうね」

　自じ嘲ちよう気味な涙珠の声が響く。

「そんなにお兄さんのことを悪く言うべきじゃないと思います」

　つい言葉をはさんでしまった。むしろ、兄さんをダメ人間だと言っていたのは僕だろうに。立山たてやまさんにひどい言葉を吐いた時にもキレたし。けど、自分で悪く言うのはいいけど、ほかの人間に悪く言われると多少むっとする。身内意識が残ってるのか。



    

  
    
      



    

  
    
      

「では、あの人がどんな人かお聞かせしましょう。玉風たまかぜ兄さんは、自分が見たくないことに徹底して逃げていきました。部屋にずっとこもって、与えられたもののうち、自分の欲するものだけを取捨選択して生きていく日々。許婚いいなずけの立山たてやまさんを最初受け入れたのもそうでした。ですが、それは実験ケースで生かされる白色のマウスと何も変わらないのではないでしょうか。どうせ、私たちはどこかで外に旅立たないといけないのです」

「でも、陽勝ようしよう仙人はちゃんと山にこもって悟りを開かれました」

　あれだけの式しき神がみを召喚しているんだから、力は相当なもののはずだ。

「表面上はそうかもしれませんね。ですが、残念ながらあれは引きこもりの最終形態にすぎません。少なくとも、男性恐怖症が一切なおってません」

　なんていうか、やっぱりいつもの涙珠るいしゆだな。兄さんにはとにかく手厳しい。

　涙珠のなかの正義で見れば、兄さんの生き方は典型的な「弱者」なんだろう。でも、百六十七回殺されかけて、それで恐怖に抗あらがって生きろというのも酷なんじゃないのかとも思う。涙珠は多分百回も殺されかけたことはないだろう。

「この山ごもりも信念のゆえの行動なら私も否定などいたしません。しかし、これは逃避を重ねたすえに得た結果です。借金取りから逃げて山に入ったら偶然埋まい蔵ぞう金きんが見つかって金持ちになったとして、その人をすぐれた人間として評価できますか？」

「でも、神倉かみくらさんもお兄さんが心配だからこんなところまで来たんでしょう？」

　自分で演じててアレだけど、タマちゃんは善人すぎるな。

「別に玉風兄さんのためだけにここまで来たわけじゃありません」

　どこか弱々しい色を帯びた涙珠の声。

「ここには、ミタマ兄さんも来ているかもしれないんです。ちょうどあなたと同じような理由で。兄さんは危なっかしくてたよりない人ですから、私が見守ってあげていないとたいへんなことになってしまいそうで……」

　その声は僕が聞いたことがないほど、儚はかなく感じられた。

　そのまま涙珠がいなくなってしまいそうで、僕は思わず体と顔を涙珠のほうに向けた。涙珠もこちらに顔を向けていたので目が合った。叱しかられた子供のように、しゅんとしている。それは年相応の女の子の表情なのだけど、その分いつもの涙珠からはかけ離れていた。

「兄さんは贄川にえかわ那智なちという女子を救うために霊場に来ているはずなんです。これが最後の望みだという思いつめた気持ちで。そしたら男子禁制の霊場になっているなんて……」

　そうか、涙珠は僕が諦あきらめたと考えているんだ。事実、僕も途方に暮れたからな。

「きっと兄さんは絶望したでしょうね。中途半端な情報を提供した私は嫌われてしまったかもしれません……」

　あれ？　これが涙珠？　いつもなら「この程度のアクシデント、自力で乗り越えようとしないといつまでたっても成長などできませんよ」などと突き放すところだろうに……。

「そんなことないですよ」

　それ以外のどんな言葉を今の涙珠るいしゆにかけてやれるだろう？

「神倉かみくらさんが頑張ったのはきっとお兄さんも知っています。嫌ったりなんてしませんよ」

「本当に？」

「本当に」

　僕は涙珠の肩をぽんぽんと叩たたいた。どこか涙珠の体は冷えすぎているような気がする。

「お兄さんは幸せ者ですよ。神倉さんにこんなに心配してもらえているんですから」



「だって、兄さんのことが好きなんですから」



　たどたどしい声だったけれど、それは確かに僕の耳まで届いた。届いてしまった。

「え、それはどういうことかな？」

　落ち着け。どうせいつもの誤解だ。世の中、おしなべてそんなもんだ。良かったと思えばがっかりするし、悪く思えばたいしたことなかったりする。これもそういう類たぐいだ。

「文字通りの意味です。私は兄さんのことが好きなんです。実の兄のことが好きなんです。玉風たまかぜ兄さんも姉さんもいなくなって、気づいたら私の近くには兄さんしか残っていなくて、それで距離が近くなりすぎてしまって、私は余計な感情を抱いてしまった。これがほかの人にとっての『好き』なのかどうかはわかりません。もしかしたら、単に兄さんのことを頼ろうとしているだけなのかもしれない。でも、今の私にとってこれは『好き』と言えるものなんです。なのに、その兄の好きな人の命を守るために私も手を貸してしまっているんです。まったく、矛盾で満ち満ちた人間です。今もどうあるべきか、心が定まっていないんです。私はそんな堕落した人間です」

　心細いのか、涙珠は左手の指の糸を右手でつかむ。

　これ、僕はなんて言うことが期待されているんだ？　頑張れ。バカかよ。諦あきらめろ。自分が変だとわかって発言している人間に、したり顔でそんなこと言えるのか。

　ええと、確か、女子に悩みを打ち明けられたら、その時は聞きに徹すればいいんだよな。別にアドバイスなんて求められてないんだ。だいたい数時間前に会ったばかりの人間にカウンセラーの代わりなんてできるわけない。

　むしろ、僕は名前すら涙珠に告げていない。アヤだのユカだの適当に答えようと思っていたけど、涙珠はそもそも名前なんてもの自体に興味を示さない。

　僕が単なる一少女でしかないから、涙珠も逆に話せるのだと思う。姉さんや五十鈴いすずさんにも話せないだろうし、母さんは論外だ。いや、人格的に問題があるとか以前に親が子供にそんなこと言われてもどうしていいかわからなくなるだろ。

　――――つまり今の僕は路傍の石と同じ扱いで、

　――――だからこそ本来聞き取りようのない涙珠るいしゆの心の声を聞いてしまっている、

　――――そういうことだ。

　だとしたら……。

　悩んだ末の苦肉の策がこれだった。

　僕はもう一度背中を涙珠に向けた。僕の視界には通路とミニサイズの冷蔵庫。

「私は今から壁になります」

　声は涙珠のいない方向に飛ぶから少しだけ大きく。

「だから、なんだって言ってみたらいいんじゃないですか？」

「か、かべ？」

「そうです、壁です。ただし、私は『はい』とも『いいえ』とも『良い』とも『悪い』とも答えません。答えは全部神倉かみくらさんが出すこと」

　そんなに毒を体に溜ため込みすぎているなら、吐き出せばいい。僕も裏話を小出しにされたら、心臓に一番悪い。じわじわ拷問されるくらいなら一思いにやってくれ。というか、とにかくとっとと全部言ってくれ。

　そうでないと、こわい。

　兄として。男として。涙珠の気持ちが怖い。

　女心なんてわからないし、まして涙珠の思考回路なんてわかるわけない。いわんや、涙珠の恋心なんてわかるわけもない！

「こわい」

　これは、僕の気持ちの表出じゃなくて、涙珠の言葉だった。

　僕に思わず電話をかけた時と同じ涙珠の言葉。

　涙珠が僕の背中にしがみつく。そんな展開は予想しなかったけれど、壁になると言ったばかりだ。文句を言うわけにはいかない。

「少しだけ、こうさせて下さい。あなたといるとほっとするんです。あなたは兄さんのにおいがします」

　だって本人なんだから、なんて口が裂けても言えない。

「ダメですね。ここに来るまでに疲れすぎたようです」

　こんな素直な涙珠は涙珠じゃない。いや、僕が素直な涙珠を知らないだけなのか。

「ここは暗すぎます。ずっと闇やみが続いています。白と正反対の、こんな暗いところは私の一番苦手な場所なんです。入って三分くらいで泣き出しそうになりました。でも、兄さんが命を懸けてるところなんだと思ったら、進むしかなかった……ぐすっ」

　そういえば、洞どう窟くつの中で涙珠が歩いてくるなんてありえないことだった。

　闇に涙珠なんて豚に真珠くらい似合わない。キャラを壊してる。そんな無む茶ちや苦く茶ちやなことを涙珠はやってきたのだ。そして耐えきれず僕の声を聞くために電話までした。

　家族のため。

　涙珠るいしゆは一貫してそう言っていた。

　それはウソじゃないだろう。ここに来たのだって、玉風たまかぜ兄さんの回収目的だ。

　でも、家族のためだけにそこまで本気になれるだろうか？

　僕だって内心わかっていたんじゃないのか？

　それを都合よく隠そうとしていたんじゃないのか？

　向き合わずにすむならそうしようとしていたんじゃないのか？

　それで涙珠の力だけ借りようとしていたんだ。

　ずるすぎる。それは本当に本当に卑ひ怯きようすぎる。

　そんな鈍感な人間いないよ。態度で示されたらなんとなくわかるよ。気づかないふりで責任を回避するなよ。

「これが変だということくらい私もわかっています。けれど……うっ……ぐす……」

　涙珠はもう思いっきり泣いていた。僕の背中が冷たくなる。涙珠――――歌人の母さんがつけたこの名前はなるほど、いいネーミングセンスだと思う。汚れのない子に育ちますようにって願いが感じられる。

　でも、純真に生きようとしすぎて、涙珠は苦しんでいる。たまに母さんが口ずさんでいた昔の狂歌が頭に浮かんだ。



白河の清きに魚の住みかねて元の濁にごりの田沼恋しき



　清流って突き詰めると魚も住めなくなる。魚という不純物が住める程度に濁ってくれないとどうしようもない。涙珠は濁らないように白いように白いように生きようとして窒息しかけている。

「結局、ここに来たのだって兄さんによく思われたいからって気持ちがあるんです。そんなのじゃダメだってわかっているのに。人によく思ってもらうための努力なんて真の努力じゃない。結局私は堕落しているんです。この洞どう窟くつのように先が見えないほど……暗い、暗い人間なんです……ひっく！　もっと強くなりたい！」

　僕だって泣きたい気分だ。どうしていいかわかんないって泣いてなかったことにしたい。

　だけど壁は涙なんて流さない。ラクガキされてもボールをぶつけられても沈黙を守る。

　僕はどうするのが正しいのだろう。涙珠の言葉をすべて聞いたことにして、それと向き合うのか。あくまで壁として知らないままでいるのか。

　僕はこういうのダメなんだ。自分から何かを生み出す才能はないっていうのに。

　しばらく涙珠は泣き続けていたが、やがて力強い声で言った。

「よし、決めました」

　何をどう決めたんだ？

「贄川にえかわさんが殺されないことが決まったら、兄さんにはっきりと言います。それでボロボロになろうと悔いはありません。それが私なりの堕落しない生き方です」

　それは、つまり神倉かみくらミタマに自分の気持ちを言うということだ。

　その時までに僕はどんな答えを用意していればいいんだろう。

「さて、今は玉風たまかぜ兄さんのところに正しくたどりつくことを考えましょう」

　もう、壁は終わりでいいよな。

　気を紛らわすために聞いておきたいことを聞いておく。

「あの、私が陽勝ようしよう仙人のところにたどりついたら保護権はどうなるんですか？」

　涙珠るいしゆの目的は兄さんの回収＆僕を助けること。それは、まあ今までの流れからでもわかる。でも、那智なちを救うことは多分入ってない。

「それは、もちろんお友達に使ってあげて下さい。贄川さんとあなたの友達と、どちらがより生きる価値があるかなんて誰だれにもわかりません。どれだけ兄さんが頑張ったところで先を越されるならそれだけのことです」

　まあ、これなら結果的に那智が助かるからいいか。

「ありがとう、神倉さん。じゃあ、もう寝ましょうか。立山たてやまさんより先に着かないといけませんし」

　立山さんが兄さんを殺すとは思えないけど、保護権を自分のために使ってしまう可能性はある。別に使って消滅する権利ではないはずだけど、権利を持ち逃げされるリスクもあるし、とにかくややこしいことになる。

「そうですね。まあ、玉風兄さんを生かすことは簡単です。ただ、あの人を更生させるのが厄介なだけです。漫画を読んでも男キャラが出てきた瞬間、読むのやめますからね。男への免疫を、さて、どうしてつけたものか」

　ほんとに面倒な人だよな……。ひとまず、重い空気は終わった。実際は何も終わっていない。むしろ、那智が救われた途端、別の問題が浮上するんだけど、文字通りそれは那智が救われた後で考えるべきことだ。那智が生き延びれない結末には何の意味もない。

　ノドが渇いたし、冷蔵庫に入っていたポカエリアスでも飲むか。

「ちょっと、ジュース飲みますね」

　僕は立ち上がる。ふるまいが男っぽくならないように注意して。

「あ」

　なんか、涙珠の気の抜けた声。

　そういえば、何か違和感がある。とりあえず振り返る。

　そこにはウイッグが。つまり、女装用の髪が。

　涙珠に肩をつかまれた時に引っかかってとれたんだろう。

　いや、原因はどうでもいいんだ。問題は結果。

「に……に……に……に……兄さん？」

　涙珠るいしゆの声が裏返っていた。ここまで動揺する涙珠、きっと初めて見た。口が金魚なみにぱくぱくしている。涙珠ってこんなに表現力豊かだったっけ……。

　いや、現実逃避はやめよう。

　ばれた。

　ばれちゃった。

　正体がばれちゃった。

　ははははは。こういうのって漫画だと、ちゃんとわからないことになるんじゃないの？　こんなすぐにばれちゃってどうするんだ？

　僕らは無言で見つめ合う。言葉にならない。言葉にできない。

　沙さ漠ばくの真ん中で出会ったコブラとマングースくらい、出会ってはいけないタイミングで出会ってしまった二人。

「そうですよね」

　先に口を開いたのは涙珠。

「兄さんは男子禁制程度で諦あきらめるほどの弱者ではありませんよね。男であるということがばれた途端、殺されるかもしれないリスクを背負っても霊場に入ったわけですね。

　兄さんのこと、見直しましたよ」

　それはウソだ。こんな冷え切った声で見直す人間はいない。

　だから、僕は何も言えないまま、かたまっている。

「何もかも聞かれてしまいましたね」

「…………………………………………うん」

　さっと、いつもの冷めた「仮面」をかぶる涙珠。

「こんなことは、その……二度と言いません。贄川にえかわさんの件が片付くまで、それまでは私はただの妹であると誓います。私は贄川さんのために戦う兄さんを助けるため、玉風たまかぜ兄さんの回収のために赴おもむいただけです」

「あ、ああ……お願いする」

　涙珠の顔は冷静だ。表面上は。

　内面を読み取る勇気は僕にはない。

「でも、ずっと私を女装で騙だましていたことは許せませんね。何かお返しをしてもらわないと。まあ、それほど見事な女装だったというわけですが――――あ、そうだ」

　涙珠がぽんと手を叩たたく。嫌な予感しかしない。

「玉風兄さんを惚ほれさせなさい。立山たてやまさんよりも好かれるようになりなさい。それであの人も立ち直れるはずです。男に惚れていたとわかれば、あの人も目を覚ますでしょう。なんだ、男も女も似たようなものだと」

　もう、好きにしてくれ。

「寝ましょう。休養は大切です。私はただの妹です……。お気になさらないよう……」

　そして、無表情を装よそおって布団に入る涙珠るいしゆ。

「そ、そうだな……涙珠はただの妹だ……」

　なんでもないふりを装う僕。

　もちろん、僕はほとんど眠れなかったに決まっている。



「おはようございます……。昨日はよく眠れましたか？」

「いや、たいして眠れてない……」

「実は私も……」

　涙珠の目も白とはかけ離れて少し赤くなっていた。昨日泣いたせいもあっただろうけれど、眠れなかったせいもあるのだろう。

　告白まがいのことをされた直後に一緒のベッドで寝ましょうと言われて安眠できるわけない。いや、妹を変な目で見ているつもりはないけど、それでもあんなこと言われて平気でいられる人がいたらそのほうが異常だろう。

「あの、少しだけ弁解しておきますが、これは心理学的には簡単に説明できることだと思うのです。つまり、我が家には私が頼るべき父親がいなかった。そして、長兄の玉風たまかぜ兄さんも男アレルギーでとても頼れる人間ではなかった。その結果、消去法で一番マシな兄さんに心の内で依存するようになった――――多分、そんな理由だと思うのです」

「そうかもしれないな」

　そうだとしても、涙珠の感情に違いがないなら同じことなんだけれど。

「なので、私が健全な家族を回収し終えれば、この病理も回復するかもしれません」

　あえて、自分を病気扱いにしたのは涙珠自身も状況を肯定したくないからだろう。

「だから、だから、だから、私はいずれ父――――玉将たままさとも会うことになるでしょう。あの男を許すつもりはないですが、会うことで私も一歩成長できるはずです」

　そこが自分と涙珠の一番大きな違いかもしれない。自分は父さんと会いたくなんてない。このまま父さんが出てこなければ僕は那智なちに保護権を渡して幸せになれるのだ。

「ま、頑張って成長してくれ。僕は僕でやるべきことをやる」

　時刻は朝五時。まだ夜が明けきらない時間かもしれないが、どうせ小屋を出たら、外は薄暗い洞どう窟くつの中だったので時間はあまり関係ない。

　ちなみに涙珠は小さな白いカバンに入っていたらしい、別の白いドレスに着替えている。やっぱり女子は着替えいるよな。

「ボスも倒したわけですし、まっすぐ行けばすぐに地上に出られるでしょう。はい、すぐに出られます。時間的にはリミットまでまだ余裕はあります」

　涙珠るいしゆは自分に言い聞かせるように言った。

　立山たてやまさん復活までまだ四時間ある。確かに３面が迷路で４面も連続で迷路なんてことはないだろうし、ボスに手こずりさえしなければ間に合うはずだ。

「では今日も一日よろしくお願いしますね、タマさん」

　変な呼び名で涙珠が僕の裾すそをつかむ。

「なんだよ、タマさんって。顔のくどそうな猫の名前みたいだ。あと、つかむな」

「名前は兄さんを誤ご魔ま化かすためです」

「じゃあ、もう少し変化させろよ。ミを取っただけだぞ」

「あと、今はつかませて下さい……すごくこわいんです」

　そういえば、涙珠の手がふるえているような。

「洞どう窟くつは暗すぎます……おおいなる漆しつ黒こく……おおいなる深しん淵えん……無知と蒙もう昧まいの象徴……悪に最も近き色……気を強く持つのが困難なほどです……ここは光学的に観測不可能なダークマターで満ち満ちています……」

　そういえば涙珠って夜も絶対電気つけたまま寝るタイプだったよな……。たまに母さんが電気代を節約しろと怒ってた。祭りの日も夜店がにぎわう時間になる前に帰ってきてたし。白が好きなだけじゃなくて、黒も嫌いなんだな。

「ま、そのうち地上に出るさ。このまま行けば――」

　と、目の前に大きな立て札が。



おわび

本当は４面は溶岩の池を飛び越えるなどの地獄めぐりの霊場の雰ふん囲い気きを出したステージを構想していたのですが、火山でもなんでもない山を噴火させるとなると多大な精神力を必要とすることから、コスト削減のため４面も洞窟探検とさせていただきます。

（ボスは地上にいます）

陽勝ようしよう



「最悪だーっ！！」

「ここで一首。

　つかれはて黒く染まるる我が身かな　あしたを生きることもかなわじ」

「涙珠！　母さんにならって辞世の歌なんて詠よまなくていい！」



　結局、僕らは四時間さまようことになった。



　もし、僕だけなら半分くらいの時間で行けたかしれないが、涙珠るいしゆがふらつき、ついには卒倒したので、おんぶしていく羽目になったのだ。まさか涙珠に足を引っ張られるとは。

「こんなの、情けないにもほどがありますね……」

　背中から涙珠が弱々しく声を出す。まったくだ。昨日から涙珠は別人になっている。あの何事にも動じない力強さはどこにいったんだろう。

　だけど、実は僕がちゃんと涙珠のことを見ていなかっただけかもしれない。母さんや五十鈴いすずさんはこんな涙珠の一面も知っていたんじゃないか。まったくの憶測だけど。

「本当に神倉かみくら家の者として情けないです……」

「何々家の人間とかは関係ないだろ。皇帝護持の家だかなんだか知らないけど、それじゃ父さんになっちゃうし。でも、なんで神倉家って皇帝を守ることになってるんだろ？」

「兄さんは、家の歴史にはまったく疎うといですね。おんぶのお礼に説明してあげましょう」

　そんなわざとらしいことを言ったのは、涙珠に主導権を握らせて、気まずさをまぎらわすためだったのだけど、上う手まくいった。自分に好意を持ってる人間をおんぶするなんてやるもんじゃない。

「まず、神倉という言葉そのものが神聖な場所を示しています。いえ、『くら』という言葉そのものに神聖な意味があるとも言えるでしょう。考古学の教えに従えばこの国のはるか古代の倉はいわゆる『高たか床ゆか式しき』という構造をしていたそうですね。倉の部分が地上より高いところにあったわけです」

「確か、そうらしいな」

「そして、古代の神社の社殿もこの高床式倉庫に似たものであるということをご存じですか？　たとえば出雲いずも大社の古代の建築はとてつもなく高層の高床式だったという話ですが」

「あ、それも聞いたことがあるような気が……」

「つまり、高床式の建物である『倉』は神聖な空間と考えられていたわけです。これが貴重な食糧を貯蔵する場所だから神聖なものと考えられるようになったのか、神のいらっしゃる場所を一段高い場所に置くようにしたことを貯蔵庫に応用したのか、どちらが先かはわかりませんが。そして、しばしば山中の岩場を『くら』と呼びます。こういった岩場は一方で神の降り立つ場所と伝承されていることが少なくありません。実際、和歌山県新しん宮ぐうの神倉神社は驚くほど巨大な石そのものを祀まつっている神社ですからね。ここから言えることは『くら』は神聖な場所を意味する名詞だったということです。わかりやすく言い換えれば、神倉は神殿とでも言えるでしょうね。神倉家は神殿祭さい祀しの一族なのですよ。なら、あとは奉仕する神が皇帝というかたちをとれば――――」

「皇帝護持の家のできあがりか」

　多少はうさんくさいところもあるけれど、どうせ厳密に論証できる資料なんてないだろうし、そんなものだろう。

「もちろん、皇帝がイコール神だとは言いませんがね。でも、この国のシステムを神が作り上げ、なおかつ不老不死で宮殿にとどまっているとしたら、それは限りなく神に近い存在なのは間違いないでしょう。あ、やっと外ですね」

『洞どう窟くつ出口』の看板とともに光が差す。久々の地上の光はとてつもなくまぶしい。

　そのおかげか涙珠るいしゆも息を吹き返す。

「ああ、私は今、太陽神信仰の意味を理解しました」

「じゃあ、もうおんぶはしないからな……疲れた……」

　やっと涙珠が背中から降りた。三十分のおんぶはなかなかきついものがある。

「ああ……腰にきた……」

　その場で僕はうずくまる。いくら涙珠が軽くても三十分は長いし、僕もかなり軽いほうだからな……。

　しかも、まずいことに『ボス　この先　２００ｍ』という看板がある。

　正直、ボスと戦える状態じゃない。『ワギョンランド』（兄さんの部屋にあったレトロゲー）みたいにボス戦だけしりとりとか神経衰弱とかだったらいいけど。

　でも、回復をはかるには時計の時間が無情にも八時五十七分。

「急がないと、立山たてやまさんが目覚めてしまう……」

「――――仕方ありませんね」

　と、涙珠が腕組みをして僕の前に立った。

　光を遮さえぎるようにして。

「次のボスとやらは私が相手をいたしましょう。この糸でがんじがらめにしてやります」

「い、いいのか……？」

　正直、そうやってくれるなら本当にありがたい。次をクリアできれば那智なちを助けられるというところで、妹にやってもらうというのも格好悪い話だけど、那智の生死がかかっているところで面子めんつにこだわるのも愚おろかだし。

「はい、私はこれまでがウソのように元気です。ボスはお任せ下さい。兄さんはどうやってあのひきこもりを惚ほれさせるか考えておいて下さい」

「お前は光合成をする植物か」

「まずは、贄川にえかわさんを助けないと話が先に進みませんからね……」

　今更、涙珠はごまかしたりなんてせずに、そう言う。僕も逃げないつもりだ。もし、那智を助けた後に、涙珠に好きだと言われても、はっきりと「僕の好きなのは那智だ」と言ってみせる。そうでなければ筋が通らないし、なにより涙珠への侮ぶ辱じよくになってしまうから。

　でも、それもすべては目の前の敵を片付けた後だ。

　そして、このボス（どうせ順番的に朱雀すざくって名前）を倒せば兄さんは目の前。

　つまり、那智なちに保護権を渡すことができる。

　那智に連絡を入れておこうかと考えたが、携帯電話は圏外だった。まあ、今いま頃ごろ旅館でのんびりしているのだろう。

　さて、最後のボスの朱雀すざくは――――

　目の前には天てん蓋がい付きの石畳の舞台があった。天下一武闘会でも開けそうな感じだ。

　やはり最後は力ちから馬ば鹿かみたいなのが来るのかな。

　だけど、舞台の上にいるのは紺のブレザーにメガネをかけた長髪の少女。

　それが椅い子すに座って本を読んでいる。どうも、こっちには気づいていないらしく、ぶつぶつ何か口走っている。お経か何かだろうか？

「マクドナルドとドグラマグラって響きが似てる。テリトリーを地理トリーって誤変換したけど、だいたい合ってる。あわら温泉をあらわ温泉って誤って書いたらなんかエロい。スペースシャトルをスペシャって略すとなんか卑ひ猥わい」

　なんだ、ただの馬ば鹿かか。

　なんか見た目の割に知性が感じられないな。どっちかというと痴性。

「カート・ヴォネガット・ジュニアの名著『タイタンの妖よう女じよ』を『大胆な幼女』と――あら、まさか霊場の挑戦者ですか？　すごいですね。ボクの名前は朱雀。この４面のボス」

　容姿と一人称が一致してないぞ。兄さん、作りこみが雑になってないか？　こんなんでいいのか？

　そんなことはかまわず、朱雀は椅子の横にあった傘立てを前に押して運んでくる。

　そこには何本もプラスチックバットが入っている。

「ルールは簡単。このプラスチックバットで殴りあうだけ。場外に出るか、降参したほうの負け。おーけー？」

「見たところ、あなた、運動苦手そうですけど、いいんですか？」

　見た目では人のこと言えなさそうな涙珠るいしゆがつぶやく。

「自慢じゃないけど体育の跳び箱は二段しか飛べたことないよ」

　二段とか低すぎて逆に跳びづらいだろ。これなら涙珠でも楽勝だ。涙珠でも三段は跳べたはず。

「では、早々に退治させていただきますよ。あの引きこもりの逃亡男の眷けん属ぞくならたかがしれているでしょう」

　涙珠はプラスチックバットを一本取って、舞台にあがる。もちろんバットの色は白。

　だが、その時、朱雀がにやっと笑ったような……。

「行きます！」

　涙珠は舞台にあがるなり、バットを持って走っていく。光を浴びて調子がいいんだろう。あんな行動的な涙珠はそうそう見たことがない。

　――――一方、迎え撃つ朱雀すざくは、

「助けてえええ！　暴力反対！」と叫んで舞台の上を逃げ回っている。

　敵前逃亡？　そんなラスボス聞いたことないぞ!?

「待ちなさい！」

「怖いから嫌！」

「そんなていたらくで、恥ずかしくないんですか！」

「恥ずかしくないもーん！　ボク、文系だもん！」

　なんだよ、この茶番。兄さん、式しき神がみ出しすぎて力尽きたのか？　４面を作ってないあたりからして、怪しかったけど。

「逃げながら質問！　君、陽勝ようしよう仙人に会うためにここに来たんだよね？」

　走りながら、朱雀が変なことを尋ねる。

「当たり前です！　兄さんに会って性根を叩たたき直してやります！」

「仙人の性格を叩き直したいと思ってるね？」

「そうですよ！　今言ったじゃないですか！　だから何なんですか？」

　ほんとにそうだ。意図が読めない。

「君、好きな人がいるよね？」

「……お年とし頃ごろですから、それくらいいますよ！　いい加減止まりなさい！　バカにしてるのですか？」



「――――それは実のお兄さんだね？」



　わずかに間があいた。

「…………ち、ちがいますっ！」

　涙珠るいしゆは大声でそう答えた。そりゃ、正面から堂々と他人に聞かれて「はい、そうです、ブラコンです、近きん親しん相そう姦かん希望です」なんて答える人間はいないし、答えられても困る。すべては那智なちを助けてからと涙珠も言っているのだし、変なことは何もない。

　だが、答えた瞬間、涙珠の動きが不意に鈍にぶった気がした。

　まるで水中に投げ出されたように、突然に。

「君はその実のお兄さんとキスをしたいと思ってるね？」

　朱雀はさっときびすを返すと、ようやく涙珠に向かっていく。

　罠わなにはめた確信がその顔にはある。

「そんな破は廉れん恥ちな願望なんてありません！」

　また涙珠に異変が起きる。おもりがずしりと乗ったように、肩が下がる。そこを走り抜けざまに朱雀が脇わき腹ばらを叩いていく。

「あのね、ボクは本を読みまくったおかげで人の心が手に取るようにわかるの。もちろん、その人の隠したいこともね。ボクは人の都合の悪いことをたくさん質問する。そして、人はウソをつく。この舞台でウソをつくとね、体が重たくなるんだ。罪悪感が実際の重さとして加算されるようにできてるの。

　まあ、何がウソかどうかはその人だけしか知らないけどね。

　今のだって偶然、動きが鈍にぶっただけかもしれないし？」

　朱雀すざくがとても残忍な笑みを浮かべる。明らかな挑発。

「そうですよ……今のはちょっと腹痛がきただけです。重くなるなんてことがあるわけないじゃないですか……」

「そっか、それは運がよかったね。ボクの仕事は挑戦者の心の闇やみを暴いて動けなくさせることだから。逆に言えば、ここに来れるくらい体が丈夫で、心の闇も克服できるくらい強い人ならその人は悟りを得たといってもいいんじゃないのってわけさ」

　腐っても兄さんは偉大な行者というわけか。認めたくないものを提示して敵を混乱させる、そんな式しき神がみを召喚する程度の能力があるわけだ。

「君、兄さんとキスだけじゃなくてもっとえっちなこともしたいと思ってるね。あ、そっか、そんなふうに押し倒されたいのか。ねえ、そろそろ認めたら？」

「いい加減にしなさい！　名誉毀き損そんで訴えますよ！　うっ……」

　涙珠るいしゆの動きは明らかに緩慢になっている。蜜みつでからめとられたみたいにキレがない。そこをバットで狙ねらい撃ちされていく。

「別にいーじゃん。だって、どうせここには男なんていないはずだからさぁ？　お兄さんだっていないはずじゃん？」

　その顔。にやけた性格の悪い顔。

　朱雀はすべて知っている。

　それが洞察力によるものなのか、心を読む能力でもあるのか、それはわからないけど、とにかく僕の正体はばれている。

「あ、そこで立ってる子も、参戦してくれてもいいよ？　同じようにいろいろ質問してあげるからさ？」

「絶対に来ないで下さい！　理由はわかるでしょう!?」

　答えはこれだろ。

　君は男だよね？　と聞かれたら終わりだから。

　僕は絶対に「はい」と答えられない。「いいえ」を繰り返す。すぐに体は動かなくなる。

　つまり、僕が加勢に入ることは不可能。厳密には加勢には入れるが戦力として機能しない。でも、だからってこのままじっとしていていいのか？

　目の前で妹がずっと殴られ続けているのに。

　目の前で自分のことを好きと言ってくれた人がずっと殴られ続けているのに。

「絶対に入らないで下さい。いいですか、絶対です。ここではあなたには一切協力できる手立てがありません。無意味なことに義務感を覚えるなど愚おろかなだけです！」

　涙珠るいしゆははいつくばりながら、そう僕を止める。冷静になれば冷酷になればそうなんだろう。でも、でも……。

　無意識のうちに唇を噛かんでいた。いわゆる鉄の味。涙珠の痛みの代償行為。

　なあ、涙珠、もういい。すべて認めてくれ。

　お前が自分の望みを肯定したら、おもりはなくなるはずなんだ。

　だから、僕は舞台に――――

　でも――――その前に舞台に誰だれかが上っていく。

　いったい、この場に誰が？　まさか、立山たてやまさん？　いや、そのシルエットは違う。

「よーし、ここはわたしが引き受けたっ！」

　僕も涙珠も朱雀すざくも全員の目が釘くぎ付づけになった。

　それくらい、舞台に入ってきたその人物の姿はありえなかったから。

　片手に松まつ葉ば杖づえ、片手にプラスチックバット。

　間違いなく、贄川にえかわ那智なち。

「どうして那智がここにいるんだ！」

　新たな加勢を前に僕は感謝とか喜びよりも悲鳴のような疑問を叫んでしまった。あの足の悪い那智がここまで来れるわけがない。何か自分の知らない場所ですべてが決定してしまっているような居い心地ごこちの悪さがある。

「ショートカットがあったよね。あれを昨日のお昼に試してみたんだよ」

「ショートカット？」

「ほら、この下はショートカットって親切な人が書いてあったよね。『４面への近道』って。崖がけ注意の看板の横に」

　ま、まさか、あの崖を落ちたのか？

「そしたら、下に大きなクッションがあってね、その横に４面へ通じるトンネルがあったの。足が悪いから時間がかかったけど、なんとかたどりついたよー」

　つまり、那智は信じたのだ、あの看板のラクガキを。

　ちゃんとした看板に書いてあるならまだわかる。でも、どう考えても誰かのイタズラでスプレーで書いたような、あれを信じられるって、そんなバカな……。

　でも、那智ならありえる。那智はそういう人間なのだ。

　そして、ここにまでたどりついた。

「うわ……まさか、あんな誰も見つけられないだろうって思ってた裏技を発見するなんて……どんだけやりこみ系のゲーマーなの？」

　さすがに朱雀すざくもびびっている。ほとんど自殺だからな……。

「わたしはゲームは詳しくないよ。ただ、心優しい人が書いてくれてたアドバイスを信じただけだよ。信じる者は救われる！」

　普通は「正直者はバカを見る」だろうと思ってこんなことはしない。やはり、那智なちは特別だ。

「ま、いいや。何人相手でもボクは人の心の闇やみが読めるんだから――――さあて、那智ちゃんの心の闇は？」

　でも、朱雀は余裕の表情だ。確かに足が悪い助すけっ人となんて怖くはないのかもしれない。やっぱり、どうしようも……。

「ふふふ…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あれ？」

　朱雀の顔が青ざめる。

「この子、心の闇がないよ……。すべてを肯定してる。ああ、こういう天てん衣い無む縫ほうな子もいることはいるけど………………………………………………………………………………………………………………………………ま、まさか」

　勝気な朱雀は一転して怯おびえている。

　どういうことだ？　ちょっとこれは尋常な怖がり方じゃない。



    

  
    
      



    

  
    
      

「この子、心の闇やみがないし、しかも――――」

　松まつ葉ば杖づえをつきながら、那智なちがゆっくりと近づいていく。

「そ、そんな、こんなことが、ほんとうに、でも、たしかに、心を読んだら…………」

「なに、なに、どうしたの？」

「な……なんなの？　こんなのおかしいよ。こんなの勝てるわけない！」

　朱雀すざくはバットをかまえるものの、もう戦意はほとんど失われている。だって、足が悪いはずの那智に追い詰められているように見えるんだから。

「わたしはたいした人間じゃないよ。ただ、自分に正直なだけ」

　その那智の言葉がすべてを物語っている。

　ここでは心の闇と向き合う力が試される。つまり、正直者には何も怖くない。

「えいっ！」

　那智が右手でバットを振り下ろす。

　それを受けようとした朱雀のバットが吹き飛ぶ。

「ま、参りましたっ！」

　ものすごくあっさりと朱雀は認めた。

「あ、もう負けなの？」

　那智もいくらなんでも拍子抜けしたのか、ぽかんとした表情を浮かべている。

「ボクは虚弱体質だからね。それに腕力を試す存在でもない。ボクの存在意義はここまで来た人が最強の敵に勝てるかどうか試すことにあるから」

　なんだかやっと試験官らしきことを朱雀が言い出した。負け方はかなり格好悪かったけど。

「最強の敵って誰だれのことなのさ？」と僕は尋ねる。

「自分だよ。自分自身」

　さらりと朱雀は答えを明かす。そうか。確かに朱雀との戦いは自分の認めたくない醜みにくい部分と対面せざるをえない。それを乗り越えないと朱雀に勝てない。

　で、那智はあっさり自分に勝ってしまった。あの涙珠るいしゆでもできなかったことを。

「はい、あとは仙人のところに行くだけ。この先、四百メートル」

　朱雀が道の先を示す。急な山道が奥へと続いている。谷川もそばを流れているから、これをさかのぼれば兄さんの滝行の場所にまでたどりつくのだろう。

「じゃ、行こっか。涙珠ちゃん、ミタマ君！」

　元気にバットを振る那智。まさか、那智に助けられるだなんて想定できただろうか？

「ありがとうございます。最後は自分のために敵を打ち倒しましたか。やはり、あなたは生きる価値のある人です」

　誉ほめているんだか、なんだかわからないようなことを涙珠は言う。もう少しありがたみを言葉や表情ににじませろよ。まあ、涙珠るいしゆが笑顔で「せんくすっ！　助かっちゃった！」みたいなことを言ってもキモいけど。

　ああ、そんなこと今は本当に本当に些さ細さいなことだ。

　だって、那智なちは死なずにすむことが決まったのだから。

「では、参りましょう。時刻は九時を十五分ほど過ぎています。立山たてやまさんが来ては何にもなりません」

　涙珠はこんな時でも沈着冷静だ。でも、そのとおりだ。もし到着が五分遅れて兄さんが死ぬという可能性だってないわけじゃない。立山さんを疑うわけじゃないけど、その程度には兄さんは何度も死にかけている。

　念のため、プラスチックバットを一本手にとる。

「ミタマ君、ところで立山さんは？」

　到着まで事の顛てん末まつを僕は話すことになった。

　道は急だけど、まあ、ハイキングだと思えばいい。もう、ここから先に試練なんてない。

　でも、そこにノイズが一つ混じった。

「あら、ミタマさん、それに……」

　僕らはばったり出くわしたのだ。

「涙珠さんと、贄川にえかわさんですかね？」

　横からさっと飛び出てきた立山丹生にうと。



    

  
    
      


４　ぼくは残念なままではいけない



　立山たてやまさんは落ち着いた態度で、僕らに頭を下げる。これが山中でなければ、良家のお嬢様のあいさつですんだだろうが、ここは４面のボスのすぐ横だ。つまり、僕らの様子をうかがっていたってわけか。あまり、いい趣味じゃないな。だが、今は全面交戦の状態に持っていくべきじゃない。

「昨日のことは忘れましょう。保護権さえもらえれば僕はかまいません。立山さんが僕を見捨てて、あわよくば死んでくれればいいと言っていたことも別に責めたりしません」

　那智なちが助かればそれでいいのだ。

「ああ、それなら間違いありません。わたくしは保護権などいりませんから。創造者たまかぜさまのところにたどりつければそれでいいのです」

「どうして僕らを待っていたんですか？　とっとと兄さんのもとに行けばよかったのに」

「最後のチャンスをあなたにあげるのも一興かと思いましてね」

　どうも引っかかるけどこのままスルーで。だけど、涙珠るいしゆが即行でケンカを売った。

「私が疲弊していなければ、この場で雌し雄ゆうを決してもいいのですが、命拾いしましたね」

　やめてくれ！　ここで戦っても涙珠に勝ち目はない！

「な……まさか、涙珠さんまで天祖たまかぜさまのことをそんな目で……!?　全知全能の存在は誰だれからも愛されてしまうのでしょうか!?」

「は、はあ？　あなた、何を言ってるんですか？」

　あれ……この反応は？　よかった、また誤解だ。例の『兄さんに気があるのでは？病』だ。こうやってギャグにしてもらえる間はだいじょぶ、だいじょぶ。

　だけど、最後の一言が余計だった。

「まあ、実の妹が惹ひかれてしまったら変態ですわよね」

「！　…………うぅ」

　きっと、立山さんには何の悪気もないだろう。

　だけど、その一言は今の涙珠にはきつい。

　実際、複雑そうな表情で涙珠は口をつぐむ。

「ま、よいです。涙珠さん、わたくしは唯一神たまかぜさまの邪魔をする人間以外には興味はありません。もし、邪魔になるなら、すでに『阿弥蛇丸あみだまる』があなた方を食い殺していますわ」

　立山さんもすぐに戦うつもりはないらしい。正直助かった。今の涙珠の疲弊具合では到底立山さんに勝ち目はないだろう。【信義の糸】だって兄さんラブの彼女に切れないわけがない。

　だが、どのみち小競り合いが起こるほど、その道のりは長くなかった。

　兄さんは滝のそばでひなたぼっこして寝ていた。

　横の木には違うキグルミがかかってある。ぬいぐるみのまま滝行したから乾かしてるんだろう。あの熊くま、何着もあるんだな。

「玉風たまかぜ兄さん、起きなさい。もう九時を過ぎています」

　涙珠るいしゆが眠っている兄さんを蹴けった。こういうところは容赦ない。

「う～ん……やめて下さい……そんなに蹴られたら中身が出ちゃいます……ダメです、中身が出たら……」

　だけど、兄さんは寝言をつぶやいたまま起きる気配がない。何の夢見てるんだよ。その間、涙珠はずっと蹴り続けている。

「起きなさい、痣あざになるまで蹴りますよ。私の白いブーツが黒くなったらどうしてくれるんですか。早く起きなさい」

「ちょっと！　わたくしの玉風様を蹴らないで下さい！」

　許婚いいなずけの立山たてやまさんが抗議する。よかったな、兄さん。最低でも一人は味方がいた。

「いいえ蹴ります。兄さんの部下にひどい目にあったところですしね。その罪の分くらいは蹴らせてもらいます」

　がしがし、白いブーツで蹴りをかましていく涙珠。

　それにともなって兄さんの夢も変化してゆく。

「あ、中身が……修理しなくちゃ……キグルミの修理ってものすごく高いんですよ……店で見積もり聞いたけど、びっくりしちゃって……あ、こっちからも中身が！」

　そっか、キグルミのことか。何か小汚いものが出ていたらどうしようかと思った。

「いてっ……中に人間がいるんですよ、そんな物みたいに蹴らないで…………あ、誰だれ？　わっ！　涙珠、涙珠じゃないか！」

　起きた途端、兄さんが声を張り上げる。うるさい。

　けれど、その一秒後には三倍くらいでかい兄さんの声が響いた。

「にゅ、にゅ、にゅう、丹生にうじゃないかっ！　丹生までいるっ！」

「深愛之人たまかぜさま、お久しぶりですわ。この日をどれだけ待ち望んだことかっ！　全人類の上に立つ者たまかぜさま、わたくし、きれいになりましたよ、もう子供じゃありませんのよっ！　わたくしのすべてを味わって下さい！」

　兄さんを目の前にした立山さんは、本物を確かめるようにゆっくりゆっくり前に出ていく。すぐに抱きつきにいったりしないところが奥ゆかしい。

　これで兄さんも同じように近づいていけば、実にロマンティックだったろうけど。

　そんな再会にならないのは、これまでの兄さんの立山さんへの仕打ちで想像がついた。

「く、来るな、俺おれの前に出てくるな……」

　兄さんはゆっくりと後ずさっていく。まるで立山たてやまさんの持っている見えない壁で押し出されているように。

　そこには偉大な修しゆ験げん者じやの風格なんてどこにもない。家の中で男の僕を恐れていた時と同じような有様だ。でも、どうして兄さんはあんなに立山さんのことを恐れているんだ？

兄さんが女性まで嫌いだなんて話は聞いたことがない。

「さあ、……再会のキスをいたしましょう。もう、これ以上あなたと離れていてはわたくしは変になってしまいそうです。もう、ここで距離をゼロにしてしまいましょう」

　立山さんが近づく。

「嫌だ……手をつなぐくらいならいい。でも、キスは勘弁してくれ……」

　兄さんが遠ざかる。

「そんな、愛し合う二人にそれ以上の誓いの方法などあるでしょうか？」

　立山さんが近づく。

「何がほしい？　金か？　金ならいくらでも出す！　だから勘弁してくれ……だって……」

　それじゃ最初の五分で殺される悪役だぞ、兄さん。

「だって……だって……だって……だって……丹生にうとキスしたら死んじゃうじゃないか……お前の全身は猛毒そのものだろっ！」

　――――あ、そういえば。

　僕は立山という苗みよう字じの意味を今になって理解した。

　彼女は毒使い、立山家の後継者だ。

　それはつまりあらゆる毒についての知識と実践が彼女に注ぎ込まれることと同義だ。

　そして、その中には毒そのものだって混じるんじゃないのか？

　立山さんはゆっくりと、しかし確実に兄さんに近づいていく。

「永遠の愛の前には目の前の死などたいしたことではありませんわ。それは永えい劫ごうの時の前のわずかな不快な一瞬に過ぎません。なんならすぐにわたくしも後を追いますから」

　誰だれも止めに入れないのは、立山さんの殺気が強すぎるからだ。一言でも文句を言えば、即座に殺されかねない、そんなけばけばしいオーラが全身から漂ただよっている。

　いや、修正。オーラが彼女の後方にだけ広がっている。

　前には、兄さんの側には純粋な愛が広がっているはずだ。

　けど、愛が悪意より安全だなんて根拠はどこにもないのだ。

「うわ、式しき神がみ、助けてくれ、ご主人のピンチだ！」

　兄さんが手を合わせて呪じゆ文もんのようなものを唱えると、即座にその場に十名ほどの式神が現れた。みな、宿坊にいた式神と同じ姿かたちをしている。でも、今回のは長身でなおかつ棍こんとか槍やりとか武器を携えている。その他、お寺で明みよう王おうとかが持ってるような武器を所持してるのも。あれは五ご鈷こ杵しよと言ったっけ。とにかく武装集団に間違いない。

　一歩前に出た隊長格が声をあげる。

「皆の者、我らが仙人を――――」

「『阿弥蛇丸あみだまる』、いけ」

　彼女がつぶやいた瞬間、首のヘビが伸びた。いや、伸びたわけはないのだけど、そう見えてしまうほどのリーチでヘビは自身をムチにして、式しき神がみたちをなぎ払った。なかには五メートルは吹き飛ばされて川に落ちたのまでいる。

　何人かの式神が再び彼女に向かっていったが、同じことの繰り返しだった。今度は飛ばされたうち三人の式神が消滅した。力を使い果たしたのだろう。

「誠に申し上げにくいのですが、この程度で立山たてやま家の次期当主を止められるなどとお考えなら、それは料りよう簡けん違いですわ。わたくしの兄弟姉妹のほうがよほど骨がありました。とくに御嶽みたけは敵の前でしゃべって隙すきをつくるなんてことはしませんでした」

　あらためて実感した。これが武門の家柄の実力。僕らも軍人ではあるけど、個人の能力で戦うようにはできていない。

　死地を経験してきた人間にはとてもかなわない。

「あぁ……式神が……俺おれの引きこもりの集大成が、あぁ……」

　兄さんはふるえながら後退する。その足が途中で止まった。後ろは滝の下の水だまりだ。

「ああ、もう終わりだな。逃げ疲れた」

　兄さんがお手上げのポーズをとった。

　急に顔が悟ったようなものになる。

「俺はあらゆることから逃げ続けてきた。学校から逃げて、家から逃げて、社会から逃げて、山の中にまで来た。だが、それも追いつかれた。これ以上先はない。これ以上逃げられる場所はない。なら、この先は『死』しかない」

「ですが、そこは終わりではありません。入り口ですわ。二人は誰だれもいないところで一緒にならなければいけないのです」

　その時の僕の気持ちは一言で言えば、こうだ。

　わからない。

　どうして立山さんが死のうとしているのかわからない。あの人には未来があるはずだ。　まだ若いというのもあるし、兄さんとだってめぐりあえたじゃないか。彼女の体が毒だからとしても、このやり方は解げせない。

　だって、兄さんを殺すってことは自分を殺すってことと同じだろう？

　ああ、でもそんなことを悠長に考えている時間はなさそうだった。二人は死ぬ気だ。もう、立山さんは兄さんを追い詰めている。

　まあ、仕方ないか。



　僕は結ばれるはずの二人の間に入った。



　両手を中途半端に伸ばして仮設のバリケード。

「悪いですが、キスはおあずけということで。二人に結ばれてしまっては困るんです」

　僕は新幹線の駅で那智なちにキスのおあずけを食らったことを思い出して言った。

　背後からは「あ、君は……」と兄さんの悟ったはずの男の情けない声。そういえば、兄さんにはこの姿を一度見られているんだな。

「仙人、諦あきらめるのは少し早すぎますよ」

　これでまだ軽口が叩たたける自分に少しびっくりする。

「どうして邪魔をするのですか？」

　まるで正当な権利があるような物言いだ。そんなものあるか。殺人の意志があるなら、それは犯罪だ。いくら相手の同意があっても。法律ではそうなっている。

「仙人に死んでもらっては困るからです。理由は立山たてやまさんにもお話ししたはずです」

　僕には那智を助ける使命がある。イコール、保護権がいる。イコール、保護権をくれる兄さんに死んでもらっては困る。

「え、しょ、勝算はあるのですか……にいさ……あなた」

　涙珠るいしゆもまさか僕が飛び込むとは思ってなかったようだけど、一言で言えば、

「ある。自殺の覚悟で飛び込んだりはしない。だから、ちょっとだけ待っていてくれ」

「まあ、こうなると予想できていたから、あなたが来るまで待っていたのですがね」

　立山さんが静かに笑う。

「あなたとはどちらがふさわしいか雌し雄ゆうを決する時が来ると思っていましたわ。もし、最愛超人たまかぜさまをわたくしから奪う可能性があるとしたら、あなたしかいません」

「そうで――違いますっ！　そんなんじゃありません！」

　覚悟を決めてここに立っているのに、その誤解は残念すぎるだろ！　縁起でもないがこれで殺されでもしたら絶対に成仏できない自信がある！

「隠さなくてもよろしいですわ。だって、あなたはわたくしより玉風たまかぜ様を知っているとすら言えますから」

　ないものをないと証明するのって難しいんだよな。この人の思い込みの激しさを考えると、矯きよう正せいには多大な時間がかかる。そして厄介なことに兄さんもその言葉に反応した。

「あれ……君と会ったことなんてな…………」

　当たり前だ。会ったことを認識されていたら、この霊場から即刻追放だ。まあ、そんなこと言いながら兄さんが涙珠たちの側に移動してくれたのが救いか。涙珠なら兄さんを助けられるくらいの力は残っているかもしれない。

「そういえば前世で君と会った夢を見たような…………まさか、チカ、チカなのか！」

　誰だれだよ、チカって！　こんな姿の女性が兄さんの夢の中に出てたのか。感動的なほど気持ち悪いぞ。

「さて、お話はここまでですわ。ここで決着をつけようじゃありませんか」

　立山たてやまさんは胸元に両手を入れる。戻ってきた指の合間には、何本も針がはさまれている。毒針。毒の性質は知らないが、食らえば死ぬことは間違いない。あと、忘れてはならないのがあの首もとのヘビだ。『阿弥蛇丸あみだまる』、噛かんだ人間を即座に極楽浄土に連れていってくれる霊験あらたかな毒ヘビ。あと、死者は何も語らないから、その先が極楽か地獄かは誰にもわからない。

　一方、僕の武器はというと、プラスチックバットのみ。新聞紙を丸めてちゃんばらごっこすらしたことのない僕（しかも女装のためはき慣れないスカート）には、なかなか悲惨なハンデだけど、まあ、誰にも文句は言えない。つまり、やるしかない。

「どうぞ、私は準備はできています」

　一人称を「私」に戻すのも忘れない。

「では、参ります！」

　音よりも速く、毒針を握り締めた立山さんが突っこんでくる。

「危ない、殺されるぞ！」と兄さんの悲鳴。それと、「兄さん！」という涙珠るいしゆの悲鳴。やめろ、正体がばれるだろ！

　那智なちだけが僕を信頼しきって、「頑張って！」と言っている。

　確かに、あれで刺されたら終わりだ。

　でも、僕は死ぬ気なんてない。

　僕は慎重に、だけど果敢に、プラスチックバットで立山さんの手を打った。

　針が地面に飛び散る。僕はそのまま十分に距離をとっている。

　少なくとも、すぐに殺されはしない距離に。

「あれ」という声にならない声をみんながつぶやいたと思う。僕が殺されなかったのだから。少なくとも、立山さんはまさかという顔をしている。

　立山家次代当主の立山丹生にうが一撃で相手を殺せなかったという異常。

「あなた、剣道か何かの有段者でしたのね？」

「いえ、ずぶの素人しろうとです。野球はやったことあるんでバットの振り方は知ってますけど」

「ウソをつかないで下さい！　行け、『阿弥蛇丸』！」

　今度はヘビも参戦か。リスクはヘビのほうが上だから、意識は七割ヘビに。それで攻撃はかわせる。どうせ、ヘビとまったく違う動きはこの人はできない。同じ直線上の動きだけ注意していればいい。

　ヘビをプラスチックバットでいなす。とにかく、すぐに距離をとることだ。焦ったり不安になったりしたら絶対にいけない。こっちには実戦経験がないのだ。隙すきを見せたら必ずつけこまれる。

　幸い、まだ不安を覚えているのは立山たてやまさんのほうだ。この人だってそこまで経験豊富なわけじゃない。たかが十七歳か十八歳。人を殺したことだって、ほとんどないだろう。

　それにこの人は圧勝した経験ばかりのはずだ。その速さで敵をすぐにしとめたことが大半だろう。持久戦なんて発想はない。そもそも長期戦主体の毒使いなどありえない。

　人間が最も速く行動できるのは、意識が弛し緩かんしていない最初の数分、いや一分。

　この人の定石は先手必勝しかない。

　このまま、しのいでいけばチャンスは生まれる！

「君、何者なんだ……丹生にうと互角に立ち向かえるとか……」

　兄さんもビビってるな。正直、僕もここまで戦えるとは思ってなかったしね。ちょっとだけ余裕ができて、涙珠るいしゆと那智なちに目をやる。どうだ、なんとかやれてるだろ。

「そうだよね！　わたしが心に決めた人だもんね！」

　ありがとう、那智、少しだけ待っていてくれ！

　それでも完全に立山さんの攻撃をよけきれるわけじゃない。

「よそ見していると命とりですわよ！」

　針が一本腕に刺さった。

　小さな針とはいえ、このまま放ほうっておけば毒がまわるだろう。

　だから、僕はすぐにポケットに手を突っ込んで、

　解げ毒どく用の草をすりつぶしたのを入れた瓶を取り出す。

　立山さんとの休憩中に採集していたもので作った即席の毒消し。

「オオバコの仲間の野草です。オオバコは薬用効果が高く、西洋ではハーブとして使われるところもあるんでしたっけ。もちろん、ただのオオバコじゃ直接的な解毒には弱いでしょうけど、この亜種はそれなりに効くはずです。なにせ、立山さんがおっしゃっていたくらいですからね。立山家で緊急時の毒消しにするぐらいだって。小学校の頃ころのことなんでうろ覚えで間違ってると困るんですが」

　立山さんの不信感はそれで１００％の殺気に変わった。

　１００％。つまりそれくらい純真だってことだ。

「あなた、わたくしと戦う前提でいましたね。そんなことまでずっと覚えていたんですの……？」

「覚えているというより、忘れられないんです。あと、疑っていたと思われたら、心外ですね。すべてを何の根拠もなく信用するなんてことは弱者のすることです」

　いかにも涙珠の言いそうなことだけど。

「知人だって疑うくらいの気持ちでなければ愛する人を救うことなんてできない」

　バットを正眼に構えながら口を割る。

「立山たてやまさんの攻撃パターンもなんとか覚えました。

　１面のザコを毒で片付けたところも、目の前で青龍せいりゆうを倒したところも見ています。そこから学びました。もちろん不完全ですが、それでもなんとかなっているようですね」

　立山さんは狐きつねにつままれたような顔をしている。ヘビまでそんな表情をしている。

「そんなことできるわけが――」

「それが私の能力ですから。学んだことは99％実践できます。そういう体質なんです」

　事ここにいたって立山さんも認めないといけなくなったようだ。ま、否定されたところで何も変わらないけど。

　僕の目的は那智なちを助けることだけだ。

　そのせいで立山さんに恨まれようと愛されようとそんなことはどうでもいい。

　いや、涙珠るいしゆにだって恨まれてもいい。

「そうですか。ならば、こちらも全身全霊で挑むことになりそうですわね」

　立山さんが胸から粉薬の袋のようなものを取り出す。新しい毒だろう。毒の粉の経験は涙珠が五十鈴いすずさんのを使っていた時の一回だけだが、さて、やっていけるだろうか。

　やるしかない。

　こうやって戦っている間にも立山さんとの戦いという経験が蓄積される。おそらく蓄積する疲労の分を差し引いても、まだ成長度のほうが高い。

　どうやら、最初の攻防さえ乗り切れれば、意外と僕の能力は戦闘に向いているのかもな。

　顆か粒りゆうの袋が破られる。

「どうする気ですか？　まさかそんなもの私は飲みませんよ」

　いくら経験がなかろうと、見たこともない薬を飲むほど愚おろかじゃない。

「ご心配なく、これは味方用ですから」

　立山さんはその粉を自分のヘビの口に流し込んだ。

　次の瞬間、ヘビの体に異変が。

　まずサイズがひとまわり大きく、太くなる。

　色も黒と緑の混ざったようなものから真っ白なものに変化した。

「これが『阿弥蛇丸あみだまる』の真の姿ですわ。わたくしの愛いとしき人を奪わせていただきます」

　立山さんはヘビののど元に手を這はわせて、ヘビの口を僕のほうに向ける。槍やりのように僕にヘビを突きつけるつもりだろう。

　おそらく、次の一撃で勝負は決まる。

　この人は本気で兄さんを奪う気だ。その愛に僕は勝つことができるだろうか。



「勝負ありましたね」



　とつぶやいたのは涙珠るいしゆだった。ない胸を張って兄殺し計画の実行犯を睨にらみつける……って、勝負あったとか言うなよ……僕だって戦ってるんだぞ？

「でしょうね。わたくしの玉風たまかぜ様への愛は誰だれにも止められませ――」

「だから、あなたは堕落しているのです」

　傲ごう然ぜんと軽く笑みすら浮かべて涙珠は言い放つ。

「あなたごときの信念ではその人に勝つなど不可能です。私が断言します」

　まるで予言のように。

「どういうことですの？　わたくしの愛を侮ぶ辱じよくするような方は許しませんよ！」

「誰かを奪うためだけの力と、誰かを守るための力と、どちらが強いのかは明らかです。あなたの力は所しよ詮せん私利私欲のものでしかありませんっ！」

　人差し指を突きつけて、涙珠は宣告する。

「立山たてやま丹生にう、あなたは堕落しています！」

「な……な……な……」

　ただの言葉とは思えない動揺を立山さんは見せる。地面が本当に揺れているようだ。確かに愛の否定はこの人の人生の否定と等しい。

「ならば、この愛がどれだけ本気かお見せいたしましょう。本気と書いてマジと読みますわよ！」

「確かにその愛する兄さんが神倉かみくら玉風のことを指すのならば恐ろしいでしょうね。私も馬ば鹿かになどしないでしょう」

「何が言いたいのです？」



「あなたはそもそも玉風兄さんのことなど愛していないっ！」



　ズドーン。そんな効果音が似合いそうなほど立山さんの顔色が凍りついた。

　まさか。そんなことありえない。立山さんが兄さんを愛していないなんて……。

　でも、あの立山さんの表情は何なんだ？

　答えを見抜かれてしまったとでもいうような表情は？

「横よこ槍やりを入れてすみませんでした。では、愛を懸けた決闘の続きをどうぞ」

　それから涙珠はぼそりと付け加えた。

「私の兄さんならば、これだけ力を貸せば勝てるでしょうけど」

　涙珠が暗に勝てると言ってくれているのだから、僕が負けるわけにはいかない。

「そうですね、愛する人のためにわたしも負けません。そのことを証明してみせます」

　僕も心を決めて、周囲に目をやる。一応、兄さんにも。

「では――――参ります」

　あのヘビをかわせるかどうか、答えはすぐに出る。

　僕らは同時に跳ぶ。

　二人の間の距離は一瞬で零ゼロになる。

　そしてヘビの口は僕の肩をかすめたところを通過した。被害は肩口が破けただけ。

　上々上々。

　その時には、僕のバットは思いっきり立山たてやまさんの脳天に直撃していた。

　――――バコン。

　かわいた大きな音が響く。

「わ、わたくしの負けですわ……」

　立山さんはがくりと膝ひざをついた。意識はあるが、頭がもうろうとして立てないのだろう。

「あなたの愛、しかと見ましたわ……。玉風たまかぜ様はおゆずりします……」

　だから違うって。

「やっと気持ちの整理がつきました。わたくしが愛していたのは玉風様の…………見た目でした」

「見た目なんですか！」

　正直でいいかもしれないが、衝撃的すぎるぞ！　兄さんも「え、それはないんじゃないの……」って顔をしている。

「はい、玉風様は御嶽みたけにおもかげがよく似ておりましたから……」

　立山さんが胸から出したのは兄さんの写真。

　でもその中に一枚だけ違う人間のものがあった。

　立山御嶽。彼女が愛し、手にかけてしまった兄。

　確かにその写真はどことなく僕の兄さんと似ている。彼女は許婚いいなずけに自分の兄を重ねてしまっていたのだ。そして、その写真は僕が立山さんの部屋で感じた違和感の正体だった。

兄さんの沢山のブロマイドのなかに一枚違うのがまぎれていた、それがこの写真だ。

　木を隠すなら森の中。亡き兄への想おもいを立山さんは面影の似た玉風の中に隠していたんだ。

　その想いがいつの間にか雰ふん囲い気きの似ている神倉かみくら玉風への愛にすり替わっていった。本人ですら気づかないうちに。

　つまり、彼女は自分が殺してしまった最愛の人と一緒に死にたかったのだろう。だから、恋人に見立てた兄さんと毒の口づけを交わそうとしたのだ。

「わたくしは少しだけ眠ります……」

　そう言ってばたりと立山さんは崩れた。寝息はあるので、生きてはいる。大丈夫だ。

　すべては終わった。保護権は僕のものだ。でも、まだ一波乱あった。

　僕は突然後ろから抱きしめられた。このふわふわした感触は一人しかいない。キグルミの兄さんだ！

「ちょ！　な、何をするんですか！」

「俺おれも君のことを愛してる」

「『俺も』ってどういうことですか！」

「だって君は俺のことを愛してくれてるんだろ？　丹生にうと命懸けで戦ってまで！」

　そういえば愛する者が誰だれか明言してなかったな。涙珠るいしゆもぼかしていた。那智なちって言うと女装がばれちゃうからな。立山たてやまさんは僕が兄さんのことを好きと一貫して誤解していたし。

　振りほどきたいけど、兄さんの力は思いのほか強い。というか、男に抱きしめられた経験がないからふりほどけない！　僕は未体験のことには弱いんだ！

「那智！　涙珠！　助けて！」

「そうだよね、タマちゃんの魅力には抗あらがえないよね。こんなにかわいいだなんて、メイクを手伝ったわたしも信じられないよ！　すっごい美少女だよ、タマちゃん！」

　そんなところポジティブに解釈しないでもいいよ！

「いいですよ。もっともっともっともっとやりなさい」

　涙珠もいつもどおり平然としている。助けてよ！

　……いや、そういえば、涙珠は兄さんを惚ほれさせろと言っていた。

　まさに今がその状況じゃないか……。

「キスまでは許します。ご安心を。服まで脱がされそうになったら止めるフリをします」

「キスも許さないでよ！　ちゃんと止めてよ！」

　彼女の前で兄とキスとかどんなプレイだよ！　斬ざん新しんすぎる！

「え、キスしてもいいのか？」

　勝手に判断するな、引きこもり！

「結婚しよう。保護権も君に渡す。君となら、引きこもり生活も脱出できそうだ！」

　いつの間にか兄さんは僕の前にまわりこんできている。おいおい、マジでキスする気だよ！　ヘルプヘルプヘルプ！

「違うんです！　私は！　僕はっ！」

　そこでウイッグがとれた。

　やっと、兄さんの手が離れる。

「あれ……え……」

「僕は男だ！　というかミタマだ！　あんたの弟だ！」

　三秒後、兄さんは泡を噴いて倒れた。

　男に長時間触れていたからだろう。

　触っただけでも気絶したこともあったし、これは死んだかも。



    

  
    
      


５　ぼくの父さんは残念な人なのか？



「あ……気絶してたのか……わっ、ミタマ！」

　兄さんが僕から離れたところに移動する。男嫌いだから当然だけど、今のタイミングだと女装しているヘンタイを避けているみたいでムカつく。

「はあ……ミタマを触ってたから、また三日は倒れていたんだろうな……」

「いえ、まだ三十二分十四秒しか経たってませんよ」

　涙珠るいしゆが地面に置いている時計を見ながら話す。こういう几き帳ちよう面めんなことは性格上あっている。

「三十分……だと？」

「今までなら三日倒れているのが普通でした。三日は四千三百二十分です。四千三百二十分が三十分に短縮されたのだからとてつもない進歩ですよ。すごいと思いませんか？　限りなく真人間に近づいています」

　男に触られただけで三十分意識を失う人間を真人間というのか疑問だが、改善は改善なんだろう。

「兄さん、あなたは男にも耐えることができる、そのことが今日の事件で証明されました。もう逃げずに来栖山くるすやまにお戻りなさい。一人で悟れることもありますが、そんなものはたかが知れています。これからは一人で悟れないものを悟りましょう」

「そうだな……丹生にうから逃げる必要もなくなったわけだしな……」

　そうか、兄さんが山にこもってた理由の半分は立山たてやまさんから逃げるためだったのか。

　ちなみに立山さんはヘビの散歩に出ていっている。たまに散歩させないと脂肪がつくらしい。

「ああ、あと……ミタマ、その……お前、かわいかったぞ」

　兄さんが顔を赤らめる。ちょっと待て！　どうして赤くなってるんだ！

「そうでしょう。兄さんの女装姿はなかなかのものでした。真っ白なキャンバスに描かれた才能です」

　そんな才能、嫌だ。

「とにかく保護権はもらうからね。仮に僕が男だってことで失格でも、那智なちが朱雀すざくを倒したんだから、那智には権利があるはずだ」

「ああ、約束は守る。保護権はあの子にやろう」

「「やった！」」

　僕と那智は手をとりあって喜ぶ。思わず一緒にジャンプしようとしたくらいだ。足の悪い那智なちにそれはない。

「あ、でも、大丈夫なのかな？」

　素直に喜べないのは何度も裏切られてきたからだ。

「ん？　何がだ？」

「いや、僕らは法的には国家の犯罪者のはずだからさ。あまりにも平和すぎて不気味なくらい。実は秘密裏に追手がいまだに僕らを捜しているとか……それこそ、刺客が山に入り込んでいるとか」

　考えてみれば、国の動き、玉将たままさの動きは静かすぎる。だから、余計に不気味だったりする。

「少なくともこの山に刺客は入ってないぞ。この山に人間が入ってると、すぐに俺おれのところに情報が来るようなセキュリティーシステムを導入している。施虚無せこむシステムという仏教の術すべを下敷きにしているんだ」

　なんか、ハイテクなのかそうでないのかよくわからないな。とにかく何もこないのなら、それでいいか。

「じゃあ、せっかくだし、祝いをするか」



　なんだか、この数日、まともな服を着ていない気がする。まあ、女装よりはいいけど。

「ねえ、那智、似合ってるかな…………？」

　僕はタキシードのネクタイをいじりながら尋ねる。制服に割と近いから、そこまで違和感はないんだけど。

「うん、ばっちり。ミタマ君は細いから、何を着てもよく似合うよ！」

　そんな那智もピンク色のドレス姿。ちりばめられた宝石がまぶしい。

　ここは『宿坊　玉風たまかぜ』の大広間――の隣の部屋。今は控え室として使われている。なんでも兄さんが保護権授与式をしてくれるとかで、ここに連れてこられた。授与されるのは那智だけなんだけど……。

　式しき神がみたちのされるがままにしていたら、いつのまにか着替えが完了していた。ちなみにタキシードは男物のため、宿にないらしく、急きゆう遽きよ街に住んでいた式神が持ってきた。新しん宮ぐう市の人口のうち、五百人以上が式神らしい。

　ちなみに立山たてやまさんは、「もう一度自分を見つめなおしましたわ。わたくしが愛しているのがお兄様の御嶽みたけなのか、玉風様なのかを。そして、ようやく唯一無二の矛盾のない解答にたどりついたのです。つまり玉風様は御嶽の転生されたお姿だったのですわ！」という結論を出したので兄さんは結婚相手を失わずにすみそうだ。年齢的に彼女の兄が亡くなった時に確実に神倉かみくら玉風は中学生だったはずだけど、そんなことは些さ細さいな問題だ。

「では、準備ができましたのでお二人ともこちらへ」

　僕らを案内してくれるのは宿坊のチーフ。さんざん僕をいじめたヤツだ。まあ、そのことは水に流す。祝いの場で過去のことに噛かみつくとか器が小さすぎる。

「あんたの娘姿、キレイだったよ。男にしとくにゃもったいねえ」

　そんなこと言って一応誉ほめてくれてるみたいだし。でも、その賛辞は一ミリもうれしくない。

「保護権受給資格者、入場です！」

　チーフが幼いながらも張りのある声とともに両開きの扉をあけると、そこには左右にたくさんの観客が。といっても、大半は式しき神がみだけどそれでもうれしい。

　ゆっくりと花道を前に進むと、最前列に四天王の面々、立山たてやまさん、それと姉さんと五十鈴いすずさん!?

　見間違いかなと思ったけど、これだけバラの花が大量についた服を着る人間はそうはいないし、メイド服で式場に座っている人もそうはいない。

「【煩ぼん悩のうの華】と【ナチス】の晴れの舞台と聞いてね。造りもののバラをたくさん贈るよ。いつまでも二人の運命が大空に羽ばたき続けますように」

　言葉を聞いて姉さんだと確信した。

「どうやってここまで来たの？　来栖山くるすやまの家から新しん宮ぐうまで最低五時間はかかると思うけど……」



    

  
    
      



    

  
    
      

　来栖山くるすやまの家から鉄道の走ってる隣街の市街地に出るまでに一時間。そこから電車を乗り継いで四時間。しかもこの山中に入ってくるのにもかなり時間がかかるはずだ。

「軍用ヘリです」

　にこやかに五十鈴いすずさんが一文節縛りで回答した。なるほど、空からなら間に合うか。

「ところで母さんは？」

　那智なちの前に母さんが来るのはいろいろとまずい、まずすぎる。

「一文節縛りを解除いたします。伊勢いせ様が自分から出向くことなどありますか？　まして贄川にえかわさんまでいらっしゃるのに」

　それもそうか。まさか法的に保護された人間を殺そうとはしないと思うけど、念のためしばらく那智は母さんから遠ざけておくほうがいいな。僕は来栖山に早めに戻ろう。期限を過ぎると、母さんが何をするかわからない。

　そこにチーフがマイクを持ってしゃべりだす。司会・進行を担当するらしい。

「え～、それでは、今から贄川那智さん保護権受給式を始めたいと思います。贄川さんの隣にいるのは彼氏のミタマさんです。ミタマさんの活躍により、贄川さんは足が折れたというだけの理由で殺される、そんな危機を脱することができたのです。皆様、お二人に盛大な拍手を！」

　式しき神がみたちが拍手をする。これはなかなか恥ずかしいが、まんざらでもない。

「では、まず保護権受給者の彼氏であるミタマさんのことをよく知るお姉様の珠花しゆか様からお言葉を」

「【煩ぼん悩のうの華】はいわば境界線上のマリアのように慈じ悲ひ深い存在でした。ブルームーンの輝く99番目の夜に【ナチス】を連れて未来航路へ旅立ったのも必然だったのかもね。火の鳥のように二人の愛が永遠になりますように」

　あれ、姉さんの台詞せりふなのにあまり違和感がない……。そうか、ハレの場だからか。

「では、次に贄川さんのことをよく知っておられる神倉かみくら涙珠るいしゆさんからメッセージを」

「贄川さんのことなんてたいして知りません失礼します」

「おい、適任じゃないとは思うが、ちゃんとやれよ！」

　祝う気ゼロか。まあ、涙珠が那智のことをよく知るわけないけれど。

　そういえば涙珠は那智のことが解決すれば、恋にも決着をつけるとかいうようなことを言ってなかっただろうか。

　だとしたら、その決着はどうつけられるんだろう……。

「それでは宴もたけなわでございますが、陽勝ようしよう仙人より保護権授与の印として保護メダルの贈呈です」

　兄さんが「保」の字を隷れい書しよで打ち出した銀色のメダルを取り出す。

　あれが保護権の象徴だ。書類上の登録は役所に行かないといけないが、保護権を持っていると宣言すればいきなりとらえられたり殺されることはない。まして保護メダルを持っているとなれば、その待遇は全然違う。

　兄さんの前に那智なちが笑顔で立つ。

「贄川にえかわ那智、あなたにこの保護権を進呈する。いつまでも生きられるからといって怠けることなく精進を続け、自力で永えい生せい権けんを手に入れられるように努力するように」

「はい、夢に向かってチャレンジします！　ミタマ君と一緒にバラ色の世界をつくることを誓います！」

　それはびっくりするくらい壮大な夢だった。バラ色の世界をつくるって……。

「おおげさじゃないよ、ミタマ君」

　那智が僕のほうを見て笑う。

「この世ができるだけたくさんの幸せで包まれるようにわたしは頑張るつもりだよ。もちろんみんなが好き勝手には生きられないだろうけど、幸せの量はたくさんあるほうがいいからね」

　やっぱり、すべてを肯定する那智には僕もまだまだ頭があがらない。

「うん、僕も微力ながら力を貸すよ」

「お話し中悪いけど、じゃあ、メダルを渡すぞ」

　メダルが一度高々と掲げられる。これで那智も無事に――――

　緑色の光線がどこからかメダルに放たれた。

　もし僕の目の錯覚でなければ、次の瞬間にはメダルはこの世から永久に消滅した。

　刺客？　まさか。この山に人間は侵入してないと兄さんは言ったばかりのはずだ！

　僕らは全員、その光線の照射方向に目をやった。



　僕らの目の前に巨大なロボットがいた。



　なんだろう、鶏の卵に手と足をつけたようなフォルムでサイズは二メートルくらい？

　とにかく得え体たいが知れない。だがありがたいことにそのロボットが電子音で解説してくれた。

『我々ハ神倉かみくら将軍ノ使者、金山かなやま鉄山てつざんナリ』

　――――とロボットは言った。

「我々って一人じゃん――なんて言ってる場合じゃないな！　刺客だ！」

『障壁ヲ排除セントス』

　また鉄山の目？　らしきところから赤い光線のようなものが放射された。

　それは今度は長なが椅い子すの一つに当たり、またこの世から長椅子を消滅させる。

　あんなのまともに食らったら、死体さえ残らない！

　逃げろっ！　とにかく逃げろっ！　兄さん以下、式しき神がみたちが部屋から出ていく。僕らもそれに続く。

「厄介なことになりましたね。最悪の敵ですよ。あれはロボット、まあ解説は後にしましょう。狭い場所では圧倒的に不利です」

　涙珠るいしゆが苦い顔で言う。

　ああ、つまりこういうことか。

　父さんは、やっぱり僕らの命を狙ねらっている。

　そして、父さんは、僕らの手の内を読んでいる。

　僕らが対処できないような刺客を意図的に選択して送り込んでいる。

　いや、刺客なんだから、そのチョイスを敵がするのは当然だとしても――――これは明らかな殺意がないとできない。

　なんとか宿からは脱出できたが、ロボットの移動で旅館はぼろぼろだ。もちろん、そんなことかまってる暇はない。

「お前ら、ここは俺おれにまかせろ！　森まで出てくれば手はある！　さあ、ロボ野郎、こっちに来い！　性別のないロボなら怖くない！」

　兄さんは声を出して、金山かなやま鉄山てつざんと名のったロボットを誘導していく。そして、森の中に入っていったところで、くるりと振り向くと、

「この森は俺のテリトリーだ。科学の権ごん化げめ！　オシャカになれぇ！」

　その声とともに周囲の巨木がぐらっとかしいだ。

　そして、金山鉄山目がけて、何本も木が倒れかかってくる。

　そうか、重量で押しつぶしてしまえばいいんだ。光線で消したとしても全方向からの攻撃なら――――

『金山鉄山ハ眼球部分以外カラノ照射ヲ許可スル』

　目でもなんでもない頭頂部から同じ光線が出た。

　あらゆる方向に放たれたソレは大木をことごとくこの世から消滅させた。

　なんなんだよ、もう！

「誰だれか、あれを止める方法は？」

「【信義の糸】は命令どおりに動く、つまり信念の通り動くロボットには効きません」と涙珠。

「わたくしの毒も生命でないものには効き目がありませんわ」と立山たてやまさん。

「千せん狗く隊たいはこの山中まで連れてくることができませんでした」と五十鈴いすずさん。

「絶望という名の蜜みつは壊れそうなほど甘いね」と姉さん。この人はどっちみち戦力外。

　絶望的だ！　あのロボットにダメージを与える手段が僕らにはない！

「――――なあに、手ならあるぜ」

　その声の先には、旅館のチーフと総勢三十人の式しき神がみ。

　手には棍こん棒ぼうとか金棒とか果てはモーニングスターとか、とにかく打撃系武器が握られている。

「大木を消したってことは、打撃は苦手なんだろうよ。なら、殴りつぶしてやるまでだ！　みんな、行くぞ、仙人とその身内を守れ！」

「ちょっと待て！　それじゃお前たち殺されるじゃないか！」

　僕はすでに動き出している式神たちに叫ぶ。

「それでも一撃で全滅させることは無理だろ。なら、ご主人様のために戦うのみだ！」

　式神たちはそのまま防御も考えずに金山かなやま鉄山てつざんに突撃して、光線を撃たれて消えた。

　だが、残った何人もが鉄山を殴りつける。

　あの光線は連射はできないのだ。十人が同方向から攻めてきたら一度に排除できるのはそのうち二人が限度。

　でも、この消耗戦は…………死を恐れない者にしかできない。

「おい、お前ら、やめろ！　そこまで献身的にやれなんて俺おれは命令したことないぞっ！　ちゃんと逃げろよ！」

　兄さんが泣きながら叫んでいる。つまり、これは式神の自発的な行為というわけだ。自分の命を捨てて主君を守る、忠義。

「仙人、もはやこれしか手はありません。それに、この方法ならあの鉄くず一つくらいなら倒せます。ワタシらは犬死はゴメンですが、意味のある死に場所なら喜んで飛び込んでいきますぜ。では、参るっ！」

　そして、チーフも金棒を持って死地に赴おもむいていった。

　チーフはロボットの頭部装甲を吹き飛ばした直後、最後の光線で消滅させられた。

『金山鉄山は物理的衝撃過多ニヨリ機能ヲ停止スル』

　無機的な金山鉄山の声が声がやっと敗北を認めた。

　残った式神は六人、その真ん中に機能停止して前衛芸術のオブジェになったロボットがうずくまっている。あまりにも被害甚じん大だいだ。

　こんなことがこれから何度も続くと思うと、心が折れそうになる。

　と、兄さんがぼそぼそと鉄くずの前でお経を唱えだした。式神の死を悼いたんでいるんだろうか？

「おんばらばら、はっきゃーまーどー、ぱっきゃらまーどー、式神降臨！」

　すると、目の前に消滅したはずのチーフ一行らしき式神が出現した。やたらと疲れた顔をしているからたぶん同一人物だろう。

「ふう、疲れた……やっぱり消滅するときついな……」

「なんだよ！　復活できるのかよ！　過剰に悲しんだ分返せ！」

「は？　男の分際でちいせえことぐだぐだ言うんじゃねえ！　生命体じゃないんだから死ぬわけねーだろ。消費するのは仙人のＭＰだけだ」

　隣では兄さんがひっくり返っていた。干ひからびたダンゴムシみたいだな。

「疲れすぎた……あんなに式しき神がみが消えたらものすごい負担だぞ……。だからやめろって言ったのに…………次やれって言われても三日は休まないとダメだ……」

　ま、いいや。助かったことには間違いないし。那智なちが「仙人、かっこいいです！」と心からの賛辞を送っているのがちょっとムカつくけど、活躍は活躍だしな。

「どんだけ疲れたら気がすむんだよ。もう明日まで寝るからな、絶対寝るからな！」

　敵が来るまで何日でも休んでくれ。けど、また刺客が来たらどうし――――

　ガチャコンガチャコン。

　不吉な音が僕らの耳を刺激した。

　まさかと思って音のほうを向くと、

　そこには五台のロボット、金山かなやま鉄山てつざんがいた。

『我ラ金山鉄山ハ使者トシテ役目ヲ果タス』

　そういえば、さっきのヤツがこう言ってたな。『我ラ』って。最初から一台じゃないぞとあいつは教えてくれていたんだ。

　そして、一体でくたくたの僕らに残り五台をつぶす力なんて残ってない。ごめん、ウソ。奥からさらに三台ぐらい来た。

「こーさーん」

　兄さんは倒れたまま、ぶらーんと手を伸ばした。人生なめてるだろと文句言いたいけれど、悲しいかな、確かに万事休すだ。

　あの涙珠るいしゆですら、ロボットたちを睨にらみつけてどうすることもできないでいる。

　打開策を必死に考えているのだろうが、それが見つからない。

「神倉かみくら玉将たままさ！　あなたをわずかでも父と思っていた私が愚おろかでした！　あなたはどこまでも私たちの努力を愚ぐ弄ろうし続ける！」

　本当にどうすることもできない。これが個人対軍隊との対決の結末ってわけだ。

　僕らは超人でもなんでもない。

　ゲームの世界みたいに一人で千人をなぎ倒したりはできない。



「あれ、涙珠ちゃん、諦あきらめちゃったら堕落しちゃうよ？」



　涙珠の目が絶望とも怒りともつかないものに包まれる。その言葉を発したのは那智。

　それは、涙珠を勇気づける発言というより、どこか挑発しているように聞こえた。

「そんなことじゃ、いつまで経たっても私は倒せないよ。ほら、わたしはこれで戦えるよ」

　そう言って、那智なちは拾ってきた竹の棒を振り回している。

　でも、少なくとも僕にはまだ戦意が湧わいてこない。ここまでロボットが来るということは、この国のどこへ行っても敵だらけに決まっている。

　そんなの不可能だ。

　那智だけが鉄山てつざんと対たい峙じしている。

　鉄山のうち一体の卵形の頭の部分が半分に開く。帽子をとったみたいな格好だ。中は空洞というか運転台のようになっている。

　鉄山はアームを伸ばし――――

「お、来るか、このー……え、ちょっと！　何するのっ！」

　那智を自分の中に格納してふたをした。

『目的完了』

　そして、とっとと山の中に消えていった！　ほかの連中も同じように！

「那智、那智っ！」

　無力な僕はロボットにしがみつこうとして、三秒ともたずに払いのけられた。表面がつるつるしててつかまるところなんてないのだ。

「なんなんだよ、これ……」

　僕は膝ひざをついてロボットに向かって叫ぶことしかできない。

「これで那智は処理されてしまうんだ……足が悪いというだけの理由で……」

　膝に石が食い込む。痛くない。こんなの心の痛みに比べたらどうってことないからだ。国のルールの中で那智を助ける方法を全力で考えた僕らは、最後の最後で理不尽な暴力にすべてを奪われた。将軍という力の前には小手先の知略や謀略なんて何の意味もない。

　ぽんっ。

　そんな僕の肩を叩たたく人がいる。振り返ると、涙珠るいしゆだった。

「堕落しないで下さい」

　たんたんと、けれど冷たい厳しい声で涙珠は言った。

「えっ？」

「聞こえなかったようだから、もう一度言いますよ。堕落しないで下さい。何に対して嘆なげいているのですか？　何も終わってなどいませんよ。映画の途中で映画の感想を述べられても困りますよ」

「でも、那智は殺され…………」

　涙珠が僕を引っ張る。僕は力なく立ち上がる。

「感情的になる前に自分の頭で考えなさい。彼らがいつ贄川にえかわさんを殺すと言いましたか？」

「え、でも……法的には――――」

「ならば、贄川さんに加担した私たちも同類のはずではありませんか。どうして、彼らは私たちを殺害することもなく、贄川にえかわさんだけをさらったのですか？　それに殺害だけが目的なら、この場であのビームで跡形もなく消し去ればいい。

　つまり、ここから推理するに、彼らは贄川さんを連れ去らないといけない目的があったのです」

　そうだ。金山かなやま鉄山てつざんは殺し屋じゃなかった。殺すことが最初から目的にない。

　それじゃあ、あいつらの目的は何なんだ？　どうして那智なちを回収するんだ？

「答えは自分で見つけるしかありませんよ。ほら、幸い、案内はしてくれるそうです」

　僕らの目の前には残った一体の金山鉄山が立っていた。

　もう、気配を察知することすらできないくらい僕はダメになっていたらしい。

　そして、金山は僕らの目の前で頭を開く。一人分の座席がそこにある。

　こんなの９９．９９９％、罠わなだよな。

　でも、それでもいい。

　すでに殺されていてもおかしくないんだ。どうせ捨てた命だ。真相に近づくためにいくらでも懸けてやろうじゃないか。

　父さん、あんたが那智をさらって何をしようとしてるのか。

　僕を連れていって何を見せたいのか。

　僕は金山鉄山の中に入る。さあ、地獄でもどこへでも連れていけ。

「もう少しつめて下さい」

　でも、そこに涙珠るいしゆが入ってくる。

「兄さんだけ行かせるわけにはいきません。私も贄川さんを救うと言ってしまいましたからね。昨日話したことを覆くつがえすほど私は堕落していませんから。諦あきらめたら堕落してしまう、悔しいですが、贄川さんに教えられてしまいました」

「でも……」

「私は好きな人のために戦うだけです。それだけはウソにはできない」

　その目に後ろを振り返る気持ちはない。

「後悔するなよ」

「その台詞せりふ、そっくりそのままお返ししますよ」

　涙珠はかすかに笑んだ。ここで笑えるんだから、やっぱり涙珠も普通じゃないよな。涙珠の兄として生まれた時点で僕も危ない橋を渡る運命だったんだろう。

「お二人とも、落ち着いて下さいっ！」

　五十鈴いすずさん、ごめん。僕らは正気なんだ。

「そんなのどう見たって罠だろ！」

　兄さん、その罠にかけるしか道が残されてないんだ。

「メトロポリスには愛なんてない！」

　姉さん、僕は那智なちとの愛を見つけにいきます。

「もう、あなたがたには勝てる気がしませんわ」

　一人、立山たてやまさんだけが、疲れた顔で笑っていた。

「行ってきなさい。そのかわり、死ぬんじゃありませんわよ。あなたたちは義理の弟と妹になるんですから」

「はい、生きて帰ってきます。那智を連れてね」

　そして、コクピットはオートで閉まり、僕らを乗せた鉄山てつざんは夜の森を走り出した。

　僕らは真相を暴きに行く。



    

  
    
      


６　ぼくらは堕落していない



　ずっと涙珠るいしゆと体が密着している。そりゃ、一人用のところに二人入ってるわけだから、ぎゅうぎゅうに決まっている。混雑率２００％だ。

「そうですね。でも、私はこんなシチュエーションも嫌いじゃありませんよ」

「だから、そういう――――」

「わかっています。贄川にえかわさんを救うことが第一義です。それを忘れたりはしません」

　涙珠は表情だけなら平常心で前のコクピットを見ている。軍部が誇る高性能ロボ、金山かなやま鉄山はただいま一般道から高速道路に入って順調に「走って」いる。おそらく法定速度を多少破っている周囲の車を抜き去っていくから、百五十キロは出しているだろう。

　でも、涙珠が幼子のように景色にしか興味を示していないようでも、その腕や足はずっと僕と触れ合い続けている。肌と肌のふれあいをコミュニケーションというなら僕らの間には視線の交換はなくても確かにコミュニケーションはなされていることになる。

　――――なんて、小難しいようで中身のないことを考えるのは、まかり間違っても妹に変な気持ちを抱かないための僕なりの自衛なのだ。涙珠が学校では比類なき美少女だと言われているとか、そういう事実もここでは脇わきにどけておく。

「これ、どこに向かってるんだろ？」

「決まっていますよ、帝都の皇こう宮きゆうです」

　やっぱりそうだよな。父さんの本拠地、かつ皇帝の所在地。

　おそらくそこに父さんの思惑も隠されている。

　その思惑を暴くことでしか僕らは平穏を手に入れることはできない。

「兄さん」

　密着した姿勢のまま、涙珠るいしゆが言う。



「寝ませんか」



「ね、ね……」

　どう反応していいかわからず、僕はあたふたする。脳内に辞書的意味がさっと展開される。国語辞典は母さんに覚えさせられたからな……。

【寝る】①眠ること。②横になること。③同どう衾きんすること。④市場などが停滞していること。

※参考　【同衾】一つの布団に共に寝ること。とくに男女の関係を指すことが多い。

　もし、③の意味だとのっぴきならない事態になる。落ち着け、涙珠とは昨日も同じ布団で寝たけど、そんなことにはならなかっただろ。落ち着け勝手に突き進むな落ち着け。



    

  
    
      



    

  
    
      

　それに対して、涙珠るいしゆは呆あきれた表情で頬ほおを指でかいた。

「何を妄想しているのですか？　まだまだ長丁場だから、眠って休息をとるべきだと言ったまでのことです」

　ナビを見ると、まだ名古屋に差しかかったあたりだ。

「そうだよな……帝都まであと何時間かかるかわからないもんな……」

　ふっと脱力してしまった。ここまで妹に翻ほん弄ろうされてどうするんだろう。

「では、回復のため、眠らせていただきます」

　涙珠は僕のほうに頭をもたれさせた。胸のあたりに涙珠の頭が来る。体全体が枕まくらになったような気分だ。

「こんな窮屈で寝れるのか？」

　照れくさくて、僕はそんなことを言う。

「リスクを計算することは大切ですが、それで何も踏み出さないのはさらなるリスクです。踏み出さなければ利益も得られませんから。こもり続けて、式しき神がみを生み出せた玉風たまかぜ兄さんは例外中の例外です」

　単に眠るにしてはえらく理屈っぽい答えが返ってきた。

　そういえば、どことなく涙珠の体がかたいというか、こわばっているような。

「私だって恥ずかしいです……。でも、そこでとどまればさらに傷つくのは自分ですから。そんな悲しい傷つき方をするなら、草地に飛び込んで茨いばらで足を切ったほうがマシです」

　涙珠が本心でつむぐ言葉はどれも重い。

「兄さん、私は後悔しているのです。今日、とどまって傷つくという経験をしたので」

「いったい、どこで？」

　涙珠が目を閉じたのは表情をできるだけ減らすためなのかもしれない。目は口ほどにものを言うと言うから。

「朱雀すざくとの戦いです。あの時、私は自分の心を告げることができなかった。贄川にえかわさんが来なかったら、明らかに私は無ぶ様ざまに敗北していました。だから――――」

　もう、自分を偽るなんてことはしません、堕落なんてしません、と涙珠は言った。

「では、おやすみなさい」

　五分ほどして涙珠の体がふっと軽くなったような気がした。それからかすかな鼓動が聞こえてきた。眠ってしまったんだろう。このシチュエーション、普通の高校生ならやっぱり興奮するのかな？　でも相手は妹だぞ。おかしいだろ。

　でも、考えてみれば、妹に興奮することが異常な根拠って何なんだろう？

　まあ、たぶん恋愛感情を抱けとか無理だろうけど。

　涙珠の小さな肩を見て僕は思う。

　ずっとこの小さな肩に僕は守られてきた。

　いいかげん、僕が守ってやらないと不公平になる。不公平どころか、後に生まれてきた者を守るのは先に生まれた者の使命のはずだ。

　だから、いつの日か涙珠るいしゆに危機が来たら……。

　やがて、僕も眠くなってきて意識を失った。

　次に目が覚めた時には鉄山てつざんは帝都の中を突き進んでいた。

「いよいよか……。でも、これどうやって降りるんだろ？」

「やっと目が覚めましたか。もう少ししたら起こそうと思っていました」

　涙珠も起きてたのか。引っついていたのに、全然わからなくなっていた。

「ところで、こいつ、どこまで進むんだろ？」

「さあ。乗せたからには目的地があるんでしょう」

　鉄山は帝都の中心部の皇宮の中を突き進む。次に皇帝護持をつかさどる軍部のエリアに入る。少し進むたびに指紋認証式のような門があって、鉄山もアームを門の横の装置にかざしてロックを解除していく。さっきから七度は門を越えているけど、まだ門は続く。

「いったい何重式なんだ？　しかもまだ屋外だぞ？　建物の中ですらない！」

「ここに神倉かみくら玉将たままさの性格がよく出ているではありませんか。徹底した疑心暗鬼。自分の子供だって信用しようとしない。だから、玉風たまかぜ兄さんは殺されそうになったのです」

　涙珠の言葉が正しいのかはわからないか、このダンジョンが異常なのは間違いない。まあ、奥まで連れていってくれるなら、深かろうと浅かろうといいんだけど。

「私たちはある意味、父のもとへと回帰しているのですね。この戦いは自分たちのルーツ探しかもしれません。自分たちが、神倉家が、何なのかの」

　涙珠が哲学的にまとめた。その間も鉄山は進んでいく。

　でも、十三回目の門で異変が起きた。



『ビー　ビー　ビー　認証コードと不一致。排除排除排除排除排除』



　認証システムに鉄山が手をかけた途端、赤ランプとサイレンが周囲を包んだ。すぐにどこからともなく護衛のロボットたちがやってくる。この金山かなやま鉄山と同じ型のもあれば、別種のもあるがとにかく機械なのは間違いない。……いったい、どうなってるんだ！

「なんなんだ？　どうして鉄山が排除対象なんだよ！」

「このロボットが敵扱いされているようですね。アクシデントでしょうか」

　涙珠はこんな時でも落ち着いている。どういう心境なんだ？　その間にもぞろぞろぞろぞろ兵士ロボットは集まってくる。

「可能性があるとしたら、この鉄山は最初から軍隊の意志とは異なる者の所有――――私たちを連れてくることも、将軍は念頭になかったのかもしれません」

「じゃあ、僕らをここに連れてこようとしているのは誰だれなんだよ!?」

　ロボットたちは腕を曲げてロケットのようなものを出してくる。一気に爆破するつもりのようだ。同じロボットだから命だけは助けてやる、なんて温情は存在しないらしい。機械だから当たり前だけど。

　僕は動くわけのないコクピットのハンドルをがしがし叩たたく。

「おい、鉄山てつざん！　何号機なのか知らないけどとにかく鉄山！　お前は裏切り者なのか？　とりあえず目の前の敵をどうにかしてくれ！　消滅させられる！」

　そりゃ、鉄山に乗った時点で何が起ころうと覚悟のうえではあったが、ロボット側のアクシデントで殺されるのは嫌だろ。

「切腹って真っ白な死に装しよう束ぞくを着てやるんですよね。それなら悪くもないかもしれません」

「涙珠るいしゆ、さばさば事態を受け止めるな！　まだ終わりじゃない！　この鉄山が動けばどうにかなる！　ほら、鉄山動いてくれ、動けって！　お前だって消滅したくないだろ！」

　がしがしひたすらコクピットを殴る蹴ける叩く！　駄だ々だをこねてる子供みたいだけど、命懸けだ！

『ウルサイワネ、チャントヤルワヨ』

　やけに心のこもった電子音が聞こえた。

『自爆すいっちボーン』

　次の瞬間、僕ら以外の金山かなやま鉄山やらロボットやらが「爆発」した。

　何かの悪い冗談かっていうくらい、華麗にどかーんと。僕らが驚く暇もなく、僕らの鉄山は半死半生のロボットたちを踏みつけていく。たぶん、足を折って動けなくしているんだろう。残酷な気もするが、人間じゃないしいいだろう。

　ものの三十秒で敵は全滅した。一応、助かりはしたらしい。

『ハイ、ジャア、ココカラサキハ自分ノ足デ歩キナサイ。ホラ、オリタ、オリタ！』

　コクピットが開く。どうも追い出そうとしているらしい。逆らうのも怖いので僕と涙珠は地面に降りる。

「でも、えらく人間味のあるロボットだな……」

『当タリ前デショ。中ニ人入ッテルンダカラ』

「え？」

　鉄山の股またの部分、僕らが入っていたところよりも下の部分が引き出しのようにスライドして開く。そんな構造になってたのか。

　で、そこに入っていたのは――――

「か……母さん？」

　神倉かみくら伊勢いせ、僕らの母親がそこにいた。

　信じられないというか、信じたくないというか、とにかく僕の頭の理解をその場の状況は超えていた。

　これは明らかに母さんだよな。見た目は肌にぴったりあったスキューバダイビングで着るようなスーツだけど、これは母さんだよな？

「そうよ。あなたたちをこのおなかで生んだわよ。感謝しなさいよ。好きで生まれたわけじゃないとかぬかしたらぶん殴るわよ」

　母さんは照れくさいのか、腕を組んでそっぽを向いた。いや、そっぽを向かれても困るんだけど。

「ここまで私たちを運んでくれた、と考えてよろしいんですね、お母様」

　涙珠るいしゆもどこか落ち着かなさそうな顔をしている。

「ええ。この金山かなやま鉄山てつざんおよびこのへんの護衛ロボットは私が開発して軍に卸おろしたロボットだからね。そのうち一台にもぐりこんだの。パスをこっから先は変えられてるみたい」

　じゃあ、母さんがここに連れてきてくれたのは事実なのか。

「あ、そうそう先に言っておくけどね、ミタマ、別にあなたのためにやってるんじゃないんだからね」

「じゃあ、何のためにやってくれてるのさ？」

　照れくさかったり、怖かったりで、僕はありがとうもごめんなさいも言えない。

「来栖山くるすやまが軍隊に占領された。ついちょっと前にね。抵抗する者や疑いのある者はどこかに連れていかれた」

　な、な、な、な、な！

　どうして来栖山が――――なんてことを言おうとした僕の言葉を涙珠が切る。

「堕落しないで下さい」

　指を突きつけて。

「こうなることは読めていました。神倉かみくら玉将たままさは自分に向かって明確に刃向かおうとしている息子に恐れを抱いた。もちろん、その母親や兄弟姉妹だって同じです。もしかすると協力して自分を殺そうとしているのかもしれない。だから、先手を打って来栖山を押さえる。ごくごくありふれたことです。

　それとも、誰だれ一人の犠牲も出さずに贄川にえかわさんを助けられるとでも思っていたんですか？　その程度の覚悟でここまで来たんではないでしょう？」

　僕の頭にいつの日かの那智なちの言葉がふっと蘇よみがえる。



「だって、わたしが生き残るとしたら、多分たくさんの人が死ぬもん」



　そして那智は確かこう続けた。



「わたし一人だけの力でわたしが生き残る可能性って限りなくゼロに近いよね。そんなわたしが生き残ったとしたら、そこにはありえないことがいくつも重なるしかない。けど、奇跡って必ず帳ちよう尻じり合わせが起こるんだよ。わたしが生き延びた奇跡のせいで、沢山の人が不幸になる」



　殺されるはずの少女が生き残る、それだけで世界の調律が根底から歪ゆがむ。

　僕は身じろぎもできない。やってきたものの重さ、背負うものの重さが動くことを許さない。

「勝手に自分の街が占領されたらムカつくわ。だから、あなたたちに力を貸してやったのよ。で、せいぜい世界の真相とやらに迫りなさいよ。ミタマ、前回の来栖山くるすやまへの出頭命令はなかったことにしてあげる。そのかわり――――――」

　母さんはおもむろに僕らに近づくと、

「一発叩たたかせなさい」

　ぱちん、ぱちん。

　僕らの顔を一回ずつ、平手で叩いた。少しだけ背伸びをしながら。

「これでよしっ」

　母さんは仕返しの完了した子供みたいに笑った。

「じゃあ、あとは好きにしなさい。ここは地下百階クラスのダンジョンで言うところの八十八階あたりだから、ゴールは近いわよ。こんな国どうしたっていいわ。滅ぼしても作り変えてもいい。でも、死んじゃダメよ。命はいつも大義なんかより偉いんだから」

　僕は堂々とこんな言葉を吐ける母さんのことをちょっと尊敬した。母親ってこんなに強いのか。

「私は残りのバカな息子と娘のところに行くわ。ケガさせてたら、五十鈴いすずのやつ、承知しないわよ」

「母さん、ありがとう！」

　僕は思わず叫んでいた。とにかく、なんだか、なんていうか、じっとしていられなかった。結局、僕はみんなに迷惑をかけて、かろうじて生きている。でも、生き延びるだけじゃダメなんだ。これから那智なちを助けに行かないと。

「ああ、あなたたちに歌を一つ送るわ。



いつの世も生は醜みにくいものよ　さあ！　傘捨てなさい！　泥浴びなさい！



　これがワタシの言いたいすべてだから」

「つまり、全力で行けってこと？」

「ええ、そうよ。あとね、玉将たままさに会ったらこう言っておいて。あなたはきっともう来栖山くるすやまには戻ってこれないだろうけど、それでもワタシはあなたを愛していた――――って」

　その時、もう母さんはきびすを返していたから表情は読み取れなかったけれど、母さんがどれだけ辛そうな顔をしているのかぐらい、子供の僕らにもわかった。

　あるいは僕らが玉将と戦うブレーキになるのを母さんは避けようとしたのかもしれない。

「じゃあね。来栖山に戻ってくる時はお土産はいらないわ。五体満足であればいい」

　そして、母さんは鉄山てつざんに乗り込むと、ガチャガチャ音を立てて引き返していった。

「では、行きましょうか」

　涙珠るいしゆの顔は大きな事を成し遂げたように澄すんでいた。笑っているのとも違う。なんだろう、老ろう子しが言う無為自然みたいな表情。

「お母様にも会えましたし、これで私の側の計画は無事に終わりました」

「側って何だよ？」

「『家族回収計画』ですよ」

　涙珠は糸だらけの手を握ったり開いたりしていた。喜びをうまく形にあらわすことができないようだった。

「離れ離れになった家族はこれで揃そろうでしょう。元通りになるでしょう。あとは、家族を引き裂いた元凶と出会うだけです」

　そこで涙珠の目はまた冷ややかなものに変わる。いや、むしろ涙珠には似合わない熱い憎しみを持った目だ。涙珠は父さんを家族と認めていない。

「行きましょう、玉将を倒しに」

「うん。僕も那智なちを助ける、何があろうと」



　そこから先は宮殿のような内装の建物がそびえていた。ギリシャの神殿のようにごてごてした柱の回廊を進んでいくと、自然と内部に入っていく。なんていうのか、まるで自分が過去にさかのぼって子宮に帰っていくような気持ち悪さがその回廊にはあった。

　何か恐ろしい刺客でも来たらどうしようかと思ったが、幸い、敵の姿はなかった。いや、気配が何もない。

「生物が死に絶えた後の地球みたいだな」

「まあ、予想はついていました。敵が攻めてくることはほぼないでしょう。あるとすればトラップ程度のものでしょうか。玉将の性格を考えれば当然のことですね」

「どういうことだ？」

「もしも人間を配置すれば裏切るかもしれないでしょう？　だから人間の兵士を深奥部には置けない。さっきもすべて敵は護衛のロボットだけでした」

「そういえば、人間はいなかったな……」

「かといって、機械を配置してもあの鉄山てつざんのように裏切られたりするリスクがある。自分で造るわけではありませんからね。では、どうするのか。人などいなくても大丈夫な環境を用意するしかありません。だから、ここは限りなく無人に近いのです。いえ、本当に無人かもしれない。ここまで入ってこられたら素直に諦あきらめるか、あるいは逃げるか」

「なんだか、それって――――」

　僕の頭にはちょっと前まで会っていた男の顔が浮かぶ。

「兄さんと似てるな」

　人とのつながりを断ち続けた兄さんの末路が孤独に山にこもることだった。ここも場所が変わっただけで本質は同じだ。

「血は争えないということです。もっとも玉将たままさのほうがよほど悪あく辣らつですがね。ここは皇帝を守るための場所です。そして将軍とは皇帝を守るための存在。ならば、最後は将軍一人が皇帝を守るというシステムにいきつかざるをえません。その結果がこういう環境を生んだのです」

「でも、それって危なくないか？　皇帝の身にもし危険がおよんだ場合、将軍一人でどうにかしないといけなくなる」

「やむをえないのでしょう。皇帝の存在を知られるわけにはいかないのですから」

　そういえば僕らは皇帝の名前も顔も知らない。実在すら疑わしい。

「ただ、その秘密にも肉薄しているのは間違いないですがね。あら、いかにも入れと言わんばかりの」

　そして、僕はついにゴールにたどりついた。

　部屋の内装は重役級の風格ある個室。後ろには高そうな刀やら壺つぼやらが飾ってある。テレビや映画で見るような典型的な光景だ。

　ただ、本来なら重役の机が置いてあるべき位置にヒノキ造りの箱があった。その箱には湯がなみなみと満たされていて、湯気がたっている。つまり、ヒノキ風ふ呂ろが置いてあるわけだ。そこにタオルを頭に載せた男が鼻歌を歌っていた。

「今世紀最大のタイラント～、こっぴどく起こすぜ大乱闘～」

　あまりにも場違いな光景が展開されていたが、そんなものよりよほど目を引く点があった。

　その男の顔が僕と酷似していたのだ。

　厳密には僕は成長途上だから双子ほどじゃない。

　それでも別人とは思えないくらいに似ている。

「あなたが神倉かみくら玉将ですね」

　涙珠るいしゆがその名前をフルネームで呼んだ。まるで赤の他人に向けるみたいに。

　いや、初対面の人間を親だと認識しろといってもそのほうが無理か。

　僕だってこの男を親だなんて思えない。

「おう、ミタマ、涙珠。ここが将軍の執務室だ。ＯＫ？」

「じゃあ、やっぱりあんたが……僕の父親？」

「そういうこった」

　入浴中の男はにやりと笑った。

「俺おれがこの国のジェネラルだ、モラルをスリルに変えるアルケミスト、テロルをリアルに潰つぶすクルセイド、神倉かみくら玉将たままさ、イェ！」

「あなたが父さん……」

　不思議な感慨が自分を襲っていた。

　なつかしいわけでもないのに、なんていうのかな、憎しみが湧わいてこない。それくらいこの人と自分はよく似ている。あと、自分の命を守るのに必死という感じが伝わってこない。今だって入浴中だし。もしも、僕らが銃の一つでも持っていればおしまいだ。

　これじゃあ、まるで――――。

　――――殺されるのを望んでいるみたいじゃないか。

「同じ顔でびっくりしたかセンスオブワンダー、ビビってんじゃねえ千夢一夜」

　玉将の声は飄ひよう々ひようとしていた。でも、どこか物悲しかった。

「似てるのはきっと伊勢いせの科学の力だろうよ。あいつは俺が戻ってこないのを知っていたから俺と同じような顔になるように遺伝子でもいじったんだろ。あるいは単なる偶然かもしれないけどな、たとえば神のおぼしめしとか」

「余計なことは言わなくていいです、俗物！」

　涙珠が切り捨てるように叫んだ。その表情はまるで僕以上にこの事実に傷ついているようだった。

「俗物か。なかなか厳しいお言葉だな」

「権力のために家族を裏切ったあなたにはぴったりです。あなたがこれまで私たちをどんなふうに扱ってきたか、忘れたとは言わせませんよ。あなたは堕落の権ごん化げです。だから父親とも呼びません、思いません！」

　玉将は怒るどころか、苦笑いさえ浮かべていた。僕と瓜うり二ふたつだが、ぼくにはできない表情だった。

　涙珠は糸をいつでも放てる態勢になる。

「私は復ふく讐しゆうに来ました。母さんの、兄さんの。そして無む茶ちや苦く茶ちやにされてしまった私たちすべての」

「で、どう復讐するんだ？　俺を殺すのか？」

　平気で殺すのかと玉将たままさは尋ねる。それは死ぬことなどないと確信しているのか、それとも死んでもかまわないと考えているのか。

「その前に説明責任を果たしてもらいます。どうしてあなたが家族をこんなに傷つけたのかということを聞かなくては帰れません。それに、あなたが贄川にえかわさんをどこにやったかも聞かなければなりませんから」

　そうだ、那智なちをさらったのは間違いなくこの男なのだ。

　死んでもそれは聞き出さないといけない。

「ああ、それはちょうどいいや。手間が省ける。家族を潰そうとしたとしても父親としてそれくらいのことはしないとなんねえ。そうだよな、涙珠るいしゆ？　せっかく会ったんだ、ちょっとは話をしようぜ」

　父さんは歯並びの悪い口をあけて笑った。なんで、こんな余裕なんだ？　分が悪いのか、あの涙珠でさえ焦っているようだ。

「多分、この中じゃ俺おれが一番真実に近いことを知ってるだろ、俺のＤＡＴＡは特Ａだ。なんだって聞いていいぜ」

「おい、那智をどこにやった？」

　僕は一歩前に、いつでも玉将につかみかかれる距離にまで近づく。

　今の僕が知りたい情報で、ほかに何がある？　家の素性だろうと、この男の正体だろうとすべてどうでもいい。那智のことだけが気がかりだ。

　もし、「殺した」とでも言おうものなら、すぐにぶっ殺してやる。

「ああ、悪いがそれは禁則事項だ」

　涙珠に糸で止められなかったら殴りにいっていた。

「なんだよ！　いきなりＮＧかよ！　ふざけるなよ！」

「落ち着いて下さい、兄さん！　今は冷静になって下さい。頭に血が上って事が好転することは万に一つもありませんよ！　私たちはまずは真実を知らないといけないのです！」

「そうだ、そうだ、別にイヤガラセしたいんじゃねえ、さっき言ったのガセじゃねえ。その件はな、ほかでもねえ皇帝陛下の口止めだ」

　皇帝陛下。やっぱり実在するのか、皇帝は。

「陛下はいるぜ。つか、俺、普通に会話してるしな。不死の王者、ノーライフキング、それが皇帝だ。そして、おそらくこの国の建国にもかかわってる」

　玉将は風ふ呂ろの中でからからと笑う。

「不死の皇帝が国を作るというのは自然な話ですね。本来、権力者であっても不老長寿は得がたいものだったはずです。神話の時代の話を思い出して下さい。始皇帝しこうていが不老の霊薬を求めて徐福じよふくというシャーマンを派遣したのは有名ですね」

　涙珠は唐突に歴史の話をはじめる。いや、むしろ場にあわない空気を出してるのは僕か。

　そういえばまさに兄さんのいた新しん宮ぐうには、その徐福じよふくの墓がある。

「その後も西方の歴代皇帝は不死を求めて、水銀をありがたがってあおり、何人も中毒死しました。さすがに神代でも科学が発達するにつれてそんな伝承は姿を消しますが、不死へのあこがれは神代の説話が終わりを迎えるまで消えません。三千年前に神が初代皇帝となり、人間を不死にするまで」

　もっとも、歴史的に実証ができるのは二千年前までなので、歴史では二千年分のことしか習わない。三千年前もやはり伝説の範はん疇ちゆうだ。少し訂正する。どうも今日の涙珠るいしゆにはいつもの残酷なくらいの沈着さがない。

「不死の人間は変化を望みません。神話上では考えつくかぎりの政治体制が繰り広げられています。原始共産制に貴族制、帝政、資本主義、共産主義、衆愚制、哲人政治、封建制といっても地域と国家によってあまりに異なりますし。それに比べて現実の歴史のつまらないこと！　近現代どころか古代も中世もずっと皇帝がいて、その側近が政治を動かす、やがて殺されたり追い落とされたりして次の頭を置く、それだけです。

　その一番前を走っているのが玉将たままさというわけです」

「まあ、そういうこった」

　玉将は気楽に笑う。

「この世に永遠はありませんから、いつかは不遇の死を遂げるでしょう。しかし死を延期することはできます。五百年でも千年でも。政敵は確実に潰つぶす。のしあがってきた者も潰す。それをこの目の前の男はやってきたのです。裏でどれだけの人間が疑われて殺されたか想像もつきません。しかし、恐れは本来的に観念的なものです。その観念はひたすら暴走し続けます。そして、最後には――――」

「身内が怖くなる」

「正解です、兄さん」

　涙珠の目は父さんに向けられたままだ。

「とくに跡継ぎほど危険なものはありません。ですから玉将は私たちを殺す」

　現実はともかく、ストーリーとしてはそれはあまりにも自然な流れだった。

　そして、僕らの先祖は本当にそんなことを繰り返してきた。

「これは現実と神代の違いでも最たるものでしょう。死が定期的に訪れる世界では権力者はむしろ自分の後継者を残すことに躍起になります。養子を迎えて安あん堵どすることさえ珍しくありません。とにかく名前が残ればいいのです。ですが、現実ではそうはならない。自分が引退しないかぎり、子にはポストがまわってきませんからね。

　この男は恐れました。我が子に命を狙ねらわれているのではないか。だから来栖山くるすやまの実家には帰れませんでした。実家では妻が帰りを待ちわびていましたが、それだって猫をかぶっているのかもしれません。妻だって我が子が権勢を握ったほうが力を持てます。なんなら未亡人として家長代行をつとめることだってできる。出張期間は三日延び、一週間延び、一月、一年、ついには十五年となりました。

　何も怖いのは家だけではありません。殺し屋は名古屋にいるかもしれない、静岡しずおかで待ち伏せているかもしれない。宮廷から一歩出たところをやられるかもしれない。そしていつしか、皇帝の宮廷から一歩たりとも離れることができなくなってしまいました。これは論理的必然です。疑心暗鬼に駆られた獣はどこまでも保険をかけるしかない。挙あげ句く、お風ふ呂ろから出ることもできずにふやけているというわけですよ！」

　涙珠るいしゆの叫びは部屋に反響し、少し音割れした。キーンという不快な音が部屋を満たす。いつの間にか、涙珠の目の色も冷静さを欠いていた。

　そこには、はっきりとした強い強い憤いきどおりがあった。

「おかげでお母様はおかしくなってしまいました。お母様はなんだかんだであなたのことを愛していたのでしょう。だから、十何年も会おうともしない夫を一応は夫と認めて、離婚しようともしない。その愛にあなたはこたえようとしなかった！　そして子供にあたるようになりだした母さんから姉さんは離れ、あなたに命を狙ねらわれて男性恐怖症になった兄さんも家を離れました。家族はばらばらになってしまいました。すべて、あなたのせいです！」

　家族を引き裂いた罪を認めさせること、それが涙珠がここに来た理由。

「ああ、そのとおりだ。全部俺おれが悪い」

　あまりにあっさりと玉将たままさはすべてを認めていく。

　やっぱり、玉将の意図が読めない。

　そんな権力に固執する男が僕らと今更会おうとする意味がわからない。

「ところで、そんな俺はどうしてお前らとこうして話してるんだろうな？」

「それは……」

　涙珠は少し都合悪そうな顔をしている。その、肝心の「なぜ？」が僕らにはわからない。母さんのロボットに予想外に攻め込まれて逃げるのを諦あきらめた？　まさか、そんなふうには見えない。そもそも山中で僕らを殺すことが玉将にはできたはずなのだ。

「まあ、言ってることはだいたい同じ。やってることはたいてい同じ。ああ、いい湯だ。しかも自分の子供を見て入れるってのはいいな。お前らも一いつ家か団だん欒らんで一緒に入らねえか？」

　涙珠は汚いものを見る目をして、

「お断りします。さっきからあなたは獣くさいんです。敵を食らうことしか考えてない肉食系だから、そうなるのです」

「違いねえや。涙珠の言ってることはほぼ正しい。マジ伊勢いせに迷惑かけたホントに、マジいつも置いてきたままだホントに。長い間、玉風たまかぜの命を狙ったのもホントだ。だけど、ちょっと違うところもあるんだ。信用してくれないかもしれないけど、言うぜ？」

　玉将たままさはすべてを諦あきらめたように笑った。僕はそこに強いタナトス――――死の香りを感じ取った。そういえば、この人はさんざん人を殺し続けてきたんだ。体に死が詰まっているのだろう。

「どうぞ」



「今回のミタマの騒動では、俺おれはお前らを殺そうとしていたんじゃねえ。一貫して、お前らを守ろうとしてた」



　何のてらいもなく、初めて見せた強い目で、玉将はそう言った。

　少なくとも、それは論理的にはつじつまがあう。

「ウソですっ！　こんな場面でウソをつかないで下さいっ！」

　涙珠るいしゆの糸が伸び、玉将の手首を縛る。

　ここまで戦闘的な涙珠を見たのは初めてだ。自分の感情に駆り立てられている。このままじゃ、首まで絞めようとしかねないので僕はあわてて止める。

「やめろ！　お前が取り乱してどうするんだ！　落ち着け！」

「だって、この男はっ！　……すみません、どうしてもこの男の前では冷静になれないんです。まるでこっちの手の内をすべて知っているように振る舞うから。じゃあ、金山かなやま鉄山てつざんも刺客ではなかったのですか？」

「確かに僕らのもとに刺客が送られたよな……」

「ああ、それに関しては１００パーお前らの間違いだ。だって、金山鉄山はきっとこう言ったはずだぜ。神倉かみくら玉将の『使者』だってな。刺客だなんてしゃべるようにはインプットしてなかったはずだ」

『我々ハ神倉将軍ノ使者、金山鉄山ナリ』

　そうだ、あのロボットは一度も刺客だなんて言っていない。

　地面が消えたようなおぼつかなさを感じる。立ちくらみだろうか。とにかく気分が悪い。一にも二にも気分が悪い。

「それはウソです！　こっちが抵抗する前からあのロボットは保護権のメダルを消滅させました。単なる使者がなぜあんなことをするのですか！」

　涙珠の言うとおりだ。最初から使者として振る舞ってくれたなら誰だれも戦おうとなんてしなくてすんだのだ。

　でも、あの場で金山鉄山が僕らを殺さなかったのも事実。

　目的がいまだにわからない！

「それはな、お前たちの教育に悪い存在を引き離すためさ」

　ああ、だんだんと答えが近づいてきている。すごくひどい答えが。

「宮廷警護職に任命された時、正直天下取ったと思った。俺おれの時代が来たって思った。やっぱカミクラ・イズ・ガーディアン・オブ・エンペラー、カミカゼ・ウィズ・パーマネント・ソルジャー、神倉かみくら守ってきた皇帝を、カリスマで救ってきた恒久に。これからは俺が皇帝守る、この国守る、そう意気ごんでたけど結局俺は権力の獣、上は引きずりおろした、下は蹴け落おとした、今度は自分の息子が怖くなった、バカな話。ヴァニティな話。そりゃ俺は父親も親しん戚せきも潰つぶしてのしあがった。今度は息子だ。子供が怖い、家族が怖い。子供の命狙ねらうなんて畜生なこと極道なこと繰り返した。そしたらどうなったと思う？」

　父さんはヒノキ風ぶ呂ろから立ち上がった。僕は叫ぶことさえできなかった。

　父さんの胸から下は毛深いなどと言えるものじゃなかった。



　それは獣そのものだった。



　その漆しつ黒こくの毛並みはまるで、体の中に闇やみを飼っているような気さえした。かろうじて見える足も人間のそれとは異なり、見たことのない哺ほ乳にゆう類るいの指と爪つめをしていた。

「宮廷閉じこもってる俺はノケモノ、急速に生まれ変わる俺はバケモノ、なあ、涙珠るいしゆ、お前の言うとおりだ。権力は人を獣に変える。これが神倉の当主の運命だ。いや、俺だけじゃねえ。今まで権力を手に入れようとした者はみんな同じ轍てつを踏んだはずだ。マジメになろうとしてもここまで来ればみんなこうなる。こうなったのは、ミタマ、お前が生まれる直前だ。最近になって後悔したけど遅すぎるだろ。

　人間も生き物だ。生き物はいつか死ぬ。そういうふうにできてんだ。そのルールから離れてる俺たちは、もう生物じゃねえ。ケモノですらねえ。バケモノだ。俺たちは千年も二千年もマジで同じところをぐるぐるまわって、止まる様子もねえ。まるで永久機関、無む間げん地獄。俺は絶望した。皇帝を退位させて国のシステムでも変えて、引退でもしようかと思った。

　そしたら、偶然ミタマが殺されるはずの女助けて犯罪者になりかけてた。吐き気がしたぜ。だって、だって、だって……」

　その先の言葉は僕を錯乱させるのには十分すぎた。



「ミタマが皇帝陛下と一緒にいるんだからな」



　体が凍りついた。確かに、それはそういった感覚だった。

　いや、そりゃ、絶対にありえないとは言い切れなかったかもしれないけど、でも、まさかそんな馬ば鹿かげた話があるわけないだろうと思っていた、信じていた。

　だって、そうでないといったい僕は誰だれを守ろうとして生きていけばいいんだ？

「ああ、なつかしいな。もう三十年前になるか。俺おれは那智なちって女に惚ほれてな、その女の命を守るために単身ここに乗り込んだんだよな。親の言うことも聞かずに、むしろ親やら一族やらを殺してでも惚れた女を守った。ああ、あの頃ころはまだ俺も純真だった。伊勢いせと結婚した頃にはもう濁にごっちまってたな」

「やめろ、やめてくれっ！　やめてくれっ！」

「ミタマ、いや、お前ら、気をつけろ。皇帝陛下のことは信じるな。陛下は俺たちのことなんて考えてねえ。もっともっと深遠を、永遠を見ている。いいな、ミタマ、陛下には惚れるな、ええと今の苗みよう字じは贄か――――」

　銃弾の音。

　鈍い破裂音。

　それで、玉将たままさはすべてを言い終わらないうちに倒れた。

　僕らにできることは玉将を助けに行くことと、後ろを振り返ることの二者択一で、結局ぞっとする感覚に負けて振り返るしかなかった。

「機密事項を話したらダメだよ。男の人がルールをあえて侵犯したがるってことは、確かバタイユさんも言ってたけどさ～。確か、男の人は死にちょっとだけ触れたがっていて、だから女の子もその場合『死』そのものなんだったっけ？　間違ってるかもしれないけど、この場合は正しいよね」

　見間違いようもなく、そこにいたのは足が悪くてステッキをついている僕の恋人。

　贄川にえかわ那智。

　断じて皇帝なんかじゃないはずだ。

「そうだよな……話しちゃったらダメだよな。陛下に撃たれたことに文句はねえ。でも、頼むから俺の子供を巻き込まないでくれよ……もう嫌なんだよ、こんな輪りん廻ねは……」

　なのに、まるで昔からの友達みたいに二人は話している。無論、友達なんて生なま易やさしい関係じゃないのだろうけど。

「それは二人がどういう決断をとるか次第だよ。玉将さんはもう休んだらいいよ、休みたかったんでしょ。だからルールを破っていろいろ説明したりしたんでしょ？」

「ああ、違いねえ……」

「今までご苦労様でした、将軍様」

　そして玉将は永遠に目を閉じた。

　そして僕はやっと我に返ることができた。

「な、那智！　どうして父さんを撃った！」

　僕が那智に近づけなかったのは、その銃のせいもあったけど、なにより那智が禍まが々まがしかったのだ。贄川那智という少女はどこまでも底が知れなさすぎる。

「だって、約束を破ったもん」

　当然の権利のように那智なちはしゃべる。そこにどこにもためらいはない。

「皇帝の言葉を平気で破る将軍には罰を与えないといけないでしょ。黙っててごめんね、わたしがこの国の皇帝、贄川にえかわ那智でした。まあ、もう来栖山くるすやまに引っ越して二年になるから、小市民生活が板についてきたけどね」

「那智が皇帝？　そんなバカな……」

　僕はおどけたように笑っていた。笑うしかなかった。目の前の事態を冗談にして笑い飛ばさないと正気を保っていられなかった。

「そうだ、そんなわけがない。だいたい那智のどこにそんな権力がある？　那智はただの女の子だ。永えい生せい権けんだってぼくがなんとかしようとしなければ、絶対に手に入ることもなくて、そのまま足を悪くしただけで処分される、どこにでもいる女の子だ！」

「ああ、足？　ごめん、もう回復しちゃった」

　今まで使っていた金属製のステッキをぽいと投げ捨てる那智。

「おかしいだろ？　おかしいって！　那智は治らないケガをしてしまったはずで、だから処理されることが法的に決まっていた…………はずで」

「あ、ダメだよ、そんな普通な思考をして諦あきらめちゃ」

　那智はノンノンと指を振る。

「たとえ、不治のケガと社会的に認識されていたとしても、回復する可能性が完全にゼロなわけじゃないよ。奇跡だってこの世界では起きるんだよ。そう、可能性を『否定』しちゃダメだよ。

　すべてを『肯定』しないとダメだってこと、わたしとの旅で学んでくれなかったのかな」

　笑っている、本当に那智は円満に笑っている。

「意味を理解しました。確かに贄川さんほど皇帝という権力にふさわしい人物はいません」

　涙珠るいしゆが僕の前にさっと手を出す。那智に近づくなということだろう、また表情は冷静なものに戻っている。そうしないと危険だと感じているんだろう。

「どういうことだよ？　どこにそんな根拠があるんだ？」

「兄さん、この世で最も力のある人間を皇帝だと仮定しましょう。では、その力とはいったい、どのようなものでしょうか？」

「最も力のある人間？　ええと、たとえばお金が世界一あるとか……」

　慣れていない立場に立たされている僕はしょうもない答えしか浮かばない。

「世界一の富豪も銃で撃てば死にます」

「なら、超人的な腕力や戦闘能力を持っているとか……」

「だとしても、社会的に抹殺することもできれば、毒殺だって可能ですね」

「じゃあ、世界中の人から尊敬されているとか」

「今がそうだとしても、将来信仰が揺らいで、見向きもされなくなるかもしれません」

「わからない。もう降参だ！　僕には突発的な問題はわからないんだ！」



「答えは運命を味方につける力、これを持つ人間こそが最強です」



　涙珠るいしゆははっきりと言い切った。

「つまり、不治のケガすら運命を操って奇跡的に回復させて、死の危険すら運命を操って奇跡的に逃れてしまえる人間ってことか？　そんなの神と同じじゃないか！」

「違うよ、わたしは神じゃないよ。運命を操ることなんてできないから」

　那智なちが横よこ槍やりを入れる。

「ミタマ君、涙珠ちゃんの言葉の通りに解釈してみて。運命を操るなんて一言も言ってないよね？」

「ええと…………運命を味方につける？」

「贄川にえかわさんは自分からは何もしていないのです。ただ、偶然助かって、治っている。贄川さん自身は無力なのです。だからこそ、皇帝なのですよ。無力な者から力を奪うことはできない。奪うことが不可能な力には誰だれも対抗することはできない」

「ええと……力はないはずなのに、誰も倒せない。だからどうすることもできない……そういうこと？」

　那智は場違いにぱちぱちと拍手をした。

「やっぱり、涙珠ちゃんは賢いね。わたしはバカだからそういう難しい話はわからないけど、皇帝なんだよね。最近、将軍が憂ゆう鬱うつになってたからそろそろほかの人にしようと思ってさ～、それでこういう計画を立てたんだよね。ちなみに贄川って家族の娘になりすますぐらいは集団催眠で簡単にできるよ」

「そんなバカな！　この世界で那智と関かかわった人間は何百人もいるはずだ。そのすべてを欺あざむけるわけがない！」

「だから、可能性を否定しちゃダメだって」

　那智は幼い子供に説明するようにゆっくりと僕の目を見て話す。いや、もし那智が皇帝だとしたら年齢的には僕らなんて生まれたばかりのガキと一緒なんだ。

「集団催眠というものがあって、もしかするとこの世界中のすべての人がそう思い込む可能性はこの世の中に存在するでしょ？　ただ、偶然そうなってしまったんだよ」

　なんなんだ、僕の信じていた現実がだんだんと崩壊していく。

「それでミタマ君に近づいてみたの。将軍の子がどこまでやれるかな～って。運命がどこまでわたしの都合のいいように運ぶかな～って。運命が味方の間はわたしは負けないからね。もし、運命が今までどおりの世界を望むなら、わたしから離れていこうとした将軍は消されて次の将軍が生まれるはずだよね。そして運命が変化が小さいことを望むなら前回までと似たような人を将軍に選ぶはずだよね」

　皇帝護持の軍事権門の一族から出た将軍の息子で、その時点で次期当主としての立場にいて、皇帝を救おうとしていた人間に次の将軍の座がまわってくる。

　なるほど。事例だけ考えればまっとうだ。問題はそれが無意識のうちに行われているということだ。

「さて、玉将たままささんは将軍から解任しまーす。さあ、初めてのことにまったく対応力のないミタマ君、究極の選択だよ。でも何事も経験だからね、頑張ってね！」

　とても悪意なんて見えない笑みを那智なちは僕に向ける。

「わたしと涙珠るいしゆちゃん、どっちか生かしたいほうを一人選んでね。はい、これがそのためのアイテム！」

　那智が投げて渡したのは持っていた唯一の武器であるピストル。

　僕はお手玉しそうになりながら、それをキャッチする。

「ナイスキャッチ！　それでわたしか涙珠ちゃんかいらないほうを撃ってね。あ、ただ反則される前に言っておくけど、死ななそうなところを狙ねらって誤ご魔ま化かすとかはなしね。撃ったってことは殺すってことだから、撃たれたほうには確実に死んでもらうよ」

「どうして、こんなことするんだ…………？」

　僕の手はその硬い金属の凶器を持ってから震えが止まらない。

　那智は怯おびえている僕とうつろな目の涙珠を見ながら、

「それは当然のことだよ。わたしが皇帝だってことは将軍以外の誰だれにも知られてはいけないことだからね。権力の正体に気づいてしまった人間が増えたらどうなる？　運命から誰も逃れられないと感じた人間が増えたら、この世界中無気力な人たちばかりになっちゃうよ。だから、秘密を知って生きていられるのは皇帝を護まもる将軍だけ――――つまり、涙珠ちゃんを殺してミタマ君が将軍になるか、それともわたしを殺して帝政を終えるかの二択しかないってこと。あ、どっちも選ばない場合やミタマ君が自殺しちゃったような場合は、放棄とみなして帝政を続けるからね。もちろん涙珠ちゃんにも死んでもらうよ」

　どうしてこんなことを笑顔で、どうしようもなく笑顔で那智は口にできるんだ？

「贄川にえかわさん、あなたは本当に堕落していますね」

　涙珠は目を閉じて、静かに言った。

　まるで、すでに答えをすべて知ってしまったというように。

　もう、【信義の糸】もゆるんでしまっている。

「わたしは堕落したつもりはないよ。これはわたしなりの筋の通し方なんだよ。一度権力を握ってしまったらあとはすべてを全肯定するしかないんだ。もし、一つでも否定したらすべては大混乱に陥おちいるよ。たとえば定てい年ねん退たい拭しよく制度がなくなったらどうなるか考えてみてよ。変だろうとひどかろうとＧＯサインを出し続けるしかないのさ。止まった途端熱暴走でみんな死んでしまうんだよ。だから、わたしはこのシステムを肯定するんだ」

　那智なちの顔は笑ったままだが、目は笑っていない。その目はすべてを知っている目だ。千年も、あるいは一万年も。

「たとえ、どんな理由があろうと私はあなたを許しません」

「雰ふん囲い気きでものを言ってはダメだよ、涙珠るいしゆちゃん。許さないならどうするの？　新しい矛盾のないシステムを作れるの？　過去にも短期的にはいろんな改革が行われたよ。でも全部失敗したから今のシステムが続いてるんだよ。それはわかってるよね？」

「別になんでもいいですよ。私は家族を、兄さんを信じていますから」

　涙珠は目を閉じたまま、たんたんと僕にすべてを託した。

　その心を知る由よしはない。でも、僕も人間だ。いくら、不慣れなことに対応する力はなくても、人の心を推おし量はかることはできる。

　妹の心を推し量ることはできる。

「さて、そろそろ答えは見つかったかな、ミタマ君？」

　那智の目が僕を射抜く。

「さあ、いらないほうを撃って」

　涙珠の横に並ぶ那智。

「どうぞ、私も心の準備はできました。だから最後に少しだけしゃべらせて下さい」

　涙珠も小さくうなずき、目を開けて、かすかに微笑ほほえむ。



「私は兄さんのことを愛しています」



　その笑みは怖いぐらいにまぶしかった。

「さて、私がやれることはすべてやりました。あとは兄さんにまかせるだけです。そのピストルで好きなだけ撃ち抜いて下さい。私は堕落しないですみました。だから何も怖くありません」

　僕はゆっくりとピストルをかまえる。

　もちろん、可能なら誰だれ一人撃つことなく終わりを迎えたい。

　でも、そんな道はない。僕は大切な人を自分の手で消すしかない。前に進むために。

　冷や汗が噴き出る。気分が悪い。だけど、答えはすでに決めていた。

　僕は銃口を――――――――那智に向けた。

「わたしのが邪魔なのかあ」

　あっけらかんとした顔をする那智。

　涙珠は少しも驚いた顔をしていない。それが覚悟なのだと思う。



「だって、那智なちは殺されたかったんだろ？」



　僕は確信を持って言う。

　那智の笑みが一度、壊れる。

「だから事情までわざわざ逐一説明して僕に選ばせようとしたんだろ？　皇帝として生きるのなんて、すべてを肯定して生きるのなんて疲れたんだろ？」

　何もかもを肯定する、それが那智の強さだった。だけど、そんなことを何百年何千年とやったらどんな気持ちになるだろう？　辛つらくて辛くてたまらないんじゃないだろうか？　もう素直にいろんなものを否定して普通に生きたくなるんじゃないだろうか？

　そうでなければ、僕に選択肢なんて突きつける意味もなかった。自分を一方的に貫けばよかった。涙珠るいしゆが邪魔ならとっとと殺しておけばよかった。

　自分の命を懸ける時点で、那智が本気で死にたがってることは明らかだ。

「それぐらいのことは、那智と旅をして学んだ。だから、僕は那智の気持ちが理解できる。那智の気持ちを推おし量はかることはできる。だって、僕は那智の恋人だから」

「さすがだね、ミタマ君。ミタマ君を好きになってよかったよ」

　那智は再び、寂しそうに寂しそうに微笑ほほえむ。

「私の勝ちですね。これで私の信念は守られました」

　涙珠は冷たい瞳ひとみで言う。

「もし、私が殺され、兄さんが将軍になってしまったら、家族はただの再生産の機構でしかなくなってしまう。そんな悲しい事実があっていいはずはありません。家族とはもっと尊いものであるべきです。だから、贄川にえかわ那智、繰り返すことだけを肯定するあなたは殺されなければならない！」

　結局、涙珠にとってはすべては家族の問題に収まるのだろう。それはそれで一つの答えなのだと思う。そして、僕は僕で一つの答えを出す。

「那智が死んで世界がどうなるかはわからない。でも、僕は自分が確かに愛した人を殺す。それが僕の役目だから！」

　僕は銃口を引く。

　なのに、手は途中で完全に止まってしまう。

　おかしいな、恐れなんてとっくに捨ててきたはずなのに。でも、次の変化でそんなもののせいではないことがわかる。

　銃口が涙珠に向けられていったから。

　目の前に涙珠の驚いた顔があった。

「やっぱり、こうなっちゃったか」

　那智の諦あきらめの声。何回も何十回も繰り返したような諦めの声。

「それはきっと神倉かみくら家の血の力。ずっと皇帝を守るために存在してきたＤＮＡがわたしを殺すことを拒んでいるんだ」

「そうでしたね。神倉家は皇帝護持のための一族。つまり神倉の人間が皇帝を殺すなんてことは明らかな存在矛盾……」

　その突然の変化を涙珠るいしゆはあっさりを受け入れたようだった。納得がいかないぐらい、あっさりと。

「そういう結末もいいでしょう。さあ、撃って下さい」

　僕の目を見て涙珠は笑う。

「どうして笑えるんだよ、そこでっ！」

　引き金を引きそうになる自分の手を必死に食い止めて叫ぶ。

「だって、私は愛する人のために最後まで戦いました。贄川にえかわさんも言っていましたね。動き出したらあとは全力で笑うのみです。自分は間違っていない、と。そう、笑いきるのみです」

「うそだっ！」

　僕はのどが破れそうな声で叫んだ。その声に涙珠もびくっと体を震わせる。どうせならもっとふるえて逃げ出せよ！



    

  
    
      



    

  
    
      

「うそだうそだうそだうそだうそだ！　だって死にたいわけがない殺されたいわけがない。全力で戦ったのなら余計にハッピーエンドを迎えたいはずだ！　涙珠るいしゆ、わかったようなことを言うな！　僕らはたかが十数年しか生きてない！　それで世界の仕組みも幸せも何もかも知り尽くしたわけがないだろ！　もっと貪どん欲よくになれよ、欲望を持てよ！」

「余計なこと言わないで下さい！」

　涙珠が叫び返す。やっと心からの声で。当たり前だ。こんな状況で、どうして悟れる？冷静でいられる？　そんな人間いてたまるか。そんな妹いてたまるか。

「死にたくないに決まってるでしょう！　私だってもっともっと兄さんと生きていたい。でも、どうしたらいいんですか？　ここで命いのち乞ごいでもしたら助けてもらえるんですか？　その引き金は今に引かれるでしょう。これが神倉かみくらの宿命なんです！」

　ああ、そうだ。さっきから手に異常な圧力がかかっている。神倉の歴史が、血が、皇帝を守れと僕の頭で囁ささやき続けている。黙れよ死ねよ。末まつ裔えいに関かかわってくるなよ！

　でも、僕は耐える。

「宿命に身を任せるなんてどれだけ堕落したんだ、涙珠？」

　涙珠の目が見開かれる。今更気づいたのかよ。

「お前も運命に逆らえ！　僕も逆らいきってやるからっ！」

　運命ってやつは強きよう靭じんでそうそう屈してくれはしない。もう圧力で手が壊れそうだ。飛び散りそうだ。だけど、諦あきらめたりなんてしないぞ。そんな馬ば鹿からしい結末なんて認めないぞ。認めるか！　こんなことはもちろん初体験だ。僕は初体験のことでは上う手まく立ちまわれない。だからどうした。どうせ前例なんて無視して生きるしかないんだ、今の僕は。過去なんて知るか前例なんて知るか設定なんて知るか全部消えてなくなってしまえ！

　そして、その反抗が臨界点に達した僕は、猛烈に吐いた。

　その場に容赦なく吐いた。もう、ひどい惨状だった。でも、それを乗り切った時、ものすごく楽になった。僕は思った。

「はあ……神倉から自由になった。僕は神倉を捨てた」

「おめでとう」

　那智なちが祝福の言葉を述べる。

「ミタマ君は、ううん、二人は運命に勝った。皇帝の座は涙珠ちゃん、あなたに譲ります。謹つつしんで拝領してね。堕落しない国家を作ってね。涙珠ちゃんならできるかもしれない」

　涙珠は、「はい……陛下」とその場にゆっくりとひざまずいた。

　もう、そこにあるのはいつものクラスメイトの能天気な那智だった。

　いや、能天気な那智を那智は装よそおっているんだ。それが那智の死に装しよう束ぞくなんだ。

「よし、それじゃ、ミタマ君、命令だよ。撃ちなさい」

　那智は自分の胸にゆっくりと手を置く。

「那智、本当に――――」

「私が本当に死にたいってことは知ってるよね、ミタマ君？　今までありがとうございました」

　そして、僕は笑顔のその人に引き金を引いた。

「さようなら、さようなら、那智なち」



    

  
    
      


×　エピローグ　○　プロローグ　



　宮殿の中で僕は政務に追われている。

　それぐらい数え切れないほどの改革が行われているんだ。まだ途上だけど、永えい生せい権けんも定てい年ねん退たい拭しよく制度も廃止する方向でいる。その代わり、七十年や八十年経たつと体が衰弱してだんだんと死に至る薬を開発させている。これが成功すれば、生まれてきた子供すべてに注射する。つまり、意図的に人間にも寿命を作り出すのだ。

　もちろん混乱もあるだろうけど、これが上う手まくいけば……。

「お疲れのようですね、将軍」

　誰だれかが入ってくる。僕の部屋にノックもあいさつもなく入ってこれるのは皇帝陛下しかいない。

「はい、ろくに寝ていないので。まあ、なんとかなるでしょう。それに大変なのは陛下も一緒でしょうから」

　陛下はわずかに微笑ほほえむ。陛下は喜怒哀楽の表情の変化に乏とぼしいのだ。

「そうですね。この山が終われば一度楽になるでしょう。あと三か月はかかるでしょうが」

　トップシークレットだった皇帝はまだ世間的にはトップシークレットのままだ。しばらくは皇帝は神に限りなく近い存在でないといけない。少なくともちょっと前まで中学生だった人間が皇帝ですとは言えない。そんなことになれば誰だれでも皇帝になれるという空気が生まれて世界は戦争であけくれるかもしれない。誰も国の言うことを聞かなくなるかもしれない。

「さて、今日は初めての謁見の儀があるはずですが。場所はこの部屋でよいのですね？」

「あ、はい、今、呼んで参ります」

　僕は部屋を出て、隣の謁見用の控え室から謁見予定者三人を呼ぶ。もう一人は諸事情で遅れている。この部屋に来るまでに人間の検問を三度、ロボットの検問を五度やった後に二キロの回廊を歩かないといけないから、なかなか大変だったと思う。でも、それでも初めての謁見なのだから感謝してほしい。謁見があるだけで前代未聞なのだ。

「さあ、お入り下さい。くれぐれもそそうのないように」

　なのに、部屋に入った謁見者の一人がすぐさま声を荒らげた。

「涙珠るいしゆ、あなた、本当に皇帝になっちゃったの？」

　母さんはすぐさま皇帝に詰め寄ろうとする。ちょっと皇帝陛下に失礼なので、間に割って入る。

「母さん、これでも皇帝なんだからそのへん、わきまえてよ」

「何よ、ミタマ。皇帝だろうとなんだろう、私はその皇帝の母親なのよ。文句あるか！」

　ぽかぽかと母さんに叩たたかれる。まあ、いいや。腕力ないから痛くないし。

「仕方ないよ、ＩＳＥは二人に会えなくて心が壊れて壊れて何も考えられなくなっていたんだ」

「珠花しゆか、お前はお前でマイペースすぎるぞ」

　兄さんが姉さんをたしなめた。これで血のつながっている家族はみんな揃そろった。五十鈴いすずさんはもう少し時間がかかる。あと、故人を含めると、横の仏壇も範囲に入れないといけないな。

「さて、先に仕事をすませようかしら」

　母さんは静かに仏壇に手を合わせ、祈った。そこには二つの位い牌はい。父さんと那智なち。

「これがあなたなりのケジメのつけ方だったんでしょうね。過去にあなたが息子の玉風たまかぜを殺そうとしたことは事実だし。でも許してあげるわ。だって死者をずっと責めても恥ずかしいしね。



死に別れ　顔も見せない仲じゃない　明日から毎日落らく雁がんあげるわ」

　それは素人しろうとの僕からしてもヘタクソとわかる歌だったけれど、こんなところでいい歌を即興で詠よめる人はきっとろくな人間じゃないと僕は思う。

　気づくと僕以外の全員が手を合わせていた。僕も父さんと那智なちに手を合わせる。もう、百回以上もやっていることだけど、新たな気持ちで手を合わせる。死後の世界があるのかどうか僕にはわからないけれど、生きている僕らにできることは死者に手を合わせることだけなのだ。あわよくば、補ふ陀だ落らくという名の浄土へ旅立ってくれ。

　そこに犬の鳴き声が響いてくる。それを合図に五十鈴いすずさんが入ってくる。

「遅くなりました」

　五十鈴さんに続いて犬がどんどん入ってくる。一匹、五匹、十匹。え、何匹連れてきたの？

「千匹です」

　こともなげに五十鈴さんが言った。おい、おかしいだろ！　そりゃ検問に時間かかるよ！　というか許可おりればいくらでも通していいって問題じゃないだろ！

「あんた、バカなの!?　犬で圧死させる気？　空気読んで十匹くらいにしなさいよ！」

　珍しく母さんが常識的な反応を示す。でも、涙珠るいしゆが寛大にこれを認めた。

「ま、いいでしょう。せっかく家族が集まったわけですし。にぎやかでいいではないですか」

「にぎやかすぎるだろ、いくらなんでも」

　母さんはまだなんか言っているが、その声は犬の喧けん騒そうにかき消される。姉さんと兄さんと五十鈴さんは笑っている。涙珠もまんざらでもない顔をしている。僕も笑っているはずだ。未来のことはわからない。明日のこともわからない。だからこそ、今笑っていられることに僕らは感謝するべきなのだろう。何に感謝するかって？　神様に仏様に、そして無む茶ちや苦く茶ちやすぎる家族に。

　ありがとう、ありがとう、みんな。



　不堕落なルイシュ２巻　終わり



    

  
    
      


あとがき



（二巻だし、はじめましてということはないと思うので）お久しぶりです、森田もりた季節きせつです。

　不堕落なルイシュはひとまずこれで終わります。最初から長期にやることを想定した話ではなかったので、ちょうどよい塩あん梅ばいでしょうか。かなり変な話なので正直、これ出していいの？　と自分でも思ったんですが、意外となんとかなるものですね。

　また次も方向性は変えると思いますが、どこかずれたものをやっていくつもりではありますので、どこかずれた小説を必要な方がいらっしゃいましたら、よろしくお願いいたします。今回は設定だけちょっと暗かったので、次は設定が明るすぎる抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とう小説を目指す予定です。あくまで予定ですが。



　一応、作品に関することを。

　本作は一応家族小説のつもりでやりました。一人暮らし中に、本作の原型を書いている時に、「うちの家族はどうもヤバいんじゃないか？」と漠然とした危機感めいたものを抱いておりまして、そのへんが反映されているような…………気が…………しないでもない…………はい、反映してませんね。普通にライトノベルだと思います。本当に普通なのかはよくわかりませんが、作者が思う分にはタダなのでそう思いこむことにします。でも、みなさんの周囲にもいる、「この人は無む茶ちや苦く茶ちやしすぎじゃないだろうか、もう少し普通にすれば生きやすくなるのに」という人を誇張したりして、作中のキャラには生かしております。みなさんの親しん戚せきに一人ぐらい本作のキャラと似ている人がいるのではないでしょうか。



　では、恒例の謝辞を。伊東いとうライフ様、相変わらず妖よう艶えんな、というかエロい挿絵をありがとうございます。ぶっちゃけ、ライフさんの挿絵を想定して多少キャラデザをエロくしたりしました。

　あと、もう何回目だという話ですが、やっぱり迷惑をかけ続けている編集部のみなさま、すみません。これからもお願いいたします。

　そして、恒例ですが、読者のみなさまとまたお会いできる日を楽しみにしております。ありがとうございました！



森田季節
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